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1 困ったとぎは 


本製品の動作がおかしいとき、故障かな？ 
と思ったときなどは、以下の手順で原因を 
お調べください。 
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8章「困ったときは（トラブル対処方法)」で調べる 


ブラザーのサボートサイト 


サボートブラザー| にアクセスして、最新の情報を調べる 

^ http://solutions.brother.co.jp/ 


ブラザ：マィポ■夕 jiT 


オンライン ユーザー 登録をお勧めします。 
https://myportal.brother.co.jp/ 

ご登録いただくと、製品をより快適にご使用いただくための情報をいち 
早くお届けします。 
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やりたいこと目 


操作パネルを使ってネットワークの設定 
をしたい。 

操作パネルのボタンを操作して、ネットワーク上で 
本製品を使用するための設定ができます。 

詳しくは4 36ページを参照してください。 



無線 LAN を使う 
(MFC- 8950 DW のみ） 

LAN ケーブルを使用しないで、無線でネットワー 
クに接続できます。 

詳しくは一16ページを参照してください。 


ウェブブラウザー設定を使って本製品を 
管理する。 

標準のウェブブラウザーから本製品に HTTP また 
は HTTPS を使ってアクセスし、管理や設定をする 
ことができます。 

詳しくは一56ページを参照してください。 



BRAdmin Light を使って本製品を設定す 
る。 

付属のソフトウェア BRAdmin Light 使ってアクセ 
スし、管理や設定をすることができます。 

詳しくは411ページを参照してください。 
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本ガイドの読みかた 


章を 7 J \ します。 


大見出しです。 


中見出しです。 


補足項目です。 


小見出しです。 - 

注意していただく 
内容です。 


閲覧する内容を説明 
しているページを示 
します。 


操作手順です。 


操作手順を補足する 
手順画面やイラスト- 
です。 


第1章ネツトワークの設定 


ネットワークの設定 


ネットワーク環境で本製品を使用する前に、 TCP/IP の設定をする必要があります。 

この章では、 TCP/IP プロトコルを使用したネットワーク印刷をするために必要な基本手順について説玥します。 


H BRAdmin Light で設定する 


BRAdmin Light は、ネットワークに接続されている本製品の初期設定用ユーティリティソフトです。ネットワーク上の本製 
品の検索やステータス表示、 IP アドレスなどのネットワークの基本設定が可能です。 

BRAdmin Light は、 Windows® 2000 /XP、Windows Vista®、Windows® 7、 Windows Server® 2003/2008、 Mac OS 
X 10.4 .11 以降のコンピューターで利用できます。 Windows® をご使用の場合は、本製品に付属のかんたん設置ガイドを参 
照し、 BRAdmin Light をインス!'•—ルしてください。 Macintosh をご使用の場合は、プリンタードライパーをインス! 
ルすると、自動的に BRAdmin Light もインス!ルされます。すでにプリンタードライパーをインス!ルしている場合 
は、再度インスI - _ルする必要はありません。 

- 

•TCP/IP ネットワークで接続された本製品を自動的に検索し、 IP アドレスなどのネットワーク設定を変更できるので、 
ネットワーク管理が簡単に行えるようになります。 

•さらに高度なプリンター管理を必要とする場合は、 BRAdmin Professional (Windows® 版のみ）をご^用ください。 
BRAdmin Professional は、サボートサイト（プラザーソリューシヨンセンター (http://solutions.brother.co.jp/)) 
よりダウン□—ドしてご使用ください。 


BRAdmin Light での設定方法 



■ BRAdmin Light は付属のドライパー&ソフトウェア CD-R 〇 M 内に収録されています。 


■さらに高度なプリンター管理を必要とされる場合は、 BRAdmin Professional ユーティリティ （Windows® 版のみ）を 
ご利用ください。 

BRAdmin Professional はサポートサイト（プラザーソリユーシヨンセンター （http://solutions.brother.co.jp/)) で 


■現在設 f 亡 4 -フ〗 ド名や MAC アドレスを調べるときは、「ネットワーク設定リスト」を印刷します。 
詳しく (^>35 ページち 1 参照してください。 



Windows® は、[スタート]メニューから[すべてのプログラム ]- [Brother] - 
[BRAdmin Light] - [BRAdmin Light] の順に選択する 

BRAdmin Light が起動し、新しいデパイスを自動的に検索します。 


Macintosh は、デスクトップ上の 
[MacintoshHD] から、[ライブラリ]一 
[Printers] — [Brother] — [Utilities] 
一 [BRAdmin Lightjar] の順に題尺する 

BRAdmin Light が起動し、新しいデパイスを自動 
的に検索します。 



Macintosh の場合 BRAdmin Light は、ドライパーをインスIルすると自動的にインスIルされます。 
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ページ番号です。 

このページは説明のために作成したもので、実際のページとは異なります。 
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本ガイドの表記 


本文中に掲載されている本製品のイラストおよびインストール手順等の説明画面は、例として MFC -8950 DW を使用してい 
ます。 

本文中では、 0 S 名称を略記しています。 

Windows ® XP の正式名称は、 Microsoft ® Windows ® XP Professional operating system および Microsoft ® Windows ® 
XP Home Edition operating system です。 

Windows ⑥ XP Professional x 64 Edition の正式名称は、 Microsoft ® Windows ® XP Professional x 64 Edition operating 
system です。 

Windows Server ® 2003の正式名称は、 Microsoft ® Windows Server ® 2003 operating system です。 

Windows Server ® 2003 x 64 Edition の正式名称は、 Microsoft ® Windows Server ® 2003 x 64 Edition operating system 
です0 

Windows Server ® 2008の正式名称は、 Microsoft ® Windows Server ® 2008 operating system です。 

Windows Server ® 2008 R 2 の正式名称は、 Microsoft ® Windows Server ® 200 8 R 2 operating system です 0 
Windows Vista ® の正式名称は、 Microsoft ® Windows Vista ® operating system です。 

Windows ® 7 の正式名称は、 Microsoft ® Windows ® 7 operating system です 0 

r マークについて _ 


親, 

本製品をお使いになるにあたって、守っていただきたいことを説明しています。 


本製品の操作手順に関する補足情報を説明しています。 

$ xxx ぺージ 
「 XXX 」 

参照先を記載しています。（ XXX はページ、参照先） 

令 「 XXX 」 

ユーザーズガイド基本編の参照先を記載しています。（ XXX はタイトル) 

㈣ 「 XXX 」 

ユーザーズガイド応用編の参照先を記載しています。（ XXX はタイトル) 

令 「 XXX 」 

かんたん設置ガイドの参照先を記載しています。（ XXX はタイトル) 

㈣ 「 XXX 」 

ユーザーズガイドパソコン活用編の参照先を記載しています。（ XXX はタイトル） 

く XXX 〉 

操作パネル上のポタンを表しています。 

【 XXX 】 

本製品のディスプレイ内の表示を表しています。 

[ XXX ] 

コンピューター上の表示を表しています。 


編集ならびに出版における通告 

本ガイドならびに本製品の仕様は予告なく変更されることがあります。 

プラザーエ業株式会社は、本ガイドに掲載された仕様ならびに資料を予告なしに変更する権利を有します。また提示されて 
いる資料に依拠したため生じた損害（間接的損害を含む）に対しては、出版物に含まれる誤植その他の誤りを含め、一切の 
責任を負いません。 

© 2012 Brother Industries , Ltd . All rights reserved . 





















はじめに 


[ ft 要 

本製品のネットワークインターフェイスを利用して LAN または WAN に接続し、ネットワーク上のコンピューターから本製 
品で原稿のファクス送受信や印刷ができます。 

本ガイドは、本製品をネットワーク上で使用するために必要な設定方法について説明しています。 

次の表では、各動作環境でサボートするネットワークの機能と接続について示しています。 


オペ レー ティング 
システム （ OS) 

Windows® XP 
Windows® XP Professional 
x64 Edition 

Windows Vista® 
Windows® 7 

Windows Server® 2003 
Windows Server® 2003 x64 
Edition 

Windows Server® 2008 
Windows Server® 2008 R2 

Mac OS X 10.5.8 以降 

印刷 

〇 

〇 

〇 

スキャニング 

〇 


〇 

PC ファクス送信 

O 


〇 

PC ファクス受信 

〇 



BRAdmin Light 

O 

〇 

〇※1 

BRAdmin Proressional *^ 1 

〇 

〇 


ウェブブラウザー設定 

〇 

〇 

〇 

リモートセットアップ 

〇 


〇 

ステータスモニター 

〇 


〇 

オートマチックドライバー 
インス トーラー 

〇 

〇 


Vertical Pairing ^*^ 

〇 




※1サボートサイト（プラザーソリューションセンター ( http :// solutions . brother . co . jp /)) よリダウン□—ドしてくだ 
さし'>〇 

※之 Windows ® 7のみ（詳しくは、39ぺージのネットワーク知識編を参照してください。） 
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[特長と機能 

LDAP 


LDAP プロトコルによリサーパーからファクス番号や E メールアドレスなどの情報を検索することができます。 

MFC - 8520 DN をご使用の場合は、サポートサイト（プラザーソリユーシヨンセンター （ http :// solutions . brother . co . jp /)) 
よリダウン□—ドしてください。 

インターネットファクス機能 


本製品に E メールアドレスを割り当て、ローカルエリアネットワークやインターネットを通じてコンピューターや他のイン 
ターネットファクス機能搭載機器とメールを送受信または転送することができます。 

詳しくは、387ページ「インターネットファクスを使用する」を参照してください。 

MFC - 8520 DN をご使用の場合は、サポートサイト（プラザーソリューションセンター ( http :// solutions . brother . co . jp /)) 
よりダウン□ー ドしてください。 

セキュリティ機能 


本製品は、最新のネットワークセキュリティと暗号化プロトコルに対応しています。 
詳しくは、398ぺージ「セキュリティ機能」を参照してください。 

セキュリティ機能ロック 2.0 


ウェブブラウザー設定を使用して、ユーザーごとにできる機能を制限することができます。 
詳しくは、360ページ「セキュリティ機能ロック2.0」を参照してください。 

スキヤン to FTP 


スキャンした原稿をインターネットや□一カルエリアネットワークに設置された FTP サーバー上に直接保存する機能です。 
スキャン to FTP を使用するには、ウェブブラウザー設定であらかじめプ□ファイルを登録する必要があります。プ□ファ 
イルを登録する方法は、372ぺージ「スキャン to F 丁 P を設定する」を参照してください。 

スキヤン to ネットワークフアイル 


スキャンした原稿をインターネットや□一カルエリアネットワークに設置された CIFS % サーパー上に直接保存する機能です。 
スキャン to ネットワークファイルを使用するには、ウェブブラウザー設定であらかじめプ□ファイルを登録する必要があ 
ります。プ□ファイルを登録する方法は、二74ページ「スキャン to ネットワークファイルを設定する」を参照してください。 

印刷□グ機能 


本製品の印刷履歴を、 CIFS * 接続を経由したネットワークサーパーに保存できます。各印刷ジョブの ID 、 種類、ジョブの名 
前、ユーザー名、日付、時間、印刷されたページの数を記録することができます。標準ウェブブラウザーを使用して、設定 
をすることができます。 

詳しくは、467ページ「印刷□ヴ機能について」を参照してください。 

※〇旧吕とは 、 Common Internet File System (共通インターネットファイルシステム）プロトコルの略で、 TCP / IP を利用 
し、ネットワーク上のコンピューターからイントラネット、またはインターネット経由でファイルを共有することができ 
ます。 
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ネットワークの設定 


ネットワーク設定方法 


ネツトワーク環境で本製品を使用する前に、 TCP / IP の設定をする必要があります。 

この章では、 TCP / IP プロトコルを使用したネットワーク印刷をするために必要な基本手順について説明します。 


本製品をネットワークに接続するには、付属のドライパ_&ソフトウェア CD - ROM 内のプラザーインストーラー 
を使用することをおすすめします。^* *かんたん設置ガイドの手順に従ってプリンタードライパー、スキャナー 
ドライパー、ソフトウエアのインストールを進めると、簡単に本製品をネツトワークに接続することができます。 


付属のド 


I 


ドライパ ー& ソフトウェア CD - ROM 内のプラザーインストーラーを使用したくない場合、または付属のドライバー 
&ソフトウェア CD - ROM 内のプラザーインストーラーやプラザーソフトウェアを使用できない場合は、本製品の操作パネ 
ルを使用してネットワークの設定を変更することができます。詳しくは、二36ページを参照してください。 


ネットワークを設定するには、次の方法があります。 

|操作パネルを使用する 

本製品の操作パネルを使用して、ネットワーク設定のリセット、プリンター設定一覧の印刷、 TCP / IP の設定ができます。詳 
しくは、二36ページを参照してください。 

BRAdmin Light で設定する 

巳 RAdmin Light は、ネットワークに接続されている本製品の初期設定用ユーティリティソフトです。ネットワーク上の本製 
品の検索やステータス表示、 IP アドレスなどのネットワークの基本設定が可能です。 

BRAdmin Light は、 Windows ® XP、Windows Vista ®、 Windows ® 7 、 Windows Server ® 2003/2008 、 Mac OS X 10.5 .8 
以降のコンピューターで利用できます。 Windows ® をご使用の場合は412ページを参照し 、 BRAdmin Light をインストー 
ルしてください。 Macintosh をご使用の場合は、サポートサイト（プラザーソリューションセンター ( http :// 
solutions . brother . co . jp /)) より最新版をダウン□—ドしてご使用ください。 

- 

• BRAdmin Light は TCP / IP ネットワークで接続された本製品を自動的に検索し、 IP アドレスなどのネットワーク設 
定を変更できるので、ネットワーク管理が簡単に行えるようになります。 

•さらに高度なプリンター管理を必要とする場合は 、 BRAdmin Professional ( Windows ® 版のみ）をご利用ください。 
BRAdmin Professional は、サポートサイト(プラザーソリューションセンター ( http :// solutions . brother . co . jp /)) 
より最新版をダウン□—ドしてご使用ください。 
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第 1 章ネットワークの設定 


BRAdmin Light ( Windows ® 版）をインストールする 


夕 

多 

多 


付属のドライバー&ソフトウェア CD - ROM をコンピューターの CD - ROM ドライブにセツト 
する 


お使いの製品名をクリックする 


[カスタムインス!—ル]-[ネットワークユー 
ティリティ ] - [BRAdmin Light ] をクリック 
し、画面の指示に従ってインス!-ールする 



巳 RAdmin Light を操作するコンピューターで、「ファイアウォール」を有効にしている場合や、アンチウィルスソフトの 
ファイアウォール機能が設定されている場合 、 BRAdmin Light の「稼動中のデパイスの検索」機能が利用できないことが 
あります。利用する場合は、一時的にファイアウォールを無効に設定してください。 
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第 1 章ネットワークの設定 


BRAdmin Light での設定方法 


- 

■さらに高度なプリンター管理を必要とされる場合は 、 BRAdmin Professional ユーティリティ （ Windows ® 版のみ）を 
ご利用ください。 

BRAdmin Professional はサポートサイト（プラザーソリューシヨンセンター （ http :// solutions . brother . co . jp /)) で 
提供しています。 

■ BRAdmin Light を操作するコンピューターで、「ファイアウォール」を有効にしている場合や、アンチウィルスソフト 
のファイアウォール機能が設定されている場合 、 BRAdmin Light の「稼動中のデパイスの検索」機能が利用できない 
ことがあります。利用する場合は、一時的にファイアウォールを無効に設定してください。 


夕 


BRAdmin Light を起動する 

Windows ® は、[スタート]メニューから[すべてのプログラム]— [ Brother ] - [BRAdmin Light ] - [BRAdmin 
Light ] の順にクリックしてください。 

Macintosh は 、 [BRAdmin Light . jar ] をクリックしてください。 




[デバイスステータス]が[未設定]となつている本製品をダブルクリックする 

Windows ® Macintosh 



待棚中 デパイス数:1(未設: 


一 O O BRAdmin Light 

ファイル(1> デパイス(2> コントロール (3) ヘルプ(4> 

1 霉*涵團 | 



-—| ドタイフ ロケーシヨン情*逋格先 


- 

ネットワークインターフェイスがすでに設定されている場合や ip アドレスの自動設定機能により ip アド 
レスが割り当て済みの場合には、デパイスステータスに[未設定]とは表示されません。 

その場合は、設定を変更せずに本製品を利用することをおすすめします。 


- 

•現在設定されているノード名や MAC アドレスを調べるときは、「ネットワーク設定リスト」を印刷します。 
詳しくは446ぺージを参照してください。 

お買い上げ時のノード名は、有線 LAN の場合は “ BRNxxxxxxxxxxxx ”、 無線 LAN の場合は 
" BRWxxxxxxxxxxxx " となつています。 （「 xxxxxxxxxxxx 」 は MAC アドレス（イーサネットアドレス） 
の12桁です。） 


參ノード名と MAC アドレスは操作パネルから調べることもできます。詳しくは、436ページ「操作パネル 
からのネットワーク設定」を参照してください。 
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第 1 章ネットワークの設定 


〇 [IP 取得方法]から [ STATIC ] を選択し、 [ IP アドレス][サブネットマスク][ゲートウェ 

イ]を入力する 


Windows ® 


Macintosh 



0^0 TCP/IP アドレス設定 



GK -4 ( キャンセル） 


- 

參 IP ファクスを使用する場合は、 [ AUTO ] または [ DHCP ] に設定してください。ただし、 IP ファクスを 
ご利用いただくには、 NTT のフレッツ光ネクストに契約する必要があります。 

參フレッツ光ネクストについてのご質問は、 NTT にお問い合わせください。 


M [0 K ] をクリックする 

本製品に IP アドレスが正しく設定されると、ウインドウにノード名およびプリンター名が表示されます。 


i€D-©» — 

巳 RAdmin Light を使用せずに以下の方法でも IP ァドレスの設定ができます。 

• 操作ノヽ°ネルで設定する場合は337ページを参照してください。 

• DHCP 、 RARP 、 BOOTP を使用する場合は、4 37ぺージ 「 IP 取得方法」、または3139ページのネットワーク知識 
編を参照してください。 
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第 1 章ネットワークの設定 


I その他の管理ユーティリティ 

ウェブブラウザー設定を使用する 

コンピューターにインストールされている標準ウェブブラウザーから 、 HTTP (ハイパーテキスト転送プロトコル）または 
HTTPS ( SSL によるデータ暗号化機能が付加された HTTP ) を使用してネットワーク上の本製品のステータス情報を取得し、 
本製品およびネットワーク設定を変更することができます。 

詳しくは456ページを参照してください。 

BRAdmin Professional を使用する （ Windows ® のみ） 


BRAdmin Professional は、ネットワークに接続されている本製品の管理をするためのユーティリティです。ネットワーク 
上の本製品を検索し、ウィンドウ上でデパイスの状態を閲覧できます。各デパイスは、状態によって色分けされます。ネッ 
トワーク上の Windows ® システムが稼動するコンピューターから本製品のネットワークファームウェアをアップデートした 
り、ネットワーク設定を変更したりすることができます。また、ネットワーク上の本製品の使用状況を記録し 、 HTML CSV 、 
丁 XT 、 SQL 形式で□ヴデータをエクスポートすることができます。クライアントコンピューターに接続した本製品を管理す 
る場合は、クライアントコンピューターに BRPrint Auditor ソフトウェアをインストールしてください 。 BRAdmin 
Professional から USB を経由してクライアントコンピューターに接続している本製品を管理することができます。 

詳しい情報とダウン□ー ドについては、次の URL を参照してください。 

サボートサイト（プラザーソリューシヨンセンター ( http :// solutions . brother . co . jp /)) 

BRPrint Auditor ソフトウェア （ Windows ® のみ） 


BRPrint Auditor ソフトウェアは、 USB で□—カルに接続された機器を BRAdmin Professional で管理できるようにします。 
USB を経由してクライアントコンピューターに接続された機器の情報を収集します。収集した情報はネットワーク上の 
BRAdmin Professional が稼動している他のコンピューターで表示することができます。これによって管理者がページカウ 
ントやトナー、ドラムの状態、ファームウェアのパージョンなどの項目を確認することができます。 

プラザーネットワーク管理アプリケーションへの通知に加え、使用状況や ステー タス情報を CSV または XML ファイル形式 
で、あらかじめ指定した E メールアドレスに直接 E メールを送信することもできます。 （ SMTP メールサポートが必要です。） 
また、 E メールによる警告やエラー状態の通知にも対応しています。 

••€ 3 *©"- 

•本製品と USB で接続されているクライアントコンピューターに 、 BRPrint Auditor ソフトウェアをインストールしてく 
ださい。 

• BRAdmin Professional がインストールされているコンピューターにはインストールしないでください。 
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無線 LAN の設定 （ MFC -8950 DW のみ) 


無線 LAN 設定について 


本製品を無線 LAN に接続して使用する場合は、^かんたん設置ガイドをご覧になり、プラザーインストーラーから USB 
ケープルを使用して無線 LAN を自動設定する方法をおすすめします。本製品をお使いの無線 LAN に簡単に接続することがで 
きます。 

無線 LAN 設定とその構成方法などについてはこの章の各項目を参照してください。 

丁 CP / IP の設定については1ページ 「BRAdmin Light で設定する」を参照してください。 



■本製品を無線 LAN アクセスポイント（または無線 LAN 対応のコンピューター）の近くに設置してください。 


■本製品の近くに、微弱な電波を発する電気製品（特に電子レンジやデジタルコードレス電話）を置かないでください。 

■本製品と無線 LAN アクセスポイントの間に、金属、アルミサッシ、鉄筋コンクリート壁があると、接続しにくくなる 
場合があります。 

■無線 LAN 接続は、環境によって有線 LAN 接続や USB 接続と比べて、通信速度が劣る場合があります。写真などの大きな 
データを印刷する場合は、有線 LAN または USB 接続で印刷することをおすすめします。 

■本製品は有線 LAN と無線 LAN の両方で使用できますが、同時に使用することはできません。どちらか一方を選択する 
必要があります。 

■無線 LAN を設定するには、お使いの無線 LAN の情報が必要です。 SSID とネットヮークキーを確認してください。また、 
エンタープライズモードでお使いの場合は、ユーザー ID とパスワードを確認してください。 
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第 2 章無線 LAN の設定 （MFC- 8950 DW のみ) 


|ネットワーク環境を確認する 

ネットワーク上の無線 LAN アクセスポイントとコンピューターが接続されている場合 
(インフラストラクチヤモード） 


インフラストラクチャモードは、各無線 LAN 端末が無線 LAN アクセスポイントを経由することによって、データ通信を行う 
通信方法です。無線 LAN アクセスポイントは、有線 LAN にも機能します。本製品をインフラストラクチャモードに設定して 
いる場合は、すべての印刷ジョブを、無線 LAN アクセスポイントを経由してから受け取ります。 



① 無線 LAN で無線 LAN アクセスポイントに接続されているコンピューター 

② 有線 LAN で無線 LAN アクセスポイントに接続されているコンピューター 

③ 無線 LAN アウセスポイント※ 

※お使いのコンピューターが Intel ® MWT (My WiFi Technology ) に対応している場合は、コンピューターを WPS ( Wi ¬ 
Fi Protected Setup ) 対応のアクセスポイントとして使用することができます。 

本製品の無線 LAN 設定をする場合は、次の4つの方法があります。 

_本製品に付属のドライパー&ソフトウェア CD - ROM 内のプラザーインストーラーを使用する 
• 本製 P □の操作パネルから手動で無線 LAN 設定をする 

. 無線 LAN アクセスポイントの簡単設定 （ AOSS ™、 WPS 581 の PBC * 2 方式）を使用する 
(無線 LAN アクセスポイントの簡単設定は、 令 かんたん設置ガイドを参照してください。） 

• WPS * 1 の PIIXF 3 ^， 式を使用する 


※1 Wi-Fi Protected Setup 

※-2 Push Button Configuration 

^3 Personal Identification Number (個人識別番号) 

ネットワーク上に無線 LAN アクセスポイントがないが、無線通信可能なコンピューターが用 
意されている場合（アドホックモード） 


アドホックモードのネットワークでは、無線 LAN アクセスポイントが存在しません。それぞれの無線 LAN 機器は個別に直接 
通信します。本製品をアドホックモードに設定している場合は、コンピューターからすべての印刷ジョブを直接受け取ります。 


①無線 LAN 対応コンピューター 



アドホック通信は、通信規格上セキュリティーレベルを高くすることができませんので、安全な無線通信を行うためにイ 
ンフラストラクチヤ通信をお奨めします。 
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第 2 章無線 LAN の設定 （MFC- 8950 DW のみ) 



ネットワーク上のコンピューターと本製品を一時的に USB ケープルを使用して接続し、本製品の無線 LAN 設定をします。 



本製品に付属のドライパ_&ソフトウェア CD - ROM 内に収録されているプラザーインストーラーを使用して、ネットワーク 
環境に本製品を接続します。 

プラザーインストーラーを使用して無線 LAN 設定するには、次の方法があります。 

• パーソナル モー ドで設定する 

例えば、個人宅や S 0 H 0 などの小規模な無線 LAN で 、 IEEE 802.1 x 認証方式をサボートしていない無線 LAN 上で本製品を設定す 
る場合は、下記の無線 LAN の環境に応じて設定してください。 

• すでに SSID とネットワークキーが^されている無線 LAN に本製 P □を接続する場合は、 ♦ かんたん設置ガイドを参照し 
てください。 

• 無線 LAN アウセスポイントが SSID を出力しないように設定されている場合は、323ぺージ 「 SSID が隠べいされている場合」 
を参照してください。 


• エンタープライズモードで設定する 

例えば、企業などの大規模な無線 LAN で、 IEEE 802 . lx 認証方式をサボートしている無線 LAN 上で本製品を設定する場合は、二 
26ページ「エンタープライズモードで設定する」を参照してください。 



■本製品を無線 LAN に接続する場合は、インストール前にネットワーク管理者にお問い合わせいただき、無線 LAN の設定 
を確認してください。 


■本製品の無線 LAN 設定がすでに設定されている場合は、ネットワーク設定をリセットしてください。詳しくは、二44ぺ一 
ジ「ネットワーク設定のリセット」を参照してください。 
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第 2 章無線 LAN の設定 （MFC- 8950 DW のみ) 


[無線 LAN の設定をする前に 


パーソナルモード、またはエンタープライズモードで設定する際、お使いの無線 LAN の情報が必要です。まず、無線 LAN の 
設定内容を確認し記入してください。 

• パーソナル モー ドで設定する 


SSID 

ネッ トワークキー 




例： 


SSID 

ネッ トワークキー 

HELLO 

123456789 


• エンタープライズモードで設定する 

SSID 


接続モード 

認証方式 

暗号化方式 

ユーザー ID 

パスワード 

インフラストラクチヤ 

LEAP 

CKIP 




EAP - FAST/NONE 

AES 





丁 KIP 




EAP - FAST / MS - CHAPV 2 

AES 





TKIP 




EAP - FAST/GTC 

AES 





TKIP 




PEAP / MS - CHAPV 2 

AES 





TKIP 




PEAP/GTC 

AES 





TKIP 




EAP - TTLS/CHAP 

AES 





TKIP 




EAP - TTLS / MS-CHAP 

AES 





TKIP 




EAP - TTLS / MS - CHAPV 2 

AES 





TKIP 




EAP - TTLS/PAP 

AES 





TKIP 




EAP-TLS 

AES 





TKIP 
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第 2 章無線 LAN の設定 （MFC- 8950 DW のみ) 


例： 

s§15 

HELLO 


接続モード 

認証方式 

暗号化方式 

ユーザー ID 

パスワード 

インフラストラクチヤ 

EAP - FAST / MS - CHAPV 2 

AES 

Brother 

12345678 


- 

• EAP - TLS 認証方式を使用して本製品を設定する場合は、設定をする前に証明書をインストールする必要があります。複 
数の証明書がある場合は、使用する証明書の名称を控えておいてください。証明書をインストールするには、11ペー 
ジ「証明書を使って安全に管理する」を参照してください。 

參サーパー証明書のコモンネームを使用して本製品を確認する場合は、設定をする前にコモンネームを控えておいてくだ 
さい。サーパー証明書のコモンネームについては、ネットワーク管理者にお問い合わせください。 
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第 2 章無線 LAN の設定 （MFC- 8950 DW のみ) 


|無線 LAN の設定をする 



■本製品の無線 LAN 設定がすでに設定されている場合は、ネットワーク設定をリセットしてください。 
詳しくは、二44ページ「ネットワーク設定のリセット」を参照してください。 


■パーソナルファイアウォール （ Windows ® ファイアウォールなど）を有効にしている場合は、一時的にファイア 
ウォール機能を無効にしてください。無線 LAN の設定が完了した後で、パーソナルファイアウォールを有効にしてく 
ださい。 

■設定には、一時的に USB ケープルが必要です。 

■実行中のすべてのアプリケーションソフトを終了してから、行ってください。 


少 

多 

多 


電源コードが差し込まれていることを5鶴 S し、製品の電源スイッチを ON にする 


コンピューターの電源を入れる 


本製品に付属のドライバー&ソフトウェア CD - ROM を CD - ROM ドライブにセツトする 

•©“- 

Windows ® の場合、画面が表示されないときは、[マイコンピュータ（コンピューター)]から CD - ROM ド 
ライプをダプルクリックし、 [ start . exe ] をダプルクリックしてください。 


Windows ® は、お使いの製品名をクリックする 
Macintosh は 、 [Start Here OSX ] をダブルクリックする 

Windows ® は、[インス! — ル]をクリックする 

Macintosh は、お使いの製品名を) S 尺し、[次へ]をクリックする 

使用許諾契約などの画面が表示されたときは、[はい]をクリックして進んでください。 

- 

Windows Vista ®/ Windows ®7 でューザーアカウント制御画面が表示されたときは、[許可]または[は 
しへ]を選択してください。 


L 無線 LAN 接続]を®尺し' [次へ]をクリックする 
Macintosh は、手順8に進んでください 0 

- 

Windows ® で BR - Script 3 プリンタードライパーをインストールする場合は、[カスタム]を選択し[次へ] 
をクリックしてください。コンポーネントの選択画面が表示されたら、 [ BR - Script 3 プリンタードライ 
パー!チェックボックスを選択し、画面の指示に従ってインストールを進めてください。 


フアイアウオールの設定を題尺し、[次へ]をクリックする 
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第 2 章無線 LAN の設定 （MFC- 8950 DW のみ) 



[はい、 USB ケーブルを持っています]を選択し、[次へ]をクリックする 

Windows ® Macintosh 



無線 LAN 設定ウィザード 

本製品の無線 LAN 設定 

本»品の無線 LAN 設定を簡単に行うために、一時的に USB ケープルを使用する:：とを KK めします0 

USKr —プルをお持ちですか？ 

■ @ はい、 USB ケープル«持っています ■ 

〇いいえ、 uskt —プルを持っていません 
(USB ケープルを使用しない方法で無 «LAN の設定をします） 



<戻る 


キャンセル 




[いいえ、 USB ケープルを持っていません]を選択した場合、ケープルを使用せず、本製品の操作パネルから無線 
接続ウイザードを使用して設定します。 



画面の指示に従って、無線 LAN の設定をする 

- 

•無線 LAN アクセスポイントが SSID を送信しない場合は、接続できる無線ネットワーク画面で[詳細]を 
クリックし手動で設定することができます 。 [SSID (ネットワーク名)]を入力して[次へ]をクリック 
してください。 

♦無線 LAN 設定に失敗した場合は、ネットワーク設定をリセットし、再度設定してください。 

ネットワーク設定のリセットについては、444ぺージ「ネットワーク設定のリセット」を参照してください。 
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第 2 章無線 LAN の設定 （MFC- 8950 DW のみ) 


操作バネルからウイザード形式で設定する 


操作パネルのネットワークメニューからウィザード形式で、 SSID 、 認証方式、暗号化方式、ネットワークキーを設定します。 
操作パネルの詳しい使い方については、^ユーザーズガイド基本編を参照してください。 

操作ノヽ°ネルから無線 LAN を設定するには、次の方法があります。 

• 操作パネルから無線 LAN の手動設定を行う 

本製品の SSID (ネットワーク名）とネットワークキーを使って、すでにお使いの無線 LAN ネットワークに参加させます。詳し 
くは#かんたん設置ガイドを参照してください。 

• SSID が隠べいされている場合 

無線 LAN アクセスポイントが SSID を送信しない場合は、接続先の SSID は表示されません。その場合は、 SSID を入力して設定 
を行うこともできます。 

# _ - 

■本製品を無線 LAN に接続する場合は、インストール前にネットワーク管理者にお問い合わせいただき、無線 LAN の設定 
を確認してください。 

■本製品の無線 LAN 設定がすでに設定されている場合は、ネットワーク設定をリセットしてください。詳しくは、二44ペー 
ジ「ネットワーク設定のリセット」を参照してください。 


| SSID が隠べいされている場合 

SSID が隠べいされている場合、無線 LAN 設定にはお使いの無線 LAN の情報が必要です。まず、無線 LAN の設定内容を確認 
し、記入してください。 


SSID 


接続モード 

認証方式 

暗号化方式 

ネッ トワークキー 

インフラストラクチヤ 

才ープンシステム認証 

なし 


WEP 


共有キー認証 

WEP 


WPA / WPA 2- PSK & 1 

AES 


TKIP 5552 



※1 WPA / WPA 2- PSK は、 Wi - Fi が提唱する事前共有キーを使用した認証方式です。 TKIP や AES のネットワークキーを使 
用し、本製品をアクセスポイントに接続します。 

WPA 2- PSK ( AES ) と WPA - PSKCTKIP / AES ) は、半角8〜63文字以内のネットワークキーを使用して認証を行います。 
※之 WPA - PSK のみ対応しています。 

例： 

HELLO 


接続モード 

認証方式 

暗号化方式 

ネッ トワークキー 

インフラストラクチヤ 

WPA 2 -PSK 

AES 

12345678 


WEP キーを使用した場合、本製品は最初に使用した WEP キーのみをサポートします。複数の WEP キーを使用しているルー 
ターの場合は、入力したキーが最初の WEP キーとして使用されます。 
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第 2 章無線 LAN の設定 （ MFC - 8950 DW のみ) 


y 

【メニュー】 — 【ネットワーク】 — 【無線 LAN 】 — 【無線接続ウィザード】を押す 

.【ネットワーク】は、【▲】または【▼】を押して選択してください。 

.液晶ディスプレイ右上に 【 WFi 】 が表示されている場合は、 【 WiFi 】 を押すだけで【無線接続ウィザード】選択画 
面に進むことができます。 


「無線 LAN 有効？」が表示されたら、【オン】を押す 

• 無線 LAN の設定ウィザードが起動し、本製品から接続できる無線 LAN が自動的に検索されます。 

• 無線 LAN の設定ウィザードをキャンセルしたい場合は、く停止/終了〉を押してください。 


利用可能な SSD のリストが表爪されたら、【▲】または【▼】を押して【く NewSSID 〉】 を 
題尺する 

夕 

SSID を入力し、 [ OK ] を押す 

SSID の入力方法については、 令 かんたん設置ガイドを参照してください。 


【インフラストラクチャ】を押す 

夕 

認証方式を選択する 

. 【オープンシステム認証】を選択した場合は、手順7に進みます。 

• 【共有キー認証】を選択した場合は、手順8に進みます。 

.[ WPA / WPA 2- PSK ] を選択した場合は、手順10に進みます。 

没 

0音号^方式の【なし】、 [ WEP ] のどちらかを選択する 

• 【なし】を選択した場合は、手順12に進みます。 

• [ WEP ] を選択した齢は、手順8に進みます。 

8 

WEP キー（ネットワークキー ) を選択する 

• 何も表示されていない WEP キーを選択した場合は、手順9に進みます。 

•すでに WEP キーか 1 S 定されている場合は、【承***】膽示されます。 

.【****】か凄示されている WEP キーを選択した場合、 WEP キーを変更するときは【変更】を選択し、手順9 
に進みます。 

WEP キーを変更しないときは【変更しない】を選択し、手順12に進みます。 


WEP キー（ネットワークキ ー) を入力し、 [ OK ] を押して、手順12へ進む 

• 設定をする前に確認した WEP キーを入力します。 

423ぺージの表を参照してください。 

• 入力方法については、 令 かんたん設置ガイドを参照してください。 


0音号^方式の 【 TKIP 】'【 AES 】 のどちらかを題尺する 


WPA キー（ネットワークキー）を入力し、 [ OK ] を押す 

• 設定をする前に確認した WPA キーを入力します。 

323ページの表を参照してください。 

• 入力方法については、^かんたん設置ガイドを参照してください。 


「設定を適用しますか？」と表示されたら、【はい】を押す 

. 【はい】を選択した場合は、手順13に進みます。 

•設定内容をキャンセルしたい場合は、【いいえ】を選択し、手順3からやり直してください。 
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第 2 章無線 LAN の設定 （ MFC - 8950 DW のみ) 




本製品と»先の機器（無 f 泉 LAN アクセスポイントなど）が無$泉で接続される 

.正常に接続されると、液晶ディスプレイに【接続しました】と表示され、 WLAN レポート（無線 LAN レポート） 
で、接続結果が印刷されます。 

•接続に失敗した場合は、 EP 刷された WLAN レポート（無線 LAN レポート）のエラーコードを確認してください。 
エラー]-ドについては、珍かんたん設置ガイド「困ったときは（トラプル対処方法)」を参照してください。 


^ 無線 LAN 設定は完了しました。 

続いて本製品に付属のドライバー&ソフトウェア CD-ROM から、本製品を動作させるために 
必要なドライパーおよびソフトウェアをインスI-ールします。 

詳しくは、#かんたん設置ガイドを参照してください。 
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第 2 章無線 LAN の設定 （ MFC - 8950 DW のみ) 


|エンタープライズモードで設定する 

手動で設定するには、お使いの無線 LAN の情報が必要です。まず、無線 LAN の設定内容を確認し、記入してください。 


SSID 


接続モード 

認証方式 

暗号化方式 

ユーザー ID 

パスワード 

インフラストラクチヤ 

LEAP 

CKIP 




EAP-FAST/NONE 

AES 





TKIP 




EAP-FAST/MS-CHAPV2 

AES 





TKIP 




EAP-FAST/GTC 

AES 





TKIP 




PEAP/MS-CHAPV2 

AES 





TKIP 




PEAP/GTC 

AES 





TKIP 




EAP-TTLS/CHAP 

AES 





TKIP 




EAP-TTLS/MS-CHAP 

AES 





TKIP 




EAP-TTLS/MS-CHAPV2 

AES 





TKIP 




EAP-TTLS/PAP 

AES 





TKIP 




EAP-TLS 

AES 





TKIP 




例： 


SSID 

HELLO 


接続モード 

認証方式 

暗号化方式 

ユーザー ID 

パスワード 

インフラストラクチヤ 

EAP-FAST/MS-CHAPV2 

AES 

Brother 

12345678 


|l€D-©»| - 

• EAP-TLS 認証方式を使用して本製品を設定する場合は、設定をする前に証明書をインストールする必要があります。複 
数の証明書がある場合は、使用する証明書の名称を控えておいてください。証明書をインストールするには、二111ペー 
ジ「証明書を使って安全に管理する」を参照してください。 

參サーパー証明書のコモンネームを使用して本製品を確認する場合は、設定をする前にコモンネームを控えておいてくだ 
さい。サーバー証明書のコモンネームについては、ネットワーク管理者にお問い合わせください。 
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第 2 章無線 LAN の設定 （ MFC - 8950 DW のみ) 



【メニュー】 — 【ネットワーク】 — 【無線 LAN 】— 【無線接続ウィザード】を押す 

.【ネットワーク】は、【▲】または【▼】を押して選択してください。 

.液晶ディスプレイ右上に 【 WFi 】 が表示されている場合は、 【 WiFi 】 を押すだけで【無線接続ウィザード】選択画 
面に進むことができます。 


【無線 LAN 有効？】が表示されたら、【オン】を押す 

• 無線 LAN の設定ウィザードが起動し、本製品から接続できる無線 LAN が自動的に検索されます。 

• 無線 LAN の設定ウィザードをキャンセルしたい場合は、く停止/終了〉を押してください。 


利用可能な SSID のリストが表; r 、 される 

.複数のネットワークが検索されたら、【▲】または【▼】を押して使用するネットワークを選択し、手順7に進みます。 

• 無線 LAN アクセスポイントから SSID 信号が送信されなし場合は、手動で SSID を入力するために、手順4に進みます。 

夕 

【▲】または【▼】を押して【く New SSID 〉】 を選択する 


SSID を入力し、 [ OK ] を押す 

SSID の入力方法については、 令 かんたん設置ガイドを参照してください。 


【インフラストラクチャ】を押す 


【◄】または【►】を押して認証方式を選択する 

•【 LEAP 】 を選択した場合は、手順13に進みます。 

.【 EAP - FAST 】 を選択した場合は、手順8に進みます。 

.[ PEAP ] を選択した場合は、手順8に進みます。 

.【 EAP - TTLS 】 を選択した場合は、手順8に進みます。 

.【 EAP - TLS 】 を選択した場合は、手順9に進みます。 

8 

内部認証方式の 【 NONE 】'【 CHAP 】'【 MS - CHAP 】、【 MS - CHAFV 2】'【 GTC 】'【 PAP 】 の 
いずれかを選択する 

認証方式により、内部認証方式は異なります。 



0音号^方式の 【 TKIP 】'【 AES 】 どちらかを選択する 

• 認証方式が EAP-TLS の齡は、手順 10 へ進みます。 

• その他の認証方式の場合は、手順 11 へ進みます。 


利用 可能な証明書のリストが表爪されたら、証明書を選択する 


証明方式の【検証しない】、 【 CA 証明書】、 【 CA 証明書+サーバー〇】、のいずれかを選択する 

. 【CA 証明書+サーパー ID 】 を蔚尺した場合は、手順 12 へ進みます。 

• その他の証日月方式を選んだ場合は、手順 13 へ進みます。 

||€3-©1|- 

本製品に証明書がインポートされていない場合は、【検証しない】が表示されます。 

証明書のインポートについては、 3121 ページ「証明書と秘密鍵をインポート/エクスポートする」を参照 
してください。 
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第 2 章無線 LAN の設定 （ MFC - 8950 DW のみ) 



サーバー ID を入力し、 [ OK ] を押す 

入力方法については、<^>かんたん設置ガイドを参照してください。 


ユーザー ID を入力し、 [ OK ] を押す 

• 設定をする前に確認したユーザー ID を入力します。 

326ページの表を参照してください。 

• 入力方法については、かんたん設置ガイドを参照してください。 

• 認証方式が EAP - 丁 LS の場合は、手順15へ進みます。 

•その他の認証方式の場合は、手順14へ進みます。 


パスワードを入力し、 [ OK ] を押す 

設定をする前に確認したパスワードを入力します。 

二26ページの表を参照してください。 


【設定を適用しますか？】と表示されたら、【はい】を押す 

• 【はい】を選択した場合は、手順こ進みます。 

•設定内容をキャンセルしたい場合は、【いいえ】を選択し、手順3からやり直してください。 


本製品と»先の機器（無 f 泉 LAN アクセスポイントなど）が無$泉で接続される 

.正常に接続されると、液晶ディスプレイに【接続しました】と表示され、 WLAN レポート（無線 LAN レポート） 
で、接続結果が印刷されます。 

•接続に失敗した場合は、 EP 刷された WLAN レポート（無線 LAN レポート）のエラー]—ドを確認してください。 
エラーコードについては、珍かんたん設置ガイド「困ったときは（トラプル対処方法)」を参照してください。 


^ 無線 LAN 設定は完了しました。 

続いて本製品に付属のドライバー&ソフトウェア CD - ROM から、本製品を動作させるために 
必要なドライパーおよびソフトウェアをインス I -ールします。 

詳しくは、#かんたん設置ガイドを参照してください。 
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第 2 章無線 LAN の設定 （ MFC - 8950 DW のみ) 


操作バネルと無線 LAN アクセスポイントの簡単設定を使用する 


無線 LAN アクセスポイントが AOSS ™、 または WPS ( Wi-Fi Protected Setup ) ( PBC & 方式）のどちらかに対応している 
場合は、コンピューターを使用しないで、簡単に本製品の無線 LAN 設定ができます。 

操作パネルの 「 WPS / A 0 SS 」 設定メニューから設定し、無線 LAN アクセスポイントが簡単設定方式のどのモード （ A 0 SS ™、 
または WPS ) を使用しているかを自動検出します。 

無線 LAN アクセスポイントのボタンと本製品の操作パネルのボタンを押すと、無線 LAN 設定およびセキュリティ設定が行わ 
れます。無線 LAN アクセスポイントの簡単設定の操作手順については、無線 LAN アクセスポイントの取扱説明書を参照して 
ください。 

本機能については、^かんたん設置ガイドを参照してください。 

❿※ Push Button Configuration 



29 




















第 2 章無線 LAN の設定 （ MFC - 8950 DW のみ) 


WPS ( Wi-Fi Protected Setup ) の PIN 方式を使用する 


無線 LAN アクセスポイントが WPS ( Wi-Fi Protected Setup ) ( Pll \^ 方式）に対応している場合は、 PIN 方式を利用して簡 
単に本製品の無線 LAN 設定ができます。 PIN (個人識別番号）方式とは、 Wi-Fi アライアンスが開発した接続方法のひとつで 
す。登録者（本製品）が作成する PIN をレジストラー（無線 LAN の登録管理機器）に入力すれば、無線 LAN 設定およびセキユ 
リティ設定が行われます。 

無線 LAN アクセスポイントの WPS の操作手順については、無線 LAN アクセスポイントの取扱説明書を参照してください。 

※ Personal Identification Number (個人識別番号) 

• 無線 LAN アクセスポイントをレジストラーとして使用する場合の接続 

無線 LAN 



本製品 


• コンピューターなど別の機器をレジストラーとして使用する場合の接続 

無線 LAN 



本製品 


- 

WPS に対応している無線 LAN アクセスポイントには、次のマークが付いています。 

0 



■本製品を無線 LAN に接続する場合は、インストール前にネットワーク管理者にお問い合わせいただき、無線 LAN の設定 
を確認してください。 


■本製品の無線 LAN 設定がすでに設定されている場合は、ネットヮーク設定をリセットしてください。詳しくは、3 44ベー 
ジ「ネットワーク設定のリセット」を参照してください。 
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第 2 章無線 LAN の設定 （ MFC - 8950 DW のみ) 


夕 

【メニュー】—【ネットワーク】—【無線 LAN 】 を押す 

【ネットワーク】は、 【▲】 または 【▼】 を押して選択してください。 


【▲】または【▼】を押して [WPS ( PIN コード)】を選択する 


【無線 LAN 有効？】が表示されたら、【オン】を押す 

—度設定に失敗し、ネットワーク設定をリセットせずにやり直している場合など、無線 LAN 有効が【オン】 
になっている場合は、このメッセージは表示されません。手順5へ進んでください。 



本製品が WPS の PIN 方式に切り替わり、 8 桁の PIN (個人識別番号）が表示され、 WPS 
(PIN 方式）に対応している無線 LAN アクセスポイントの自動検出を行う 

検出は5分間継続して行われます。検出時間内に手順6を実施してください。 


無線 LAN アクセスポイントと同じネットワーク上にあるコンピューターからウェブブラウ 
ザーを起動する 

ウェブブラウザーの入力欄に http :// XXXXX / を入力する 

[ XXXXX ] は、レジストラー 58 として使用される機器の IP アドレスです。 

※通常は無線 LAN アクセスポイントがレジストラーです。 


WPS 設定ページへ進み、手順 5 で表示された 8 桁の PIN (個人識別番号）をレジストラーに 
入力し、画面の指 7 T 、 に従って操作する 

WindowsVista ®/ Windows ® 7のコンピューターをレジストラーとして使用する場合は、以下の手順に従ってくだ 
さい。 

.Windows Vista ® の場合 

(1) @ — [ネットワーク]の順にクリックします。 

(2) [ワイヤレスデパイスの追加]をクリックします。 

(3) 本製品を選択し、[次へ]をクリックします。 

(4) 手順5で表示された PIN を入力し、[次へ]をクリックします。 

(5) 接続するネットワークを選択し、[次へ]をクリックします。 

(6) [閉じる]をクリックします。 

. Windows ® 7の場合 

(1) @ — [デパイスとプリンター]の順にクリックします。 

(2) [デバイスの追加]をクリックします。 

(3) 本製品を選択し、[次へ]をクリックします。 

(4) 手順5で表示された PIN を入力し、[次へ]をクリックします。 

(5) 接続するネットワークを選択し、[次へ]をクリックします。 

(6) [閉じる]をクリックします。 
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第 2 章無線 LAN の設定 （ MFC - 8950 DW のみ) 


|l€D-©l| - 

參 WPS 設定べージは、無線 LAN アクセスポイントのメーカーによって異なります。詳しくは、無線 LAN ア 
クセスポイントに付属の取扱説明書を参照してください。 

參 Windows Vista ® または Windows ® 7のコンピューターをレジストラーとして使用するには、前もっ 
て Windows Vista ®、 または Windows ® 7のコンピューターに無線ネットワークプ□ファイルを登録し 
てください。詳しくは、無線 LAN アクセスポイント、またはルーターの取扱説明書を参照してください。 

參 Windows ® 7のコンピューターをご使用の場合は、 Windows ® Vertical Pairing 機能を利用することが 
できます。 Windows ® Vertical Pairing は 、 Vertical Pairing をサボートしている無線機器を WPS の PIN 
方式と Web Services の特徴を使って、インフラストラクチャネットワークに接続するための機能です。 
この機能を利用することで本製品の無線設定からプリンタードライパー、スキャナードライパー、ソフ 
トウエアのインストールまで一連の手順で行うことができます。詳しくは、二149ぺージ 「Vertical 
Pairing を使用する （ Windows ® 7のみ)」を参照してください。 


没 


【接続しました】と表示されるまで待つ 

.無線 LAN アクセスポイントとの接続に成功すると、【接続しました】と表示され、 WLAN レポート（無線 LAN レ 
ポート）で、接続結果が印刷されます。 

これで本製品を無線 LAN で使用できます。 

•接続に失敗した場合は、 EP 刷された WLAN レポート（無線 LAN レポート）のエラー]—ドを確認してください。 
エラーコードについては、令かんたん設置ガイド「困ったときは（トラプル対処方法)」を参照してください。 


^ 無線 LAN 設定は完了しました。 

続いて本製品に付属のドライバー&ソフトウェア CD - ROM から、本製品を動作させるために 
必要なドライパーおよびソフトウェアをインス I -ールします。 

詳しくは、#かんたん設置ガイドを参照してください。 
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第 2 章無線 LAN の設定 （ MFC - 8950 DW のみ) 


アドホックモードで設定する（旧 EE 802.11 b のみ) 


アドホック通信は、本製品とコンピューターとの1対1通信となるため、無線アクセスポイントとコンピューターが既に接続 
されている場合は、その設定が失われます。アドホックモードで設定を行う前に、必ず現在のコンピューターの無線設定を 
書き留めておくようにしてください。 

|SSID が設定済みの場合 

あらかじめ設定された SSID を使用してアドホックモードを設定する場合は、お使いの無線 LAN の情報が必要です。まず、無 
線 LAN の設定内容を確認し、記入してください。 


SSID 


接続モード 

暗号化方式 

ネットワークキー 

アドホック 

なし 


WEP 



例： 


SSID 

HELLO 


接続モード 

認証方式 

ネットワークキー 

アドホック 

WEP 

12345 


WEP キーを使用した場合、本製品は最初に使用した WEP キーのみをサポートします。複数の WEP キーを使用しているルー 
夕一の場合は、入力したキーが最初の WEP キーとして使用されます。 


y 

【メニュー】-*【ネットワーク】-*【無線 LAN 】— 【無線接続ウィザード】を押す 

.【ネットワーク】は、【▲】または【▼】を押して選択してください。 

•液晶ディスプレイ右上に 【WiFi】 が表示されている場合は、 【WiFi】 を押すだけで【無線接続ウィザード】選択画 
面に進むことができます。 


【無線 LAN 有効？】が表示されたら、【オン】を押す 

• 無線 LAN の設定ウィザードが起動し、本製品から接続できる無線 LAN が自動的に検索されます。 

• 無線 LAN の設定ウィザードをキャンセルしたい場合は、く停止/終了>を押してください。 


利用可能な SSID のリストが表示されたら、【▲】または【▼】を押して KA した SSID を題尺する 

• 暗号^坊式が 「WEP」 の場合は、次の手順に進んでください。 

• 暗爭№3¢が「なし」の場合は、手順5に進みます。 

夕 

WEP キー（ネットワークキー）を入力し、 [0 K ] を押す 

• 設定をする前に確認した WEP キーを入力します。 

• 入力方法については、 令 かんたん設置ガイドを参照してください。 

r . 【設定を適用しますか？】と表示されたら、【はい】を押す 

• 【はい】を選択した場合は、手順6に進みます。 

•設定内容をキャンセルしたい場合は、【いいえ】を蔚尺し、手順3からやり直してください。 
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第 2 章無線 LAN の設定 （ MFC - 8950 DW のみ) 




本製品と接続先のコンピューターが無線で接続される 

.正常に接続されると、液晶ディスプレイに【接続しました】と表示され、 WLAN レポート（無線 LAN レポート） 
で、接続結果が印刷されます。 

•接続に失敗した場合は、 EP 刷された WLAN レポート（無線 LAN レポート）のエラーコードを確認してください。 
エラー]-ドについては、珍かんたん設置ガイド「困ったときは（トラプル対処方法)」を参照してください。 


^ 無線 LAN 設定は完了しました。 

続いて本製品に付属のドライバー&ソフトウェア CD - ROM から、本製品を動作させるために 
必要なドライパーおよびソフトウェアをインス I -ールします。 

詳しくは、#かんたん設置ガイドを参照してください。 
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第 2 章無線 LAN の設定 （ MFC - 8950 DW のみ) 


新しく SSID を設定する場合 


SSID を新規設定してアドホックモードを設定する場合は、以下の手順に従ってください。 


y 

【メニュー】-*【ネットワーク】-*【無線 LAN 】— 【無線接続ウィザード】を押す 

.【ネットワーク】は、【▲】または【▼】を押して選択してください。 

.液晶ディスプレイ右上に 【 WFi 】 が表示されている場合は、 【 WiFi 】 を押すだけで【無線接続ウィザード】選択画 
面に進むことができます。 


【無線 LAN 有効？】が表示されたら、【オン】を押す 

• 無線 LAN の設定ウィザードが起動し、本製品から接続できる無線 LAN が自動的に検索されます。 

• 無線 LAN の設定ウィザードをキャンセルしたい場合は、く停止/終了〉を押してください。 


利用可能な SSD のリストが表； r 、 されたら、【▲】または【▼】を押して【く New SSID 〉】 を 
題尺する 

夕 

SSID を入力し、 [ OK ] を押す 

SSID の入力方法については、 令 かんたん設置ガイドを参照してください。 


【アドホック】を®尺する 


0 音号^方式の【なし】、 [ WEP ] のどちらかを選択する 

【なし】を選択した場合は、手順8に進みます。 


WEP キー（ネットワークキー）を入力し、 [ OK ] を押す 

入力方法については、 令 かんたん設置ガイドを参照してください。 

8 

【設定を適用しますか？】と表示されたら、【はい】を押す 

設定内容をキャンセルしたい場合は、【いいえ】を選択し、手順3からやり直してください。 


本製品と接続先のコンピューターが無線で M される 

.正常に接続されると、液晶ディスプレイに【接続しました】と表示され、 WLAN レポート（無線 LAN レポート） 
で、接織吉果が印刷されます。 

•接続に失敗した場合は、 EP 刷された WLAN レポート（無線 LAN レポート）のエラーコードを應忍してください。 
エラーコードについては、かんたん設置ガイド「困ったときは（トラプル対処方法)」を参照してください。 


^ 無線 LAN 設定は完了しました。 

続いて本製品に付属のドライバー&ソフトウェア CD - ROM から、本製品を動作させるために 
必要なドライパーおよびソフトウェアをインス I -ールします。 

詳しくは、#かんたん設置ガイドを参照してください。 
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操作パネルか 5 のネツトワーク設定 



操作パネルにある各種ボタンと液晶ディスプレイ、またはタッチパネルを使用して、ネットワークを設定する方法について 
説明します。 

本製品の操作パネル、またはタッチパネルのボタンを利用することで、コンピューターから操作しなくてもネットワークの 
各設定項目を設定 • 変更することができます。 

操作パネルの詳しい使い方については、 ♦ ユーザーズガイド基本編を参照してください。 

• MFC - 8520 DN の場合 


4 < メニュー > — <7> を押す 

1 


7. ネットワ-ク 


. TCP/IP 設定 


2. イ-サネット 

3. 接続状態 
▲▼で 選択 &0 K ホ•タン 


• MFC - 8950 DW の場合 


少 


【メニュー】-【ネットワーク】を押す I ^ I 


【ネットワーク】は、【▲】または【▼】を押して選択してください。 

ネットヮ'■ク 

n 


製品情報 



ネ刀期設定 

1 






【有線 LAN 】、 【無線 LAN 】 のどちらかを選択する 


このようにネットワークのメインメニューへ入ることができます。この章ではネットワークに関する設定について説明して 
います。 

- 

一度ネットワーク上で有効な ip アドレスを本製品に割り当てた後は、お使いのウェブブラウザーからネットワークを通 
じてすべての設定項目を変更可能です。また、本製品に付属のドライパ_&ソフトウェア CD - ROM 内に収録されている 
巳 RAdmin Light 、 ウェブブラウザー設定、またはリモートセットアップ機能を、ご使用いただくことで同様に設定が可能 
です。詳しくは、415ページ「その他の管理ユーティリティ」を参照してください。 
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第 3 章操作パネルからのネットワーク設定 


|tcp7ip の設定 


TCP / IP を使用して印刷するには、本製品に IP アドレスとサブネットマスクを設定します。ルーターの先に本製品が接続され 
ている場合は、ルーターのアドレス（ゲートウェイ）も設定します。 



DHCP 、 BOOTP 、 RARP または APIPA 機能を使用しない場合は、自動的に IP アドレスを取得しないように、 IP の取得方 
法を Static (手動）に設定します。次の 「 IP 取得方法」を参照してください。 


IP 取得方法 


• MFC - 8520 DN の場合 


A < メニュー > — <7> — <1> — <1>を押す 

1 


< ▲ >または< ▼ >を押して 【 Auto 】、【 Static 】、 
【 RARP 】、【 B 00 TP 】、 または 【 DHCP 】 のいずれかを 
題尺する 

お買い上げ時は 【 Auto 】 になっています。 



<0 K > を押す 

• IP の取得方法の設定がされます。 

.【 Auto 】、【 RARP 】、【 B 00 TP 】、 または [ DHCP ] のいずれかを選択した場合は、手順4に進みます。 

.[ Static ] を選択した場合は、手順5に進みます。 

夕 

IP アドレスの取得を試みる回数を設定して、 <0 K > を押す 

お買い上げ時の設定は [00003] です。 IP アドレスの取得に失敗する場合は、設定回数を〇〜32767の範囲で大 
きくします。 


く 停止/終了〉を押す 

設定メニューを終了します。 

• MFC - 8950 DW の場合 

少 

【メニュー】 — 【ネットワーク】を押す 

【ネットワーク】は、 【▲】 または 【▼】 を押して選択してください。 


【有線 LAN 】、 【無線 LAN 】 のどちらかを選択する 


【▲】または【▼】を押して【 TCP / IP 設定】を選択する 

夕 

【▲】または【▼】を押して 【 IP 取得方法】を選択する 


71. TCP/IP 設定 
1. IP 取得方法 

Static 


▲▼で選択 &0 K ホ''タン 
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第 3 章操作パネルからのネットワーク設定 




【 Auto 】、【 Static 】、【 RARP 】'【 BOOTP 】、 
いずれかを選択する 

. IP の取得方法の設定が_されます。 

•お買い上げ B 寺は 【 Auto 】 になっています。 

•【 Auto 】 、 【 RARP 】 、 【 BOOTP 】 、または [ DHCP ] 
択した場合は、手順6に進みます。 

.[ Static ] を選択した場合は、手順7に進みます。 


【 DHCP 】 の 


のいずれかを選 


► メニ : r ► ネットり - ク ► 有線 UN ► TCFVIP 設定 




Auto 

Static 

RARP 

K)0TP 

DHCP 



IP アドレスの取得を試みる回数を設定して、 [0 K ] を押す 

お買い上げ時の設定は【3】です。 IP アドレスの取得に失敗する場合は、設定回数を〇〜32767の範囲で大きくします。 


7 く停止/終了〉を押す 

設定メニューを終了します。 


"CD •©“- 

• IP ファクスを使用する場合は、 【 Auto 】 または 【 DHCP 】 に設定してください。ただし、 IP ファクスをご利用いただく 
には、 NTT のフレッツ光ネクストに契約する必要があります。 

參フレッツ光ネクストについてのご質問は、 NTT にお問い合わせください。 

參 IP 取得方法を 【 Auto 】 に設定すると、ネットワーク内の DHCP サーバーを探して、 IP アドレスを取得します 。 DHCP 
サーバーが見つからなかった場合は、 APIPA 機能により、 IP アドレス （169.254. xxx . xxx ) が自動的に割り当てられます。 

• IP 取得方法は 、 BRAdmin Light、BRAdmin Professional 、 ウェブブラウザー設定、またはリモートセットアップを 
使用して変更することもできます。 


IP アドレス 


本製品の現在の IP アドレスが表示されます。 IP アドレスを変更すると、 IP 取得方法が自動的に Static (手動）になります。設 
定する IP アドレスについてはネットワーク管理者にお問い合わせください。 

Static 以外の IP 取得方法が選ばれている場合は、 DHCP 、 RARP または巳 OOTP のプロトコルを使用して IP アドレスを自動的 
に取得します。 

サブネットマスク 


本製品の現在のサブネットマスクが表示されます。 DHCP 、 RARP または BOOTP 、 APIPA を使用していない場合は、サブ 
ネットマスクを手動で入力してください。設定するサブネットマスクについてはネットワーク管理者にお問い合わせください。 

ゲートウェイ 


本製品の現在のゲートウェイアドレスが表示されます。 DHCP 、 RARP または BOOTP 、 APIPA を使用していない場合はア 
ドレスを手動で指定します。ゲートウェイやルーターを使用しない場合はお買い上げ時の設定 （000.000.000.000) にして 
おいてください。アドレスが不明な場合はネットワーク管理者へお問い合わせください。 

ノード名 （ NetBIOS 名） 


ノード名をネットワークに登録するために使用します （ WINS サーバーに登録されている NetBIOS 名になります)。 
お買い上げ時のノード名は、有線 LAN の場合は “ BRNxxxxxxxxxxxx ”、 無線 LAN の場合は " BRWxxxxxxxxxxxx " となつ 
ています。 （「 xxxxxxxxxxxx 」 は MAC アドレス（イーサネツトアドレス）の12桁です。） 

WINS 設定 


本製品が WINS をどのように解決するかを設定します。お買い上げ B 寺は 【 Auto 】 になっています。 

# Auto 

DHCP サーパーから自動的にプライマリ、セカンダリの WINS サーパーアドレスを取得します。 DHCP サーパーか起動している 
状態で IP 取得方法が 【 Auto 】 または [ DHCP ] に設定されている必要があります。 

# Static 

手動で WINS サーパーアドレスを設定します。 
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第 3 章操作パネルが5のネットワーク設定 


WINS サーバー 

WINS サーパーの設定をします。 

• プライマリ WINS サーバー IP アドレス 

プライマリ WINS ( Windows ® Internet Name Service ) サーパーの IP アドレスを麵します。 

0以外の値が設定されている場合、本製品はブライマリ WINS サーノ'{-の IP アドレスとしてその値を登録します。 

• セカンダリ WINS サーバー IP アドレス 

セカンダリ WINS ( Windows ® Internet Name Service ) サーパーの IP アドレスを麵します。セカンダリ WINS サーパーはブラ 
イマリ WINS サーパーの機能の一部を補完し、プライマリサーパーが見つからないときに機能します。 

0以外の値が設定されている場合、本製品はセカンダリ WINS サーバーの IP アドレスとしてその値を登録します。 

ネットワーク内にセカンダリの咖吧サ_パーが存在しない場合は入力しなくても構いません。 

DNS サーパー 


DNS (ドメインネームシステム)サーパーの設定をします。 

• プライマリ DNS サーバー IP アドレス 

プライマリ DNS (ドメインネームシステム）サーバーのアドレスを指定します。 

• セカンダリ DNS サーバー IP アドレス 

セカンダリ DNS サーバーのアドレスを指定します。セカンダリ DNS サーバーはプライマリ DNS サーパーの機能の一部を補完し、 
プライマリサーパーが見つからない場合に機能します。 

ネツトワークのトラフイツクが大きい環境で使用する場合に設定してください。 

ネットワーク内にセカンダリの DNS サーパーが存在しない場合は入力しなくても構いません。 

APIPA 


IP 取得方法が 【 Static 】 以外のときで、 【 DHCP 】、【 BOOTP 】、【 RARP 】 のいずれからも IP アドレスが取得できなかった場 
合、 APIPA の設定を【オン】にすると、169.254 .1.0 がら169.254 .254.255 の範囲で IP アドレスが自動的に割り当てられます。 
【オフ】に設定した場合は、 IP アドレスを手動で設定してください。 

IPv 6 


本製品は次世代インターネットプロトコル IPv 6 に対応しています。 IPv 6 プロトコルを使用する場合は、【オン】に設定して 
ください。お買い上げ時は、【オフ】に設定されています。 IPv 6 プ□トコルの詳細については、サポートサイト（プラザー 
ソリューションセンター ( http :// solutions . brother . co . jp /)) をご覧ください。 

|イーサネットの設定（有線 LAN のみ） 


イーサネットの転送速度を設定します。 

この設定の変更を有効にするためには、本製品を再起動する必要があります。 



誤った設定をした場合、本製品にアクセスできなくなることがあります。 


Ethernet リンクモードについて 


Auto : 

1〇 00 BASE - 丁※、 100 BASE-TX (全二重/半二重)、 10 BASE-T (全二重/半二重）モードを自動的に選択します。 
※1 000 BASE-T は MFC -8950 DW のみ対応しています。 

1 00 B - FD /100 B - HD /1 0 B - FD /1 0 B-HD : 

それぞれのリンクモードに固定されます。 

•100 B-FD : 100 BASE-TX Full Duplex 

• 1 00 B-HD :1 0 OBASE-TX Half Duplex 

•10 B-FD : 10 BASE-T Full Duplex 

•10 B-HD :10 BASE-T Half Duplex 


39 
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■ 

現 

II 

接続状態 （ MFC - 8520 DN のみ） 

在の接続状態、通信速度を確認できます。 

未接続】が表示された場合は、再度接続の設定を確認してください。 

1 


有線 LAN の状態（有線 LAN のみ） （ MFC - 8950 DW のみ） 


有線 LAN をお使いの場合、現在の接続状態、通信速度を確認できます。 


參【未接続】が表示された場合は、再度接続の設定を確認してください。 

•【有線 LAN オフ】が表示された場合は、有線 LAN を有効にしてください。 

詳しくは、ブ41ぺージ「有線 LAN 有効（有線 LAN のみ） （ MFC -8950 DW のみ)」を参照してください。 


|接続ウィザードで設定する（無線 LAN のみ ） （MFC 895 0 DW のみ） 

本製品の操作パネルからウィザード形式で無線 LAN を設定することができます。詳しくは、#がんたん設置ガイド、また 
は323ページ「操作パネルからウィザード形式で設定する」を参照してください。 

WPS / AOSS ™ 方式で設定する（無線 LAN のみ） （ MFC - 8950 DW のみ） 

無線 LAN アクセスポイントが A 0 SS ™、 または WPS ( Wi-Fi Protected Setup ) ( PBC * 方式）のどちらかに対応している場 
合は、コンピューターを使用しないで、簡単に本製品の無線 LAN 設定をすることができます。詳しくは、#かんたん設置 
ガイド、または429ページ「操作パネルと無線 LAN アクセスポイントの簡単設定を使用する」を参照してください。 

^ Push Button Configuration 


I WPS ( Wi-Fi Protected Setup ) PIN 方式で設定する（無線 LAN のみ） 

( MFC -8 g 50 DW のみ^ 

無線 LAN アクセスポイントが WPS ( Wi-Fi Protected Setup ) ( PIN * 方式）に対応している場合は、 PIN 方式を利用して簡 
単に本製品の無線 LAN 設定をすることができます。詳しくは、430ページ 「WPS ( Wi-Fi Protected Setup ) の PIN 方式を 
使用する」を参照してください。 

^ Personal Identification Number (個人識別番号） 


|無線 LAN の状態（無線 LAN のみ） （ MFC - 8950 DW のみ) 


無線 LAN をお使いの場合、 

• 接続状態 

無線 LAN をお使いの場合、 

• 電波状態 

無線 LAN をお使いの場合、 

• SSID 

無線 LAN をお使いの場合、 

• 通信モード 

無線 LAN をお使いの場合、 


次の状態を確認できます。 
接続状態を表示します。 
電波状態を表示します。 
SSID を表示します。 

通信モードを表示します, 
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また液晶ディスプレイに、本製品の電波状態が表示されます。 


ディスプレイ 

状態 

へ 公を 

• • • • 

電波の強さ 

弱い 4 - ► 強い 


MAC アドレス 

本製品の現在の MAC アドレス（イーサネットアドレス）を確認できます。 MAC アドレスとは、本製品のネットワークイン 
ターフェイスに割り当てられたアドレス番号です。 MAC アドレスの変更はできません。 


初期設定に戻す （ MFC - 8950 DW のみ） 

有線 LAN 、 または無線 LAN 設定をお買い上げ時の設定に初期化します。 

また、有線 LAN と無線 LAN 設定を同時にお買い上げ時の設定に初期化することもできます。詳しくは、344ページ「ネット 
ワーク設定のリセット」を参照してください。 


|有線 LAN 有効（有線 LAN のみ） （ MFC - 8950 DW のみ) 

本製品を有線 LAN に接続して使用する場合は、【オン】に設定してください。 


|無線 LAN 有効（無線 LAN のみ） :( MFC - 8950 DW のみ） 

本製品を無線 LAN に接続して使用する場合は、【オン】に設定してください。 

- 

本製品に LAN ケープルを接続したままの状態で無線 LAN を使用するには、有線 LAN 有効を【オフ】に設定してください。 


E メール/インターネットファクスの設定 

本製品の操作パネルを使用して E メール/インターネットフアクスの設定をします。 


MFC -852 〇 DN をお使いの場合は、ファームウェア（本体ソフトウェア）をダウンロードし、更新してください。 
サポートサイト（プラザーソリユーシヨンセンター） http :// solutions . brother . co . jp / 




【メニュー】-【ネットワーク】- 【 E メール/ FAX 】 を押す 

• MFC -8520 DN の場合、くメニュー X 7>— <5>を押してください。 

• E メール/ IFAX のメニューに入ることができます。 

.【ネットワーク】は、 【▲】 または 【▼】 を押して選択してください。 

• E メール送受信機育胂インターネットファクス猶 g を使用するには、以下の項目を設定します。 
-メールアドレス 

-サーパー設定 
.メール受信設定 
•メール送信設定 
•リレー設定 


- 

設定をする際に文字を入力することがあります。文字の入力については、4ユーザーズガイド応用編「文字を入力する」 
を参照してください。また、ウェブブラウザー設定からでも簡単に設定することができます。378ページ「インターネッ 
トフアクスを設定する」を参照してください。 
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メールアドレス 


E メールアドレスを登録します。 

サーバー 設定 

• SMTP サーバー 

ネットワーク上の SMTP メールサーバー（送信用サーパー）の IP アドレス、またはサーパー名を設定します。この項目はイン 
ターネットファクス機能を使用する上で正しく設定されている必要があります。 

(例： mail . xyz . com 、 または192.168.001 .099) 

• SMTP ポート 

SMTP メールサーバー（送信用サーパー）のポートを指定します。 

• SMTP 認証 

ユーザー認証を必要とするセキュリティの高い SMTP サーパーを経由して E メ ールを送信するには、 SMTP 1 S 証の設定が必要です。 

• SMTP over SSL/TLS 

本製品と SMTP サーパー間での通信を暗号化する方法 ( SSL / TLS ) を選ぶことができます。 

• SMTP 証明書の検証 

本製品と SMTP サーパー間で SSL / TLS 通信を行うとき、 SMTP サーパーから受信したサーパー証明書の検証を行うかどうかの 
設定をします。 

• POP 3 サーバー 

ネットワーク上の POP 3 メールサーパー（受信用サーパー）の IP アドレス、またはサーパー名を設定します。この項目はイン 
ターネットファクス機能を使用する上で正しく設定されている必要があります。 

(例： pop . xyz . com 、 または192.168.001 .099) 

• POP 3 ポート 

POP 3 メールサーバー（受信用サーバー）のポートを指定します。 

•アカウント名 

POP 3 メールサーバー（受信用サーバー）にアクセスするためには、アクセス用アカウントと/^スワードが必要です。この項目 
ではアクセス用アカウント名（ユーザー名）を設定します。アカウント名を設定した樹ま、必ずパスワードも設定してください。 

• メールアカウントパスワード 

POP 3 メールサーバー（受信用サーバー）にアクセスするためには、アクセス用アカウントと/^スワードが必要です。この項目 
ではアクセス用アカウントと対になるパスワードを設定します。 

パスワードを設定しない場合は、スペースを1つ入力してください。 


• POP 3 over SSL/TLS 

本製品と POP 3 サーパー間での通信を暗号化する方法 ( SSL / TLS ) を選ぶことができます。 

• POP 3 証明書の検証 

本製品と POP 3 サーパー間で SSL / TLS 通信を行うとき、 POP 3 サーパーから受信したサーパー証明書の検話を行うかどうかの設 
定をします。 

• APOP 

アカウントやパスワードのセキュリティを保つために APOP (Authenticated Post Office Protocol ) を有効にできます。 

メール 受信設定 


•自動受信（自動メールチェック機能） 

自動受信を【オン】に設定すると、本製品は設定した時間ごとに POP 3 サーパーにアクセスし、自動的にメールチェックを行います。 

• ポーリング間隔（自動メールチェックの頻度） 

自動受信を【オン】に設定した場合、 POP 3 サーバーにアクセスし、自動的にメールチェックを行う間隔を設定します。 
(初期設定は10分です。） 
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• ヘッダー印刷 

インターネットファクスや E メールを受信すると、本製品はメールの内容を印刷します。このとき、ヘッダー部分を印®]させる 
がどろかを設定します。 

• 【全て】 ：ヘッダーをすべて印刷します。 

• 【ヘッダーのみ】：ヘッダーから、タイトル、宛先、差出人を印刷します。 

. 【なし】 :ヘッダーを印刷しません。 

• エラーメール 削除 

エラーメール削除を【オン】にすると本製品がメールのチェックを行ったときに、 POP 3 サーパーから取得できなかったメール 
を削除することができます。 

• 受信確認 

本製品がインターネットファクスを受信したことを送信者に通知を行う設定をします。 

• 【オン】:すべてのインターネットファクスメッセージに対して、送信元に受信確認を送付します。 

.[ MDN ] : MDN (受信確認リクエスト）機能を使用して送られてきたインターネットファクスメッセージの送信元に対し 
てのみ受信確認を送付します。 

. 【オフ】：受信確認の送付を行いません。 

メール送信設定 


• メールタイトル 

コンピューターへ E メールを送信するときに、件名 ( Subject ) として表示されるテキストです。（初期設定では 、 [InternetFax 
Job ] になっています。） 

• サイズ制限 

サイズ制限を【オン】に設定しておくと、1 MB を超えるサイズの E メールを送信したときに【メモリがいっぱいです】と表示 
され、 E メールの送信が中止されて エラー レポートが出力されます。サイズ制限を【オン】にしたときは、ぺージを分割して送 
信するなど、1通の E メ ールを1 MB 以下にする必要があります。 

••€3•©•翁- 

ネットワーク管理者が E メールのサイズ制限をすることがあります。 


• 受信確認要求 

インターネットファクスを送信したとき、受信した相手機から受信確認メッセージを送信元に通知するように要求します。受 
信側の機器で MDN (受信確認リクエスト）機能の設定が有効になっている必要があります。 

U レー設定 


#リレー許可 

受信したインターネットファクスを、通常の電話回線を使用して他のファクス機器に転送を行うかどラかを設定します。 

•許可ドメイン 

本製品を経由して転送が可能なドメイン名を登録します。 （10 件まで） 

ここに登録されていないドメインからのインターネットファクスは転送できません。 

• リレーレポート 

リレーレポートは、本製品を経由してインターネットファクスの転送が行われたときに出力されます。また、このレポートは 
ネツトワーク PC ファクス機能を使用したファクスメツセージの送信確認の際にも出力されます。 
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ネットワーク設定のリセッ 



現在のネットワーク設定をすべてお買い上げ時の設定に初期化できます。 

• MFC -8520 DN は有線 LAN 設定を初期化します。 

• MFC -8950 DW は有線 LAN および無線 LAN 設定を初期化します。 

- 

•この設定では、 ip アドレスやメールアドレスなど、すでに設定しているネットワークのすベての情報を初期化します。 

有線 LAN と無線 LAN の設定については、個別に初期化することができます。有線 LAN 、 または無線 LAN の初期化につ 
いては345ページを参照してください。 

• BRAdmin Light、BRAdmin Professional 、 またはウェブブラウザー設定を使用してネットワーク設定をリセットす 
ることもできます。 

詳しくは、315ページ「その他の管理ユーティリティ」を参照してください。 


MFC - 8520 DN の場合 


1 < メニュー > — <7> —<〇> を押す 




ネットワーク設定を初期化する場合は、<1>を押す 

• 【再起動しますか？】と表示されます。 

•ネツトワークの設定の棚化をキャンセルしたい場合は、<2> を押 
してください。 


70.ネットヮ-ク設定リセット 
再起動しますか？ 


『はい 


▼ 2■いいえ 

▲▼で 選択 &0 K ホ'' タン 




本製品を再起動する場合は、<1> を押す 

•【お待ちください】と表示され、ネットヮーク設定が初細ヒされると、本製品が数秒後に再起動します。 
• 再起動しない場合は、<2>を押してください。 


MFC - 8950 DW の場合 




【メニュー】-【ネットワーク】を押す 

【ネツトワーク】は、 【▲】 または 【▼】 を押して選択してください。 




【ネットワーク設定リセット】を押す 




ネットワークを初期化する場合は、【はい】を押す 

. 【再起動しますか？】と表示されます。 

•ネットワークの設定の初觀ヒをキャンセルしたい場合は、【いいえ】 
を押してください。 


ネットワ'•ク設定をリ b 卜しますか？ 

はぃ ぃぃぇ 


夕 


本製品を再起動する場合は、【はい】を2秒間押す 

•【お待ちください】と表示され、ネットワーク設定が初細ヒされると、本製品が数秒後に再起動します。 
•再起動しない場合は、【いいえ】を押してください。 
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■有線 LAN / 無線 LAN 設定のリセット （ MFC - 8950 DW のみ） 

現在の有線 LAN 設定、または無線 LAN 設定をすべてお買い上げ時の設定に初期化できます。 

有線 LAN 設定の初期化 


少 

【メニュー】—【ネットワーク】—【有線 LAN 】 を押す 

【ネットワーク】は、 【▲】 または 【▼】 を押して選択してください。 


【▲】または【▼】を押して【初期設定に戻す】を選択する 


有線 LAN 設定を初期化する場合は、【はい】を押す 

• 有線 LAN 設^が初期化されます。 

•有線 LAN の初期化をキャンセルしたい場合は、【いいえ】を押してください。 

無線 LAN 設定の初期化 



【メニュー】-*【ネットワーク】-*【無線 LAN 】 を押す 

【ネットワーク】は、 【▲】 または 【▼】 を押して選択してください。 


【▲】または【▼】を押して【初期設定に戻す】を選択する 


無線 LAN 設定を初期化する場合は、【はい】を押す 

• 無線 LANI 陡が初期化されます。 

• 無線 LAN の初期化をキャンセルしたい場合は、【いいえ】を押してください。 
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ネットワーク設定リストの出力 


現在のネットワークに関する設定内容を印刷できます。 

- 

ノード名 （ NetBIOS 名）：ネットワーク設定リストにはノード名が表示されます。お買い上げ時のノード名は、有線 LAN 
の場合は “ BRNxxxxxxxxxxxx ”、 無線 LAN の場合は “ BRWxxxxxxxxxxxx ” です。 （「 xxxxxxxxxxxx 」 は MAC アドレス 
(イーサネットアドレス）の12桁です。） 


MFC - 8520 DN の場合 


少 

多 

多 


< メニュー > — <6> — <6> を押す 


<スタート > を押す 

ネットワーク設定リストが印刷されます。 


く停止/終了〉を押す 


66.ネットワ-ク設定リスト 


スタ-卜 r タンを押して〈ださい 


MFC - 8950 DW の場合 


M 【メニュー】-【レポート印刷】—【ネットワーク設定リスト】を押す 

1 


2 く スタート > を押す 


"€ 3 •©“- 

ネットワーク設定リストの IP アドレスが「0 0.0.0」と印刷された場合は、本製品がまだ起動中です。1分後に操作をやり 
直してください。 


46 




















第 3 章操作パネルがらのネットワーク設定 


無線 LAN レポートの出力 （ MFC - 8950 DW のみ） 


現在の無線 LAN に関する設定内容を印刷できます。 

無線 LAN 接続ができない場合は、印刷された WLAN レポート（無線 LAN レポート）でエラーコードを確認してください。エ 
ラーコードの詳細については、#かんたん設置ガイド「困ったときは（トラプル対処方法)」を参照してください。 


【メニュー】 — 【レポート印刷】—【無線 LAN レポート】を押す 




<スター ト > を押す 
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お買い上げ時の LAN 設定 


※詳しくは、 Wi-Fi Direct ガイドを参照してください。最新の PDF マニュアルは、サポートサイト（プラザーソリューシヨ 
ンセンター）からダウン□ー ドできます。 ( http :// solutions . brother . co . jp /) 

MFC - 8520 DN 

お買い上げ時の設定は、下線で示しています。 


メイン 

メニュー 

サブ 

メニュー 

サブサブ 
メニュー 

メニュー 

選択 

選択項目 

7. ネットワ-ク 

1.TCP/IP 設定 

1.ip 取得方法 


Auto 

Static 

RARP 

BOOTP 

DHCP 

※「Stat i c 」 以外を選択した場合は、 IP アド 
レスの取得を試みる回数 （ 00000-32767) 
の入力を要求されます。 

2. IP アドレス 

— 

[000-255]. [000-255]. [000-255]. [000-255] 
(000. 000. 000. 000) 

3 . サブネットマスク 

- 

[000-255]. [000-255], [000-255]. [000-255] 
(000. 000. 000. 000) 

4 . ゲートウェイ 

- 

[000-255]. [000-255], [000-255]. [000-255] 
(000. 000. 000. 000) 

5. ノ—ド名 

- 

BRNxxxxxxxxxxxx (32 文字以内） 

6. Wl NS 設定 

— 

Auto 

Static 

7. WINS サーバ - 


プライマリ 

[000-255]. [000-255], [000-255]. [000-255] 
(000. 000. 000. 000) 

セカンダリ 

[000-255]. [000-255], [000-255]. [000-255] 
(000. 000. 000. 000) 

8. DNS サーバ — 


プライマリ 

[000-255]. [000-255], [000-255]. [000-255] 
(000. 000. 000. 000) 

セカンダリ 

[000-255]. [000-255], [000-255]. [000-255] 
(000. 000. 000. 000) 

9. API PA 

- 

オン 

オフ 

0. IPv6 

— 

オン 

2 . イーサネット 



Auto 

1 00B-FD 

1 00B-HD 

1 0B-FD 

1 0B-HD 

3 . 接続状態 



アクティブ 100B-FD 
アクティブ 100B-HD 
アクティブ 10B-FD 
アクティブ 10B-HD 
未接続 

4. MAC アドレス 

- 

- 

- 
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第 3 章操作パネルからのネットワーク設定 


メイン 

サブ 

サブサブ 

メニュー 

選択項目 

メニュー 

メニュー 

メニュー 

選択 


7. ネットワ-ク 

5. E メール/ 

1 FAX 》 

1 • メール 

アドレス 

- 

(60 文字以内） 


2. サーバ- 

1 .SMTP 

1 .SMTP サーバ- 

IP アドレス 



=n»r±n 

目又疋 



[000-255]. [000-255], [000-255]. [000-255] 
(000. 000. 000. 000) 






サー パー名 
(64 文字以内） 





2. SMTP ポート 

[1-65535] 

(25) 





3. SMTP 認証 

mm\MA 

SMTP 認証 

POP before SMTP 





4. SMTP over 

認証しなし 1 





SSL/TLS 

SSL 






TLS 





5. 証明書の検証 

オン 






12 




2. POP 3 

1. POP 3 サーバ- 

IP アドレス 

[000-255]. [000-255], [000-255]. [000-255] 
(000. 000. 000. 000) 






サー パー名 
(64 文字以内） 





2. POP 3 ポート 

[1-65535] 

( n ⑴ 





3. アカウント名 

(60 文字以内） 





4. パスワード 

パスワード '- ホ ***** 






パスワード （32 文字以内） 





5. POP 3 over 

認証しなし1 





SSL/TLS 

SSL 






TLS 





6. 証明書の検証 

オン 






12 





7. AP 0 P 

オン 






i 7 



3. メール受信設定 

1. 自動受信 

iy 






オフ 





2. ポ-リング間隔 

n - 6〇]分 no 分） 





3. ヘッダー 印刷 

全て 

ヘッダーのみ 

Ui 





4. エラ—メ—ル削除 

iy 






オフ 





5. 受信確認 

オン 






MDN 






オフ 


※サポートサイト（プラザーソリユーシヨンセンター ( http :// solutions . brother . co . jp /)) よリタ'ウンロードしてください 0 


49 


































第 3 章操作パネルからのネットワーク設定 


メイン 

サブ 

サブサブ 

メニュー 

選択項目 

メニュー 

メニュー 

メニュー 

選択 



7. ネットワ-ク 

5. E メール/ 

4. メール送信設定 

1 . メールタイトル 

(40 文字以内） 



1 FAX 555 



(Internet Fax Job) 








2. サイズ 制限 

オン 






i7 





3. 受信確認要求 

オン 






12 




5. リレ-設定 

1- リレー許可 

オン 






i7 





2. 許可ドメイン 

リレー XX 

(リレー 0 トリレー] 0) 

リレー 0]* XXXX 






( rxxxxj はドメイン名で3〇文字以内） 




3. リレ-レポ-卜 

オン 






i7 



6. スキャン to 

一 

一 

カラー 100 dDi 

(カラー/グレーを 


E メ-ル* 



カラー 200 dpi 

選んだ場合） 




カラー 300 dpi 

PDF 





カラー 600 dpi 

PDF/A 





カラ-自動 

セキュリティ PDF 





グレー 100 dpi 

電子署名付 PDF 





グレー 200 dpi 

JPEG 





グレー 300 dpi 

XPS 





グレ-自動 

(モノクロを選んだ 





モノクロ 3 〇〇 dp i 

場合） 





モノクロ 2 〇〇 dpi 

PDF 





モノクロ 

PDF/A 





200X1OOdpi 

セキュリティ PDF 
電子署名付 PDF 

TIFF 


7. スキャン to 

一 

一 

カラー 100 dDi 

(カラー/グレーを 


FTP 



カラー 200 dpi 

選んだ場合） 





カラー 300 dpi 

PDF 





カラー 600 dpi 

PDF/A 





カラ-自動 

セキュリティ PDF 





グレー 100 dpi 

電子署名付 PDF 





グレー 200 dpi 

JPEG 





グレー 300 dpi 

XPS 





グレ-自動 

(モノクロを選んだ 





モノクロ 3 〇〇 dp i 

場合） 





モノクロ 2 〇〇 dpi 

PDF 





モノクロ 

PDF/A 





200X100dpi 

セキュリティ PDF 
電子署名付 PDF 

T IFF 


※サポートサイト（プラザーソリユーシヨンセンター ( http :// solutions . brother . co . jp /)) よリタ'ウンロードしてください 0 
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第 3 章操作パネルからのネットワーク設定 


メイン 

サブ 

サブサブ 

メニュー 

選択項目 

メニュー 

メニュー 

メニュー 

選択 



7. ネットワ-ク 

8. スキャン to 

一 

一 

カラー 100 dDi 

(カラー/グレーを 


ネットワ-ク 



カラー 200 dpi 

選んだ場合） 


ファイル 



カラー 300 dpi 

PDF 





カラー 600 dpi 

PDF/A 





カラ-自動 

セキュリティ PDF 





グレー 100 dpi 

電子署名付 PDF 





グレー 200 dpi 

JPEG 





グレー 300 dpi 

XPS 





グレ-自動 

(モノクロを選んだ 





モノクロ 3 〇〇 dpi 

場合） 





モノクロ 2 〇〇 dp i 

PDF 





モノクロ 

PDF/A 





200X1OOdpi 

セキュリティ PDF 
電子署名付 PDF 

TIFF 


0. ネットワ-ク 

一 

一 

i. 決定 

1 ■はい 


設定リセット 




2. いいえ 





2. キャンセル 

- 
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第 3 章操作パネルが5のネットワーク設定 


MFC- 8950 DW 

お買い上げ時の設定は、下線で示しています。 


メイン 

サブ 

サブサブ 

メニュー 

選択項目 

メニュー 

メニュー 

メニュー 

選択 


ネットワ-ク 

有線 LAN 

TCP / IP 設定 

1 P 取得方法 

Auto 

Static 

RARP 

BOOTP 

DHCP 

※「 Static 」 以外を選択した場合は、 IP アドレスの取得 
を試みる回数 （0-32767) の入力を要求されます。 




IP アドレス 

[000-255]. [000-255]. [000-255]. [000-255] 

(000. 000. 000. 000) 




サブネットマスク 

[000-255]. [000-255]. [000-255]. [000-255] 

(000. 000. 000. 000) 




ゲートウェイ 

[000-255]. [000-255]. [000-255]. [000-255] 

(000. 000. 000. 000) 




ノ-ド名 

BRNxxxxxxxxxxxx (32 文字以内） 




Wl NS 設定 

Auto 

Static 




WINS サーバ- 

プライマリ 

[000-255]. [000-255]. [000-255]. [000-255] 

(000. 000. 000. 000) 

セカンダリ 

[000-255]. [000-255]. [000-255]. [000-255] 

(000. 000. 000. 000) 




DNS サーバー 

プライマリ 

[000-255]. [000-255]. [000-255]. [000- 255] 

(000. 000. 000. 000) 

セカンダリ 

[000-255]. [000-255]. [000-255]. [000-255] 

(000. 000. 000. 000) 




API PA 

iy 





オフ 




1 Pv 6 

オン 





12 



ィ-サネット 


Auto 

1 00 B-FD 

1 00 B-HD 

1 0 B-FD 

1 0 B-HD 



有線 LAN 

一 

アクティブ1000 B-FD 



状態 


アクティブ100 B-FD 
アクティブ100 B—HD 
アクティブ 10 B-FD 
アクティブ 10 B-HD 
未接続 
有線 LAN オフ 



MAC アドレス 

- 

- 



初期設定に戻す 

一 

はい 





いいえ 



有線 LAN 有効 

一 

オン 





オフ 
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第 3 章操作パネルからのネットワーク設定 


アドホック 

インフラストラクチヤ 
なし 


選択項目 


Auto 

Static 

RARP 

BOOTP 

DHCP 

※「 Static 」 以外を選択した場合は、 IP アドレスの取得 
を試みる回数 （0-32767) の入力を要求されます。 


[000-255]. [000-255]. [000-255]. [000-255] 
( QQQ . QQQ . QQQ . QQQ ) 


[000-255]. [000-255]. [000-255]. [000- 255] 
( 000 . 000 _ 000 . 000 ) 


[000-255]. [000-255]. [000-255]. [000- 255] 
( 000 . 000 . 000 . 000 ) 


BRWxxxxxxxxxxxx (32 文字以内) 


Auto 

Static 


プライマリ 

[000-255]. [000-255]. [000-255]. [000-255] 
( 000 . 000 _ 000 . 000 ) 

セカンダリ 

[000-255]. [000-255]. [000-255]. [000- 255] 
( 000 . 000 _ 000 . 000 ) 


プライマリ 

[000-255]. [000-255]. [000-255]. [000-255] 
( 000 . 000 . 000 . 000 ) 

セカンダリ 

[000-255]. [000-255]. [000-255]. [000-255] 
( 000 . 000 _ 000 . 000 ) 


ty 

オフ 


オン 

i2 


アクティブ （1 1 n ) 
アクティブ （1 1 b ) 
アクティブ （1 lg ) 
有線 LAN アクティブ 
未接続 

A 0 SS アクティブ 
接続に失敗しました 


メイン 

メニュー 


サブ 

メニ ユ- 


サブサブ 

メニユ¬ 


メ ニュ- 
選択 


ネットワーク 


無線 LAN 


TCP/I P 設定 


I P 取得方法 


無線接続 
ウイザード 


WPS / A 0 SS 


WPS 

(PI N コード) 


無線状態 


IP アドレス 


サブネットマスク 


ゲートウェイ 


ノ-ド名 


Wl NS 設定 


WINS サーバー 


DNS サーバー 


APIPA 


I Pv 6 


接続状態 


電波状態 


SSID 


通信モード 


い通いし 
強普弱 »u 

波波波波 
電電電電 
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第 3 章操作パネルからのネットワーク設定 


メイン 

サブ 

サブサブ 

メニュー 

選択項目 

メニュー 

メニュー 

メニュー 

選択 


ネットワ-ク 

無線 LAN 

MAC アドレス 

- 

- 



初期設定に戻す 

一 

はい 






いいえ 



無線 LAN 有効 

一 

オン 






i2 


Wi-Fi 

D i 「 ec で※ 

プッシュポタン接続 

- 

- 


PIN □- 

ド接続 

- 

- 



手動接続 

- 

- 



グループオ ーナー 

一 

オン 






i2 



デバイス情報 

デバイス名 

(デバイス名） 





SSID 

(自分の SS 1 D) 

(接続相手の SS 丨 D) 

未接続 





IP アドレス 

- 



接続情報 

接続状態 

グループオーナ- (**) (* * はクライアント数） 






クライアントアクティブ 
未接続 

Wi-Fi Direct オフ 
有線 LAN アクティブ 





電波状態 

電波：強い 
電波：普通 
電波：弱い 
電波：なし 



インターフェース 

一 

オン 



有効 



i 2 


E メール 
/I FAX 

メールアドレス 

- 

(60 文字以内） 


サーバー 

SMTP 

SMTP サーバ- 

IP アドレス 



= rbr±=i 

目又疋 



[000-255]. [000-255]. [000-255]. [000-255] 

(000. 000. 000. 000) 






サー パー名 
(64 文字以内） 





SMTP ポート 

[1-65535] 

(25) 





SMTP 認証 

認証しなし 1 

SMTP 認証 

POP before SMTP 





SMTP over 

認証しない 





SSL/TLS 

SSL 






TLS 





SMTP 証明書の 

オン 





検証 

i7 


※詳しくは、 Wi-Fi Direct ガイドを参照してください。最新の PDF マニュアルは、サポートサイト（プラザーソリューシヨ 
ンセンター）からダウン□—ドできます。 （http://solutions.brother.co.jp/) 
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第 3 章操作パネルからのネットワーク設定 


メイン 

サブ 

サブサブ 

メニュー 

選択項目 

メニュー 

メニュー 

メニュー 

選択 


ネットワ-ク 

E メール 

サーバー 

POP 3 

POP 3 サーバ- 

IP アドレス 


/I FAX 

= rbr±n 

目又疋 



[000-255]. [000-255]. [000-255]. [000- 255] 

(000. 000. 000. 000) 






サー パー名 
(64 文字以内） 





POP 3 ポ-卜 

[1-65535] 

(110) 





アカウント名 

(60 文字以内） 





パスワ-ド 

パスド-****** 






パスワード （32 文字以内） 





POP 3 over 

認証しない 





SSL/TLS 

SSL 






TLS 





POP 3 証明書の 

オン 





検証 

12 





AP 0 P 

オン 






12 



メール 

自動 

— 

iy 



受信 

三几中 

目又疋 

受信 


オフ 




ポ-リング間隔 

[1-60] 分 （10 分) 




ヘッダー 

— 

全て 




印刷 


へッターのみ 




エラー 

— 

iy 




メール 


オフ 




削除 






受信 

— 

オン 




確認 


MDN 






12 



メール送信 

メール タイ トル 

(40 文字以内） 



= rbr±=i 

目又疋 



(Internet Fax Job ) 











サイズ制限 

オン 






i 7 





受信確認要求 

オン 






i 2 



リレー設定 

リレ-許可 

オン 











許可ドメイン 

リレー XX 

(リレー0トリレー] 0) 

リレー◦” XXXX 

(rxxxxj はドメイン名で 30 文字以内） 





リレーレポ-卜 

オン 






12 


ネツトワーク 

一 


一 

はい 


三几中 

目又疋 




いいえ 


リセット 
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m ウェブブラウザー設定で管理する 



標準のウェブブラウザーで 、 HTTP (ハイパーテキスト転送プロトコル）または HTTPS ( SSL によるデータ暗号化機能が付 
加された HTTP ) を使用して、ネットワークに接続されている本製品を管理することができます。 

Windows ® の場合は、 Windows ® Internet Explorer ® 7.0/8.0または Firefox 3.6 以降、 Macintosh の場合は Safari 4.0/5.0 
以降を推奨します。 

•どのウェブブラウザーの場合も、 JavaScript および Cookie を有効にして使用してください。 

•他のウェブブラウザーを使用する場合は、 HTTP 1.0 および HTTP U と互換性があることを確認してください。 


ウエプブラウザー設定を使用して、本製品から次の情報を取得したり、設定したりすることができます。 
• 本製品のステータス、設定、メンテナンスに関する I 羊細情報の取得 
• ファクスの基本設定や電話帳、リモート FAX 設定の変更 
• 本製品とプリントサーパーのソフトウエアパージョン情報の取得 
• 本斷口の設定麵 
• ネットワークの設定変更 

• ギガビットイーサネットとジヤンポフレームの設定 （ MFC - 8950 DW のみ） 

• テストぺージ、プリンター設定一覧、ネットワーク設定リストの E _ 

• ネットワーク^リセット 
. セキュリティ觀 g □ック 2.0 の設定 
. 印刷□ヴ機能の設定 
• スキヤン to FTP の設定 
• スキヤン to ネットワークファイルの設定 
. LDAP の設定 

• インターネットファクスの設定 

•条件 

本製品とコンピューターの TCP / IP 設定が完了していること。 

• 設定の流れ 

1 . TCP / IP プロトコルによってコンピューターがネットワーク接続されていることを確認します。 

2. ウェブブラウザーを起動し、本製品の IP アドレスまたはノード名 ( NetBIOS ^) を入力します。 
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第 4 章ウェブブラウザー設定で管理する 


|ウェブブラウザー設定を使用して本製品を設定する 

標準のウェブブラウザーで、 HTTP (ハイパーテキスト転送プ□トコル）または HTTPS (SSL によるデータ暗号化機能が付 
加された HTTP ) を使用し、プリントサーパーなどの設定を変更することができます。 

"€3•©•翁- 

參ウェブブラウザーを使用して設定をする場合は、インターネットセキュリティのために、 HTTPS プロトコルの使用を 
おすすめします。 HTTPS プロトコルを有効にするには、4100ページ「ウェブブラウザー設定を使って安全に管理す 
る」を参照してください。 

參 HTTPS プロトコルを使用してウェブブラウザー設定を利用する場合は、セキュリティの警告画面が表示されます。 


y 

多 


ウェブブラウザーを起動する 


ウェブブラウザーのアドレス入力欄に、 
http :// XXXXX / を入力する 

• [ XXXXX ] はご使用になる本製品の IP アドレスで 
す。 



例）本製品の IP アドレスが192.168 .1.3 の場合 

ウェププラウザーに http ：// 192.16 8. 1 .3/ と入力します。 


• 本製品の IP アドレスの確認は、446ページを参照してください。 

• Windows ® のドメイン/ワークグルーブ環境の場合は、ノード名 ( NetBIOS ^) を使用することもできます。 
• DNS を使用している場合は、 DNS 名を入力します。 



目的の管理機能のタブをクリックする 

ネットワークの設定を表示または変更する場合は、 
[ネットワーク]をクリックします。 

パスワードを設定している場合は、[□ヴイン] ■ 
にパスワードを入力し 83 をクリックして□ヴイ 
ンしてから、目的の管麵能のタブをクリックしま 
す。 


I f ファクス] =m- T 印刷1スキャン y 音理者設定11 


|w ソリュ-シ3ン， 


►ステータス 


離み込み酣畐 
メン亍ナンス情報 
y ストとレ术-卜 
デパイスの検索 
速格先とロケーシ 
スゴモード 


デパイスの状態 

印刷できます 

自動再読み込み 

® オフ®オン 

言語 

[AUTO 鐵 

デパイスの場所 

g 連絡先： 


合ロケーンョン隋報： 


Copyright(C) 2000-2012 Brother Industries, Ltd. All Rights Reseived. 



必要に応じて設定を変更する 
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第 4 章ウェブブラウザー設定で管理する 


|l€D-©M - 

參プ□トコル設定を変更した場合は、変更内容を有効にするため [0 K ] をクリックして、画面の指示に従って本製品を 
再起動してください。 

• hosts ファイルを編集した場合や、または DNS サーパーを使用している場合は、 IP アドレスではなく、本製品に割り当 
てた名前（例： SharecLPrinter ) を入力します。また、本製品は、丁 CP / IP および NetBIOS をサボートしているため IP 
アドレスではなく、本製品の NetBIOS 名を入力することもできます。 NetBIOS 名は、ネットワーク設定リストで確認で 
きます。ネットワーク設定リストを印刷するには、446ぺージ「ネットワーク設定リストの出力」を参照してくださ 
し'！。 NetBIOS 名は、ノード名の最初の15文字が割り当てられます。お買い上げ時の NetBIOS 名は、有線 LAN の場合は 
“ BRNxxxxxxxxxxxx ”、 無線 LAN の場合は “ BRWxxxxxxxxxxxx ” です。 （「 xxxxxxxxxxxx 」 は MAC アドレス（イーサ 
ネットアドレス）の12桁です。） 


パスワードの設定 


一般 ユーザー から本製品への無許可 アクセスを 防ぐため、パ スワー ドを設定することをお勧めします。パ スワー ドを設定す 
ると、一般 ユーザーは [基本設定]タブ以外の設定を変更できなくなります。 



本製品のウェブページから[管理者設定] 
タブを題尺し、[□グインパスワード]を 
クリックする 



多 


噺しいパスワードの入力]欄にパスワード （32 文字以内）を入力する 


[新しいパスワードの 5 S 認]欄にもう一度、パスワードを入力する 


[0 K ] をクリックする 

次回から[基本設定]タブ以外の設定を変更する際 
には、[□ヴイン]欄にパスワードを入力して、 
0 をクリックします。設定の操作が完了したら、 
G をクリックして□ヴアウトします。 



Copyright(C) 2000-201 2 BrotherInduslries, Ltd. All Rights Reseived. Topi 


Il€3-©M - 

□ヴインパスワードをセットしていない場合は、ウェブページの[パスワードを設定してください]をクリックすること 
によってパスワードを設定することもできます。 
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第 4 章ウェブブラウザー設定で管理する 


I ギガビットイーサネットとジャンボフレームの設定 
(MFC-8g50DW の有線 LAN のみ） 

本製品は、1000 BASE - T ギガビットイーサネットに対応しています。1000 BASE - T ギガビットイーサネットをネットワー 
ク環境でご使用いただくには、 操作パネルまたはウェブブラウザ ー 設定を使用して、本製品のイーサネットの転送速度を[自 
動]に設定する必要があります。 

また本製品の1000 BASE - T ギガビットイーサネットは、ジャンボフレームにも対応しています。ジャンボフレームとは、標 
準イーサネットの最大フレームサイズ （1518 パイト）を超えるデータフレームです。ジャンボフレームに対応することで、 
標準イーサネットと比較してデータの転送効率が向上します。ウェブブラウザー設定、または BRAdmin Professional を使 
用して、本製品のデータフレームサイズを設定することができます。 

參1000 BASE - T でギガビット通信する場合は、カテゴリー5 e 以上のツイストペアストレートケープルをお使いください。 

參ジャンボフレームを利用する場合は、ご使用のコンピューターを含めすベてのネットワーク機器がジャンボフレームに 
対応している必要があります。 


y 

本製品のウェブページから[ネットワーク]タブを選択し、暗線]—[イーサネット]をク 
リックする 

パ スワー ドを設定している場合は、パ スワー ドを入力して□ヴインしてください。 


イーサネットモードから[自動]を選択する 


ジャンボフレームの[有効]をチェックする 


フレームサイズを入力する 

すべてのネットワーク機器が、適切なフレームサイズで正しく設定されているか確認してください。フレームサイ 
ズが不明な場合は、ネットワーク管理者にお問い合わせください。 




[0 K ] をクリックする 

本製品の再起動を促す画面が表示された場合は、 
[ Yes ] をクリックしてください。再起動後、設定 
が変更されます。 


イーサネット 


m 

イーサネットモード 

ジャンボフレーム 

フレームサイズ 

® 有効〇無効 

11518 Ibvte 

[ 1518-4088】 


| + ヤン t) レ (「 ok 1 | 
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第 4 章ウェブブラウザー設定で管理する 


セキュリティ機能ロック 2.0 


ウェブブラウザー設定を使用してユーザーの名前 （ ID ) とパスワードを登録することで、ユーザーごとに利用できる以下の 
機能をそれぞれ制限することができます。 

. 印刷※ 1 ※ 2 

• USB ダイレクトプリント 
• コピー 

• 印屈_の制限 
• ファクス 送信 
• ファクス 受信 
• スキヤン ※ 3 

. クラウド接続 （ MFC - 8950 DW のみ） 

• ぺージカウンター 

※1コンピューターの□ヴイン名が登録してある場合は、パ スワー ドを入力することなく、プリントの制限をすることができます。 

詳しくは、二63ページ「コンピューターの□ヴイン名でプリントを制限する」を参照してください。 

※之印刷には AirPrint、Google Cloud Print および Brother iPrint & Scan からの印刷ジョブを含みます。 

※巳スキヤンには Brother iPirnt & Scan からのスキヤンジョブを含みます。 

受信したファクスを印刷せずにメモリに蓄積し、管理者やマネージャーだけが印刷できるようにすることで、見積書や財務 
情報などの管理も安心です。また、印刷枚数を制限することで不正な出力を防止し、経費削減にもつながります。 

ページカウンターで、ユーザーごとに合計印刷枚数を閲覧することができます。詳しくは二64ページ「その他の設定」を参 
照してください。 

セキュリティ機能ロック 2.0 は 、 BRAdmin Professional でも設定することができます。 


|セキュリティ機能□ック2.0を設定する 

基本設定 


y 


本製品のウェブページから[管理者設定] 
タブを選択し、[セキュリティ機能□ッ 
ク]をクリックする 

パ スワー ドを設定している場合は、パ スワー ドを入 
力して□ヴインしてください。 
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第 4 章ウェブブラウザー設定で管理する 


ソリユ-シ a ン1 I 


セキュリティ機能ロック 



[制限 ID 番号/ ID 名]と[パスワード]を 
入力する 

• 14文字まで_できます。 

. 同じユーザー名は_できません。 

. パスワードはの数字で入力します。 




制限したい機能のチェックを外す 

EP 刷枚数を制限する場合は、[枚数制限オン]を 
チェックし最大印 SU 可能枚数を入力してください。 


基本設定|| 7ド.レス I ファクス I ]コビー J 印刷]スキャン11 


»セキュリティ櫬能ロック 


口 if イン名Iこよる PC プリント制限 
前回ロヴ 

加ン 5- 自助リセット 
セキュリティ設定ロック 
印 BP5_« 能設定 
1子署名付 PDF 
Ufe? トメ ニュー 


セキュリティ機能ロック 


t キュ _J5= ィ嫌能□ック 
管理者パスワード 

新 U 、 パスワード®入力 
新しいパスワードの確認 


〇 オフ®オン 






-股モード 0 □ 0 0| m ~| □ □ 0 □ 

1 I ゴラ廿_一太郎 I |«00< 

0 0 0 〇|»_ ] 0 000 

0 0 0 13卜 。I □000 

0 0 0 | 0 □ 0 0 

0 0 0 0|® i □□00 

2丨ユーザー1 |)000< 

3 |ユーザー2 |)〇〇〇< 

4 |ユ-ザー3 |卜 




[ OK ] をクリックして、ウェブブラウザーを閉じる 




[セキュリティ機能ロック]の[オン]を 
チェックする 


U s 本設定_アドレス|ファクス|コビー']印刷1スキャン I 


ソリ: 



セキュリティ機 gg ロック 


セキュリティ徒能ロック 


O 7tV ® 对ン J 


管理者パスワード 

新しいパスヮードの入力 |».. j 

斩しいパスワードの確 t,S l «» I 


M _ ] I 一 10 


0 nF 1 
0 nl^ I 
0 

0 D|5 i 

0 


0000 

0000 


•^■©•1 - 

ウェブサーパーを経由してセキュリティ機能□ック 2.0 を設定するには、ネットワーク管理者のパスワード 
(4 桁の数字）を入力してください。 
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第 4 章ウェブブラウザー設定で管理する 


—般モードの設定 


一般 ユーザー が利用できる機能を制限するためには、一般モードを設定します。一般モードには Air Print、Google Cloud 
Print および Brother iPrint & Scan からの印刷ジョブを含みます。 

一般ユーザーがこの機能で利用可能に設定された機能を使用する場合は、パスワードを入力する必要はありません。 

[セキュリティ機能□ック]の基本画面から [ H 5 S モード]の機能制限したし、項目のチェック 
ボックスのチェックを夕'！'す 

^ [0 K ] をクリックする 


カウンターリセット 


[カウンターリセット]をクリックするとすベてのぺージカウンターが「〇」になります。 


セキュリティ機能□ック 2.0 を使用してスキャンする 


ネットワーク管理者は、セキュリティ機能□ック 2.0 を使用して、スキャンできるユーザーを制限することができます。セ 
キュリティ機能□ック 2.0 の基本画面で、[その他]—[スキャン]のチェックボックスにチェックを入れたユーザーのみが 
スキャン機能を使用できます。本製品の操作パネルのスキャンポタンを押してスキャンする場合、スキャンモードにアクセ 
スするために、本製品の操作パネルでパスワードを入力しなければなりません。（一般ユーザーの場合は、パスワードの入力 
は不要です。） 

コンピューターからスキャンする場合、制限されたユーザーはコンピューターからスキャンする前に、本製品の操作パネル 
でパスワードを入力しなければなりません。本製品の操作パネルからパスワードが入力されない場合は、コンピューターに 
エラーメッセージが表示されます。 
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第 4 章ウェブブラウザー設定で管理する 


|コンピューターの□グイン名でプリントを制限する 

コンピューターへ□ヴインするために使用しているユーザー名で、プリント制限の認証を行うことができます。 


本製品のウェブページから[管理者設定] 
タブを選択し、[セキュリティ機能□ッ 
ク]-[ログイン名による pc プリント制 
m をクリックする 

パスワードを設定している場合は、パスワードを入 
力して□ヴインしてください。 


ログイン名に よ SPC プリント制限 

この設定妇テうこと13って、 PC プリント時に PC ログイン名でユーザー §S 証を行うことができます。 

制限 ID 番号/ ID 名を選択し、ユーサ ー®PC ログイン名を入力してください。 PC プリントをグルーブごと 
Iこ制眼した、場合は、複数の PC ログイン名で同じ制眼 ID 番号/ ID 名を選択して<?£执、。 


PC ブリント制限 ©オフ 〇 オン 


ログイン名 

1 I 

2 I 

3 I 

4 


6 


制限 ID 番号 

E1 
EH 
I - lil 
EH 
EE 
l- _ 


[ pc プリント制限]から[オン]を選択 
^する 


pc □ヴイン名を使用する場合は、プリンター 
ドライノ'(—での設定も必要です。 

詳しくは、#ユーザーズガイドパソコン活 
用編を参照してください。 


ログイン名による PC ブリント制限 


この設定を?亍うこと I Cct って、 PC プリント時に PC ロヴイン名でユーザー!忍証をことができ討。 

制限 ID 番号/ ID 名を選択し、ユーザー® PC ログイン名を入力してください， PC ブリントをグル-ブごと 
Iこ制限 U た L 、場合は、複数の PC ログイン名で同じ制限 ID 番号/ ID 名を選択して從执、 


PC プリント制限 



ログイン名 制限 ID 番号 

1 [ _| 卜 _ 

2 I I EB 

3 I I EM 

4 I I EH 

s I I I- ai 

6 I I ( Z 1 


[□グイン名]を入力し、[セキュリティ 
機能ロック]で登録した[制限 ID 番号]を 
題尺する 

- 

一つの [制限 ID 番号]にヴループとして複数 
の[□ヴイン名]を登録することも可能です。 



^ [0 K ] をクリックして、ウェブブラウザーを閉じる 


參1ヴループ単位で pc プリントを制限したい場合は、各□ヴインユーザー名で同じ制限 id 番号を選択してください。 

• pc プリント時のユーザー認証に□ヴインユーザー名を使用する場合は、プリンタードライパーの[ユーザー認証]で 
[□ヴインユーザー名を使う]チェックボックスをチェックする必要があります。詳しくは 、鐵ユーザーズガイドパ 
ソコン活用編を参照してください。 

•巳 R - Sc 「 ipt 3 プリンタードライパーでのプリントは制限できません。 
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第 4 章ウェブブラウザー設定で管理する 


|その他の設定 

前回□グ 

ページカウンターがリセットされる以前の□ヴを表示します。 [ CSV ファイルへ出力]をクリックすると制限 ID 番号/ ID 名と 
現在のページカウンターの情報をエクスポートします。 

カウンター自動リセット 

定期的にページカウンターをリセットするための設定をします。 
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第 4 章ウェブブラウザー設定で管理する 


[ SNTP ] のチェックボックスを選択し、設定を有効にする 




[言羊細設定]をクリックする 


SNTP 


[状態 

有効 } 

[ 同期状態 

未取得 > 


SNTP サーパー設定の方法 [AUTO 

ブライマリー SNTP サーバ'-アドレス j 
プライマリー SNTP サーバーボート fl23 

セカンダリー SNTP サーバーアト-レス^ 
セカンダリー SNTP サーバーボート fl23 ~ 

同期間隔 


巨4 時間 - 


時計設定 


m 


I キャンセル丨 [ok I 


SNTP プロトコルを設定する 


SNTP とは、ネットワーク上のコンピューターが SNTP サーパーと通信して正確な時刻を同期させるためのプロトコルです。 
(この時刻は、本製品で手動設定した液晶ディスプレイに表示される時刻ではありません。） SNTP タイムサーパーを使用し 
て、 SNTP の時刻と本製品の液晶ディスプレイに表示される時刻を定期的に同期させることもできます。 

標準ウェブブラウザーに http :// XXXXX / と入力し、本製品のウェブべージから[ネットワーク]タブを選択し、[ネットワー 
ク]— [プロトコル]をクリックすると、 SNTP の設定をすることができます。 

• [ XXXXX ] はお使いのコンピューターの IP アドレスです。 

• パスワードを言陡している場合は、パスワードを入力して□グインしてください。 


MFC-XXXX 


S 本》宝}アドレス1 フ^ス[コピ 



I >：® トコル 


印 sy 丄 スキャン EQQSgal tJ I 



ブロトコル 


0 Telnet 
0 SNMP 

0 リモートセットアップ 




0 LPD (PC*FAX 送信） 

詳細廠 


0 Raw?K— 卜 



0 IPP 


HTTP サ-パ-設帘 

0 AirPrint 

詳細1腔 

HTTP サー パー！ 貯 

0 Web Services 

詳細離 

HTTP サーバー貪貯 

0 Google クラウト • ブリント 

詳細鮮 


□プロキシ 

詳細 呢 


0 ネッ1•ワークスキャン 



0 PC-FAX 受信 



0 P0P3/SMTP 

詳細鮮 


0 FTP 



0TFTP 



0 CIFS 



□ LDAP 

詳黼陡 


0 mDNS 

詳搬腔 


0 LLMNR 



f 0 SNTP 

詳細跑 j 



[キヤンセル ] iok ) 


①② ③⑦⑧ 
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第 4 章ウェブブラウザー設定で管理する 


① 状態 

SNTP サーノ'(-設定が有効が無効かを表示します。 

② 同翻无態 

最新の同期状態を確認できます。 

③ SNTP サーノ V - 設定の方法 

[ AUTO ]、 または [ STATIC ] を選択します。 

.AUTO 

ネットワーク上に DHCP サーパーがある場合、 SNTP サーバーは DHCP サーパーから自動でアドレスを取得 
します。 

• STATIC 

使用したいアドレスを入力します。 

④ 、⑧ SNTP サーバーアドレス（プライマリー)、（セカンダリー） 

サーパーアドレスを64文字以内で入力します。セカンダリー SNTP サーパーアドレスはプライマリー SNTP 
サーパーアドレスのパックアップとして、プライマリー SNTP サーパーが見つからないときに機能します。ネッ 
トワーク内にセカンダリーサーパ•一が存在しない場合は、入力しなくても構いません〇 

⑤ 、⑦ SNTP サーバーポート（プライマリー)、（セカンダリー） 

ポート番号を入力します （1 から65535)。セカンダリー SNTP サーパーポートはプライマリー SNTP サーパー 
ポートのパックアップとして、プライマリー SNTP サーパーが見つからないときに機能します。ネットワーク 
内にセカンダリーサーパーが存在しない場合は、入力しなくても構いません。 

⑧同期間隔 

サーバーと同期したい時間の間隔を入力します。 （1 から168時間） 

I&SM - 

SNTP タイムサーバーを使用して、 SNTP の時刻と本製品の液晶ディスプレイに表示される時刻を同期させ 
るためには、[時計設定]画面で [ SN 丁 P サーバーと同期する]を設定しなければなりません。 [ SNTP ] の 
画面で[時計設定]をクリックし、[時計設定]画面で、 [ SNTP サーパーと同期する]のチェックボックス 
にチェックを入れてください。操作パネルからでも、時計設定をすることができます。 

また、タイムゾーンを正しく設定しなければなりません。[タイムゾーン]のプルダウンメニューからあな 
たのお住まいの国と UTC & の時差を選んでください。 

例）日本 UTC +9 : 00 
※世界標準時間 


[ OK ] をクリックする 

命' 設定が適用されます。 
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第 4 章ウェブブラウザー設定で管理する 


印刷ログ機能について 


本製品の印刷履歴を、 CIFS % 接続を経由して、ネットワークサーバー上に保存できます。各印刷ジョブの ID 、 種類、ジョブ 
の名前、ユーザー名、日付、時間、印刷されたページ数を記録することができます。標準ウェブブラウザーから、機能設定 
をすることができます。 

※〇旧吕とは 、 Common Internet File System (共通インターネットファイルシステム）プロトコルの略で、 TCP / IP を利用 
し、ネットワーク上のコンピューターからイントラネット、またはインターネット経由でファイルを共有することができます。 

以下の印刷機能が印刷□ヴに記録されます。 

. お使いのコンピューターからの印刷ジョブ 
• US 巳ダイレクトプリント 
• コピー 
• ファクス受信 

參印刷レポート&リストは、サーパーに記録されません。 

參印刷□ヴ機能設定は、 [ Kerberos ] 認証および [ NTLMv 2] 認証をサポートしています。 

參認記を使用するには、 SNTP プロトコル（ネットワークタイムサーパー）、または日付•時間、タイムゾーンを正しく設 
定しなければなりません。詳しくは、465ページを参照してください。 

參ファイルをサーパーへ保存するときに、 [ TXT ] または [ CSV ] のファイルタイプを選ぶことができます。 


[印刷□グ機能を設定する 

標準ウェブブラウザーに http :// XXXXX / を入力し、本製品のウェブぺージから[管理者設定]タブを選択し、[印刷□ク'機 
能設定]をクリックすると、機能の設定、変更をすることができます。 

• [ XXXXX ] はご使用になる本製品の IP アドレスです0 

• パスワードを設定している場合は、パスワードを入力して□グインしてください。 


印刷ログ機能設定 


印刷ログ機能設定 


I 印刷ログ 


® オフ 〇 オン 


サーバーアドレス 
転送先フォルダー 
ファイル名 


[ BRNX > 00000000 <xx 


ファイル形式 


® テキスト形式 O csv 形式 


認証設定 


認証方法 


® 自動 。 Kerberos O NTLMV 2 


ドメイン名を指定するには、ユーザー名撊 I こ下記形式で入力してください。 
ユーザー名◎ドメイン名 
ドメィン名\ユーザー名 

パスヮート- 

新しぃパスヮードの 入力 [ 

新しいバスワードの確認 r 

Kerberos サーハー アドレス I 

時計設定 


書き込み エラー 時設定 

エラー時の&理 


® 印刷中止 〇 ログを害き込まず I こ印刷 


接続状態 

最新害ぎ込み結果 


I キャンセル| IOK ] 


①②③④⑤ ⑥⑦ ⑧⑨ ⑩ 
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e ri 以下の設定をする 

1 ①印刷ログ 

EP 刷□ヴの[オン]を選択します。 

② サーバーアドレス 

サーパーアドレスは、 CIFS サーパーのドメイン名です。ホストアドレス（例： mypc . example . ram )、 または IP 
アドレス（例：192.168 .56.189) を64文字以内で入力します。 

③ 転送先フオルダー 

EP 刷□ヴを保存する CIFS サーパー上の転送先フォルダーを60文字以内で入力します。（例： brother / abc ) 

④ ファイル名 

EP 刷□ヴとして使用するためのファイル名を15文字以内で入力します。 

⑤ ファイル形式 

EP 刷□ヴのファイル形式[テキスト形式]、または [ CSV 形式]を選択します。 

⑧認訪法 

CIFS サーパーにアクセスするために必要な認証方式[自動]、 [ Kerberos ] % 1 、または [ NTLMv 2 ] ※ 2 を選 
択します。 

※1 Kerberos は、シンヴルサインオンという機能を使用して、ネツトワークサーパーに機器、または個人の ID 
を正しく証明することができる認証プロトコルです。 

※之 NTLMV 2 は、ネツトワークに□ヴオンするために、 Windows ® で使用されているデフオルトの認証方式で 
す。 


•自動 

[自動]を選択すると、本製品はまず Kerberos サーパーを検索します。 Kerberos サーパーが検出されないと 
NTLMV 2 が認証方式として使用されます。 

• Kerberos 

[ Kerberos ] を選択した場合、 Kerberos 認証のみ使用できます。 

• NTLMv2 

[ NTLMV 2] を選択した場合、 NTLMV 2 認証のみ使用できます。 

Kerberos および NTLMv 2 認証においては、時計設定、または SNTP プ□トコル（ネットワークタイムサー 
パー)も設定しなければなりません。 SNTP プ□トコルの設定については、二65ぺージ 「 SNTP プ□トコルを 
設定する」を参照してください。 

SNTP 設定はウェブブラウザー設定から、計設定はウェブブラウザー設定、操作パネルからでも設定するこ 
とができます。 

⑦ユーザー名 

認証のためのユーザー名を96文字以内で入力します。 

••¢£3•©“- 

ユーザー名がドメインの一部の場合、以下のスタイルの1つでユーザー名を入力してください。 
user@domain または domain ¥ user 


⑧パスワード 

認証のためのパスワードを32文字以内で入力します。 

⑧ Kerberos サーノトアドレス（必要な場合） 

KDC サーパーアドレス（例： mypc . example . com ) または IP アドレス（例：192.168 .56.189) を64文字以内 
で入力します。 

⑩接続職 

最新の□ヴの書き込み状態を確認できます。詳細については、470ページ「エラーメッセージについて」を参 
照してください。 

[0 K ] をクリックする 

設定が適用されます。 
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書き込みエラー時の設定 

ネットワークエラーにより印刷□ヴがサーパーに記録できない場合に行う処理を選ぶことができます。 

[書き込みエラー0寺設^]で[ログを書き込まずに印刷]または [ E [] 刷中止]を選択する 
• ログを書き込まずに印刷 

[□ヴを書き込まずに印刷]を選択した場合、本製品は印刷□ヴをサーバーに保存せずに文書を印刷します。 
印刷□ヴ機能設定が修復されると、印刷□ヴは以下のように保存されます。 

① 印刷の終了時に印刷□ヴが記録できない場合、 EP 刷ぺージ数を除いた印刷□ヴか*記録されます。 

② EP 刷の開始時と終了時に印刷□ヴが記録できない場合、ジョブの印刷□ヴは記録されません。機能が修復さ 
れたときに、エラーがあったことを□ヴに記録します。 


印刷ログ例 


id, Type, job Name, User Name, Date, Time, Print Pages 





o /pppARN 99999 _ 

Z, \E/KKUlv/, r, ： , ：, ： , r 


3, Print(USB), report01.xls, userl, 20xx/05/02, 09:30:29， 4 


• 印刷中止 

[印刷中止]を選択した場合、 EP 刷□ヴがサーパーに保存できないときは印刷ジョプはキャンセルされます。 


|€3-©1|- 

[印刷中止]を選択した場合でも、受信したファクスは印刷されます。 


[0 K ] をクリックする 

— 設定が適用されます。 
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■エラー メッ セージに ついて 

本製品のエラー状態を液晶ディスプレイ、またはウェブブラウザー設定の[接続状態]から確認することができます。 

• 【サーバーが見つかりません管理者に問い合わせてください。】 

サーパーに接続できない場合、このメッセージが表示されます。 

以下の項目を確認してください。 

• サーノ'(-アドレスは正しいですか？ 

• サーパーがネットワークに接続されていますか？ 

• 本製品がネットワークに接続されていますか？ 

• 【ユーザー認証に失敗しました管理者に問い合わせてください。】 

[認証設定]が正しくない場合、このメッセージが表示されます。 

以下の項目を確認してください。 

• のユーザー名※ 1 およびハ。スワードは正しいですか？ 

※1ユーザー名がドメインの一部の場合、以下のスタイルの1つでユーザー名を入力してください。 
user@dQmain または domain¥user 

. 本製品の時刻※ 2 、□ヴファイルサーバーの時刻、および認証サーパーの時刻が、それぞれ一致していますか？ 

※之ウェブブラウザー設定、または本製品の操作パネルを使用してタイムゾーンを正しく設定してください。 

• 【ファイルへアクセスできません管理者に問い合わせてください。】 

転送先フォルダーにアクセスできない場合、このメッセージが表示されます。 

以下の項目を確認してください。 

• ディレクトリ名(证しいですが？ 

•ディレクトリは書き込み可能ですが？ 

• ファイルはロックされていませんか？ 

• 【時計が未設定です管理者に問い合わせてください。】 

ユーザー認証に必要となる現在時刻が取得できない場合、このメッセージが表示されます。ウェブブラウザー設定を使用して、 
SNTP の時刻が正しく設定されているかを確認してください。 SNTP サーパーが構築されていない場合は、本製品の操作パネル 
を使用してタイムゾーンを正しく設定してください。 

[印刷中止]をウェブブラウザー設定で設定している場合、液晶ディスプレイ上に【□ヴへのアクセスに失敗しました】と 
いうメッセージと、上記メッセージが約60秒間表示されます。 
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セキュリティ機能ロック2.0を設定して印刷□グ機能を使用する 


セキュリティ機能ロック 2.0 の設定が[オン]の場合、登録されているユーザー名/印刷 AJS 巳ダイレクトプリント/コピー/ 
ファクスのそれぞれの機能が印刷□ヴとして記録されます。 


MFC-XXXX 


口 アウト B 



ロクイン名Iこよ 5PC：?U ント制限 
前回ログ 

カウンター自肋リセット 
セキュリティ設定ロック 
印刷ログ猓能設定 
電子塞名付 PDF 
IJ セット メ ニュ- 


セキュリティ 株 能ロック 〇 オフ® オン 

管理者バスワート" 

新しい パスヮードの 入力 j 

新しい パスワードの 確認 I 


0圓鼷■■麗^^ 


-般モ-ド 


0 

□ 

0 Bl 10 1 

□ 

□ 

0 

□ 

0 

1 p ■ラザ_太郎 

1 HI 

0 

囹 

0 Dl ^ 

囡 


0 

0 

0 

2 | ユ-サ '-I 

1 HI 

0 

0 

0 Bh 00 l 

□ 

0 

囡 

0 

0 

3 |ュ'•ザ'-2 

1 HI 

0 

0 

0 Bl °° 1 

0 

□ 

0 

0 

0 

4 | ユ'•ザー3 

| |» oe < | 


叼 

0 Bl 28 1 

□ 

□ 


0 

0 


セキュリティ機能ロック2.0を使用しているユーザーの印刷ログ例 

Id , iype , job Name, User Name, Date, 1 ime, Print Pages 

1,Print (Network), 連絡表 • doc, フ、ラサ、、 - 太郎， 20xx/05/01, 13:21:32，52 

2 ， Copy, - ， - ， 20xx/05/01, 15:50:14， 10 

3, Fax, 20xx/05/01, 16*35*22, 3 

4, Print (Secure), 極秘文書 01.doc, 01 - サ、、 - 1.) 20xx/05/01, 17:58:40， 12 
5， Print (USB), 報告書 02. xls ， 丨 ュ - サ ' 、 - 2.] 20xx/05/02 ， 09:30:29， 4 

6, USB Direct, -，-， 20xx/05/02, 10:26:10， 1 
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スキヤン to FTP を設定する 


スキャン to FTP は、スキャンした原稿をインターネットや□—カルエリアネットワークに設置された FTP サーパー上に直 
接保存する機能です。 

詳しくは、#ユーザーズガイドパソコン活用編 「 FTP / ネットワークファイルの保存先を登録する」を参照してください。 

本製品のウェブページから[スキャン]タブを選択し、 [ FTP / ネットワークファイルスキャ 
ン]をクリックする 

パスワードを設定している場合は、パスワードを入力して□ヴインしてください。 

スキャン to FTP 設定に使用するためのプ□ファイル名 （1 〜1 0) のいずれかにチェックを 
£ 入れ、 [0 K ] をクリックする 

FTP サーパーのオリジナルファイル名としてすでにある7つのファイル名に加えて、[オリジナルファイル名登録] 
で作成した2つのフアイル名を保存できます。 （1 5文字以内で入力できます。） 


MFC-XXXX 


ロヴアウト E 


IJ 基本設定 li " アドレス1フ;ス f コビ - |印刷 


m 


管理者設定 JT ネットワーク ■ 



FTP / ネットワークファイルスキャン 


オリジナルファイル名登録 

1 BRN001BA96E 9404 

2 Mitsumori 

3 Report 

4 Cyumon-syo 

5 KeiyaKu-syo 

6 Denpyo 

7 Jucvu-svo 


8 

9 






•シ3ンセンター.： 


プロフアイ JU1 

® FTP 

O ネットワーク 

ブロフアイ 

© FTP 

O ネットワーク 

プロフアイ JU 3 

© FTP 

o ネットワーク 

プロフアイ J レ4 

® FTP 

o ネットワーク 

ブロフアイ JU 5 

© FTP 

o ネットワーク 

ブロフアイ J レ6 

O FTP 

©ネット ワーク 

ブロフアイ7 

O FTP 

©ネットワーク 

プロフアイ』レ8 

O FTP 

©ネットワーク 

プ□ファイル3 

O FTP 

©ネットワーク 

プロフアイ10 

O FTP 

©ネット ワ-ク 


ノア 1 ル亡胡獅，炎又 CM l / S > •頃石 •は、それらが現在使用されていないことを確認してください。 
肖聯された場合、スキャン プロ ファイルのファイル名にはノード名が使用されます。 


[キャンセル| IOK ] 


Copyright(C) 2000-2012 Brother Industries. Ltd, All Rights Reseived. 




[スキヤン]タブから [ FTP / ネットワークファイルスキャンプ□ファイル]をクリックする 


スキヤン to FTP 設定に使用するための[プ□ファイル名]のいずれかをクリックする 

[プ□ファイル名]の右に [ FTP ] と表示されている[プ□ファイル名]を選択してください。 
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必要に応じて下記の設定を行い、 [0 K ] を 
クリックする 

.プ□ファイル名の入力 （14 文字以内） 

. FTP サーパーのドメイン名 0 P アドレス）の入力 

. ユーザー名の 

.パスワードので 

. パ スワー ドの廳 

• 転送先フォルダー名の入力 

• 保存するファイル名の選択 

• 画質の選択 

•画1新 F 5 式（ファイルタイブ〇の選択 
• 読み取り原稿サイズの選択 （ MFC - 8950 DW のみ) 
• 画像解像度（ファイルサイズ）の選択 
• パッシブモードの設定 
.ポート番号の設定 



- 

•パッシブモードは、 FTP サーバーとネットワークファイアウォールにより、[オフ]、または[オン]に 
設定することができます。 

パッシブモードの初期設定は[オン]です。 

• ポート番号も FTP サーノ'(—で変更することができます。 

ポート番号の初期設定は [21] です。 

♦ほとんどの場合、パッシブモードとポート番号の設定の必要はありませんが、 FTP サーバーの設定をご 
確認ください。 

•スキャン to F 丁 P は、ウェブブラウザー設定を使って FTP サーパーのプ□ファイルを設定したときに使用 
することができます。 
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スキヤン to ネットワークファイルを設定する 


スキャンした原稿をインターネットや□一カルエリアネットワークに設置された CIFS サーパー上に直接保存する機能です。 
( CIFS プロトコルの詳しい情報は、4ユーザーズガイドネットワーク知識編を参照してください。） CIFS プロトコルを利用 
するには、[ネットワーク]タブの[プロトコル]画面で、 [ CIFS ] にチェックを入れてください。 

詳しくは、ニユーザーズガイドパソコン活用編 「 FTP / ネットワークファイルの保存先を登録する」を参照してください。 

- 

•スキヤン to ネットワークファイルは、 Kerberos および NTLMV 2 認証をサポートしています。 

參 Kerberos および NTLMV 2 認証においては、 SNTP プロトコル（ネットワークタイムサーパー)、または時計設定とタイ 
ムゾーンを正しく設定しなければなりません。詳しくは、二65ページを参照してください。 


本製品のウェブページから[スキヤン]タブを題尺し、 [ FTP / ネットワークファイルスキヤ 
ン]をクリックする 

パスワードを設定している場合は、パスワードを入力して□ヴインしてください。 

スキヤン to ネットワークファイル設定に使用するプ□ファイル名 （1 〜1 0) のいずれかに 
^ チェックを入れ、 [0 K ] をクリックする 

スキヤン to ネットワークのオリジナルファイル名としてすでにある7つのファイル名に加えて、[オリジナルファ 
イル名登録]で作成した2つのファイル名を保存できます。 （15 文字以内で入力できます。） 


MFC-XXXX 


ログアウト E 


音理者設定 ネットワーク 


FTP/ ネットワークファイルスキャン 


オリジナルファイル名登録 

1 BRN001BA96E9404 

2 Mitsumori 

3 Report 

4 Cyumon-syo 

5 Keiyaku-syo 

6 Denpyo 

7 Jucvu-svo 


8 

9 r 


10 ソ!7ュ-シ3ン12>ター 


プロフアイ JU 1 

© FTP 

o ネットワーク 

ブロフアイ2 

© FTP 

o ネットワーク 

プロフアイ JU 3 

© FTP 

o ネットワーク 

ブロフアイ J レ4 

© FTP 

o ネットワーク 

ブロフアイ JU 5 

© FTP 

o ネットワーク 

ブロフアイ J レ6 

O FTP 

©ネット ワーク 

ブ□ファイル7 

O FTP 

® ネットワーク 

プロフアイ J レ8 

O FTP 

©ネット ワーク 

ブロフアイ』レ3 

O FTP 

©ネットワーク 

プロフアイ10 

O FTP 

@ネッ トワーク 


ノア "1 ルセ - r 月 I 师■災文 CM L * 〇塌 S •は、それらが現在使用されていないことを確認してください。 
肖|蹄された場合、 スキャン プロファイルのファイル名にはノード名が使用 さ n ます。 


[ キヤンセル 




Copyright(C) 2000-2012 Brother Industries, Ltd. All Rights Reserved. 




[スキヤン]タブから [ FTP / ネットワークファイルスキヤンプロファイル]をクリックする 
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スキャン to ネットワークファイル設定に使用するための[プ□ファイル名]のいずれかをク 
リックする 

[プ□ファイル名]の右に「ネットワーク」と表示されている[プ□ファイル名]を選択してください。 




必要に応じて下記の設定を行い、 [0 K ] を 
クリックする 

.プロファイル名の入力 （14 文字以内） 

• CIFS サーパーのドメイン名 （ IP アドレス）の入力 
• 転送先フォルダー名の入力 
• 保存するファイル名の選択 
• 画質の選択 

•画1新5式（ファイルタイブ）の選択 
• 読み取り原稿サイズの選択 （ MFC - 8950 DW のみ) 
• 画像解像度（ファイルサイズ）の選択 
. 接繊寺のパスワード認証の雖 
• 接スワードの A * 

• 認酷法の選択 
. ユーザー名の 
.パスワードので 
. パスワードの確認 

• Kerberos サーバーのアドレス名の入力 



スキャン to ネットワークは、ウェブブラウザー設定を使ってネットワークサーパーのプ□ファイルを設定 
したときに使用することができます。 
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LDAP サーバーを設定する 


ウェブブラウザー設定を使用して、 LDAP サーバーの設定、変更をすることができます。 


MFC -852 〇 DN をお使いの場合は、ファームウェア（本体ソフトウェア）をダウンロードし、更新してください。 
サボートサイト（プラザーソリューシヨンセンター） http :// solutions . brother . co . jp / 


本製品のウェブページから[ネットワーク]タブを題尺し、[ネットワーク]—[プ□トコル] 
をクリックする 

パスワードを設定している場合は、パスワードを入力して□ヴインしてください。 




[ LDAP ] のチェックボックスにチェックを入れ、 [ OK ] をクリックする 

本製品の再起動を促す画面が表示された場合は、 [ Yes ] をクリックしてください。再起動後、設定が変更されます。 
再度[プ□トコル]画面を表示してください。 


MFC-XXXX 



エラー通連 
メンテナンス通連 
サ~ビス 


0 Web Based Management (Web 
Server) 

0 Telnet 

0 SNMP 

0 リモートセットアップ 

詳細設 g 

HTTP サーパー醉 

0 LPD (PC-FAX 送信〉 

詳細設定 


0 Raw^K— 卜 



0 IPP 


HTTP サーバィ辟 

0 AlrPrint 

綱設 g 

HTTP サ-パ-詩宗 

0 Web Services 

詳細靜 

HTTP サーパ ーi 胺 

0 Google クラウドプリント 

細設定 


□ プロキシ 

詳細設 g 



0 ネットワークスキャン 
0 PC-FAX 受信 


0 POP3 SMTP 

詳細設定 

E FTP 


0 TFTP 


0 CIFS 


0 LDAP J 

詳細將 

0 mDNS 

詳細設定 

0 LLMNR 


0 SNTP 

詳細設定 


[ キャンセル 


： [k]| 


- 

Windows ® LDAP サーパーに接続できない場合は、ネットワーク管理者にお問い合わせいただき、 LDAP セ 
キュリティオプシヨンを確認してください。 



[ LDAP ] の[詳細設定]をクリックする 
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必要に応じて下記の設定を行い、 [0 K ] を 
クリックする 

• LDAP アドレス 
.ポート（初期値は 389) 

• 検_易所 
•認酷式 
. ユーザー名 
.パスワード 

• LDAP タイムアウト 
.名前属性名（検索する属性） 

. メールの属彳生名 

• FAX の属性名 

設定後に LDAP サーパー接続確認画面が表示され 
ます。状態が 0 K となっていることを確認してくだ 
さい。 


MFC-XXXX °2Z2LB 


brother 




し DAP 

③ 

状態 

無効 

基本設定 

LDAP アト■レス 

ボート 

1 コ 

|389 | 

検索場所 

認 GE 方式 

1 1 

LDAPV3I こ対 iSUfcLDAP サ〜卜では， fDN 取得』ボダ ノ 
を押下するこど？ 5 利用可能な検索場所を自動的1こ取得す 
ることがでぎます。複数の候補が収得 S れ fc 場合には、下 
® リス!■か6—つを選択してく K3 い。 

| DN 取得| 

® 1 《スワード1!証 0 12証なし O KerberasB 証 

ユーザー名 

1 1 

パスワード 

バスワ-ド設定 

1 =□ 

パスワ-ド確認 


群細設定 

LDAP タイムアウト 

[5 _ ] 秒 

名前属性名(検索する属性| 

fn 

メールの属性名 

|mail 

FAX の属性名 

IfacsimileTelephoneNumber 

0 オプション属性名 1 

15：_ 

0 オプション属性名 2 

title 

0 オプション属性名 3 

1 叫 

0 オプション屋性名 4 

(description 


| キャンセル & 网)設定を初期化 


Copyright(C) 2000-201 2 Brother Industries, Ltd. All Rights Reseived. Top A 


|l€B - @M| - 

• LDAP サーパーが Kerberos 認証を利用している場合は、認証方式で Kerberos を選択するようにおすすめ 
します。その場合、 LDAP サーパーと本体の認証が強化されます。 

• Kerberos 認証においては、 B # 計設定、または SNTP プロトコル（ネットワークタイムサーパー）の設定 
をしなければなりません。 

參画面右上のヘルプ @ をクリックすると設定項目の詳細が表示されます。 
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第 4 章ウェブブラウザー設定で管理する 


インターネツトフアクスを設定する 


ウェブブラウザー設定を使用して、インターネットファクスの設定、変更をすることができます。 

必要に応じて以下の設定、変更をしてください。 

• サーパー設定 

• インターネットファクス送信設定 
• インターネットファクス受信設定 
• リレー配信機能の雖 

MFC -852 〇 DN をお使いの場合は、ファームウェア（本体ソフトウェア）をダウンロードし、更新してください。 
サボートサイト（プラザーソリューシヨンセンター） http :// solutions . brother . co . jp / 


1サーバー 設定 



製品のウェブページから[ネットワーク]タブを題尺し、[ネットワーク]—[プロトコル] 
をクリックする 

パスワードを設定している場合は、パスワードを入力て□ヴインしてください。 




[ POP 3/ SMTP ] のチェックボックスに 
チェックを入れ、 [ OK ] をクリックする 

コンピューターの再起動を促す画面が表示されま 
すので [ No ] をクリックしてください。[プ□トコ 
ル]画面に戻ります。 



HTTP サーパー詩 g 


0 Telnet 
0 SNMP 

0リモート 1Z ットア、ソブ 

13 LPD (PC-FAX 送信） 
0 RawK— 卜 
0 IPP 
13 AirPrint 
0 Web Services 


0 ネットワークスキャン 
0 PC.FAX 受信 

0 P0P3/SMTP 1 


isffliss 

詳細設 g 
詳細設 g 
詳細設 g 


HTTP サーパー詩 g 

HTTP サーバー ISg 

HTTP サーパー EF 


0 FTP 
0 TFTP 
0 CIFS 
0 LDAP 
0 mDNS 
0 LLMNR 
13 SNTP 


詳細卿 
詳細設 g 


ば圖〕 


[ P 0 P 3/ SMTP ] の [_ 設定]をクリックする 
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必要に応じて下記の設定を行い、 [0 K ] をクリックする 

MFC-XXXX 



V ►プロトコル 


エラー通逹 
メンテナンス通逹 
サービス 


P0P3/SMTP 


状態 

有効 

送信メールサーバー (SMTP) 

10.0 .0.0 

SMTP ポート 

I 25 1 - 

送信メールサーバー (SMTP) 認 HE 方 

® なし 

式 

O SMTP-AUTH 


O POP before SMTP 


SMTP-AUTH アカウント名 
SMTP-AUTH アカウントパスワード 
パスヮ-ド設定 
パスヮード 確認 
SMTP over SSLTLS 


ブリンターの E メールアドレス 


® な' 0 
O SSL 
O TLS 


□ サーバー証明害を検証 
[brnx> 00000000 <xx@example .com 


受信メールサー パー （POP3) |〇, 

POP3 ボート IV 

アカウント名（ューザー名） 


パスワード 


パスワ-ド設定 

1 1 

バスワード確認 

コ 


POP3 over SSLTLS 

分割メッセージタイムアウト 

インターネットファクス 

CAliE 明害 

E メール通達< メンテナンス情報> 

エラー 通達 


©なし 
O SSL 
O TLS 

□ サーバー証明害を検証 
1120 1 分 


匸キヤンセル lOKj 


-③ 


Copyrlght(C) 2000-201 2 Brother Industries. Ltd. All Rights Reserved. 


① 送信メールサーバー ( SMTP ) 

ネットワーク上の SMTP メールサーバー（送信用サーパー）の IP アドレス、またはサーパー名を指定します。 
インターネットファクス機能を使用する上で正しく入力されている必要があります。 

(例： smtp . xyz . com 、 または192.168.001 .098) 

② SMTP ポート 

SMTP メールサーパー（送信用サーバー）のポートを指定します。 

メールサーノ'{一 管理者、またはお使いのイン ターネットサービス プ□パイ ダーから 変更の指示があつたときな 
どに必要に応じて設定してください。 

③ 送信 メールサーバー ( SMTP ) 認証方式 

ユーザー認証を必要とするセキュリティの高い SMTP サーバーを経由して E メールを送信するには、 SMTP 認 
証の設定が必要です。 

初期値は[認証なし]に設定されています。 

④ プリンターの E メールアドレス 

本製品の E メールアドレスを入力します。 
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⑤受信メールサーバー ( POP 3) 

ネットワーク上の POP 3 メールサーパー（受信用サーパー）の IP アドレス、またはサーバー名を指定します。 
インターネットファクス機能を使用する上で正しく入力されている必要があります。 

(例： pop . xyz . com 、 または192.168.001 .099) 

⑧ POP 3 ポート 

POP 3 メールサーパー（受信用サーパー）のポートを指定します。 

⑦ アカウント名（ユーザー名） 

POP 3 メールサーバー（受信用サーバー）にアクセスするためには、アクセス用アカウントと;^スワードが必 
要になります。ここでは、アクセス用アカウント名（ユーザー名）の設定をします。 

⑧ パスワード 

POP 3 メールサーパー（受信用サーバー）にアクセスするためには、アクセス用アカウントと;^スワードが必 
要になります。ここでは、アクセス用アカウントと対になるパスワードの設定をします。 

⑧ APOP を使用 

アカウントやパスワードのセキュリティを保つために 、 APOP (Authenticated Post Office Protocol ) を有効 
にできます。 

- 

參ウェブブラウザー設定で SMTP ポート番号も変更できます。これは、ご使用の ISP (インターネットサー 
ビスプロパイダー）が 「Outbound Port 25 Blocking ( OP 25 B )」 サービスを実施している場合に便利です。 
SMTP ポート番号を ISP が SMTP サーパーで使用している特有の番号（例：ポート 587) に変更すること 
で、 SMTP サーパー経由で E メールを送信できるようになります。 

• SMTP サーパー認証を有効にする場合は、[送信メールサーパー （ SMTP ) 認証方式]の [ SMTP - AUTH ] 
を選択する必要があります。 

•「POP before SMTP 」 と 「 SMTP - AUTH 」 の両方を使える場合は、[送信メールサーパー （ SMTP ) 認 
証方式]の [ SMTP - AUTH ] を選択することをおすすめします。 

•[送信メールサーパー （ SMTP ) 認証方式]を [POP before SMTP ] に設定すると、[受信メールサー 
パー ( POP 3)] の設定が必要となります。また、 [ APOP を使用]をチェックして、 APOP 方式を使用す 
ることもできます。 

•詳細については、ウェブブラウザー設定の P 0 P 3/ SMTP 設定のヘルプ @ を参照してください。 


C 設定を変更した場合は、 [0 K ] をクリックする 

[E メール送信/受信設定のテスト]画面が表示されます。 




現在の設定をテストしたい場合は、送信 
先アドレスを入力し [0 K ] をクリックす 
る 

E メール設定のテスト結果画面が表示されます。 
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|インターネットファクス送信設定 

本製品のウェブべージから[ファクス]タブを選択し、 [ l - Fax ]— [インターネットファクス送信設定]をクリックすると 
以下の画面が表示されます。インターネットファクス機能を利用する、または本製品でメールを送信するには、以下の項目 
を設定する必要があります。 

パスワードを設定している場合は、パスワードを入力して□ヴインしてください。 


MFC-XXXX 


s 本設定アドレス 


■コビ ー |印刷スキャン 



| 管理者設定 ij 


ネットワーク 


㈣ュ ザ ニ 


インターネットファクス送信設定 

メールタイトル 


Internet Fax Job 


スキャン to E メール文害 

イメージ丁一効 W1 

( サイズ制限 

® オフ 〇 オン ] 

C 受信碴認要求を 行う 

® オフ 〇 オン】 


[キャンセル | lOKj 


Copyrlght(C) 2000-2012 Brother Industries, Ltd. All Rights Reseived. 



A 以下の設定をする 

y ①メールタイトル 

コンピューターなどへの送信時に、件名として表示されるテキストです。お買い上げ時の設定では [Internet 
Fax Job ] になっています。 

② スキヤン to E メール文書 

コンピューターなどへの送信時に、メール本文として表示されるテキストです。お買い上げ時の設定では[イ 
メー ジ データが 添付されています。]になっています。 

③ サイズ制限 

サイズ制限を[オン]にすると、1 MB を超えるサイズのメールを送信したときに[メモリがいっぱいです]と 
表示され、メールは送信されず、エラーレポートが出力されます。お買い上げ時の設定では[オフ]になって 
います。サイズ制限を[オン]にした場合は、ページを分割して送るなどして、1通のメールを1 MB 以下に抑 
える必要があります。 

④ 受信確認要求を行う 

この機能により、相手側が受信したことを確認することができます。 

この機能を[オン]にすることで、インターネットファクス送信時に受信確認要求の情報をあわせて送信しま 
す。受信側の機器では MDN (受信應 1機能）の設定が有効になっている必要があります。詳しくは、二97ベー 
ジ「確認メールについて」を参照してください。お買い上げ B # の設定では[オフ]になっています。 

2 tow をクリックする 
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|インターネットファクス受信設定 

本製品のウェブべージから[ファクス]タブを選択し、 [ l - Fax ]— [インターネットファクス受信設定]をクリックすると 
以下の画面が表示されます。インターネットファクス機能を利用する、または本製品でメールを受信するには、以下の項目 
を設定する必要があります。 

パスワードを設定している場合は、パスワードを入力して□ヴインしてください。 


MFC-XXXX 



Copyrlght(C) 2000-201 2 Brother Industries, Ltd. All Rights Reserved. Top a 



A 以下の設定をする 

■ ①自動受信 

自動受信を[オン]に設定すると、本製品は②[ポーリング間隔]で設定した時間ごとに POP 3 サーパーヘメー 
ルチェックします。もしメールがなければ[受信中]と表示後、待機状態に戻ります。 

② ポーリング間隔 

POP 3 サーパーに対し、何分ごとにメールチェックするかを指定します。お買い上げ»の設定は10分です。 

③ ヘッダー印刷 

メール内容のうち、ヘッダー部分を印刷させるかどうかを指定します。お買い上げ時の設定では[なし]になつ 
ています。 

• [全て]:ヘッダーすべてを印刷 

•[ヘッダーのみ]:タイトル、宛先、差出人を Effl 

• [なし]:なし 

④ エラーメール 削除 

エラーメール削除を[オン]に設定することで、本製品がメールチェック時に、 POP 3 サーバーから取得でき 
なかつたメールを削除することができます。 

⑤ 受信確認細を行う 

この機能により、インターネットファクス機能による受信を送信者（相手側）に通知することができます。 

• [オン]:すべてのメッセージに対して送信元に受信廳忍を送付します。 

.[ MDN]：MDN (受信確認リクエスト）機能を使用して送られてきたメッセージの送信元に対してのみ受信確認を 
送付します。 

• [オフ]:受信確認の送付を一切行いません。 




[ OK ] をクリックする 
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U レー配信機能の設定 

本製品のウェブページから[ファクス]タブを選択し、 [ l - Fax ]— [リレー配信機能]をクリックすると以下の画面が表示 
されます。インターネットファクスでリレー配信するには、以下の項目を設定する必要があります。 

リレー配信機能の使い方については、391ページ「リレー配信する」を参照してください。 

パスワードを設定している場合は、パスワードを入力して□ヴインしてください。 


MFC-XXXX 


ログアウト E 


I s 本設定 U アドレス 


方クス 
受信設定 
送 <f 設定 
レポート 
応用猓能 
ダイヤル入力制限 
その他 

デー$コネ外設定 
l-Fax 

インターネットファクス送信設定 
インターネットフ7ウス受信設定 




-① 


■② 


-③ 



LU 下の設定をする 

① リレー許可 

リレー許可を[オン]に設定すると、インターネット経由で受け取ったファクスメッセージを通常の電話回線 
を使用して他のファクス機器に転送することができます。 

② 許可ドメイン 

本製品を経由して転送を許可する信頼できるドメイン名を最大10件まで登録しておくことができます。ここに 
登録されていないドメインからのインターネットファクスは転送できません。登録されているドメインがらの 
インターネットファクスのみ指定したファクス機器に転送することができます。 

③ リレー配信レポート 

リレー配信転送レポートは、本製品を経由して転送が行われたときに出力されます。 


ドメイン名とは 

一般的に、例えば taro @ brother . co . jp というメールアドレスの場合、@より後ろの brother . co . jp がドメイ 
ン名になります。 




[ OK ] をクリックする 
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IP ファクスを設定する 

次世代ネットワーク （ NGN ) で IP ファクスを使用する場合、データコネクトの設定を変更する必要があります。標準のウェ 
プブラウザーで HTTP (ハイパーテキスト転送プロトコル）または HTTPS ( SSL によるデータ暗号化機能が付加された HTTP ) 
を使用してデータコネクトの設定を変更することができます。 

參 TCP / IP 設定の IP 取得方法を 「 Auto 」 または 「 DHCP 」 に設定してください。 

參データコネクト設定は、操作パネルを使用しても変更することができます。 

參 IP ファクスは、 NTT のフレッツ光ネクストに契約している場合のみ利用できます。 

參「データコネウト」「フレッツ光ネクスト」は、 NTT 東日本/ NTT 西日本のサービスです。 


本製品のウェブページから[ファクス]タブを選択し、[データコネクト設定]をクリックする 

■ パスワードを設定している場合は、パスワードを入力して□ヴインしてください。 




必要に応じて設定を変更する 


mfc-xxxx 口 g アウ. 卜 a brother 



Copyriaht(C) 2000-2012 Brother Industries, Ltd. All Righls Reserved. Top A 


|l€3«©M - 

• [ ip ファクス]を[優先]に設定すると、相手先が ip ファクスに対応しているかを自動的に確認し、対応 
していない場合には通常のファクス送信を行います。 

• [ ip ファクス]を[専用]に設定すると、ファクス送信が ip ファクスのみとなります。ただし、手動送信 
およびポーリンヴ送信の場合は、通常のファクス送信になります。 

•本製品の通信速度は標準： 64 kbps 、 高速： 512 kbps 、 最高速：1 000 kbps に対応しています。各利用 
料金については、 NTT のホームページでご確認ください。 


2 tow をクリックする 
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LDAP サーバーを使用する 


LDAP サーバーを使用する 


|概要 

本製品は、 LDAP プロトコルによリサーパーからファクス番号や E メールアドレスなどの情報を検索することができます。 
ファクス、インターネットファクス、スキャン to E メールなどの機能を使用するときに、 LDAP の検索機能を使用すると便 
利です。 

MFC - 8520 DN をお使いの場合は、ファームウェア（本体ソフトウェア）をダウン□—ドし、更新してください。 

サポートサイト（プラザーソリューションセンター） http :// solutions . brother . co . jp / 

ウェブブラウザー設定で LDAP サーパーの設定をします。 

ウェブブラウザー設定を使用して LDAP サーノ一の設定を変更する 


本製品は、ウェブブラウザー設定を使用することで LDAP サーバー設定を変更することができます。 
詳しくは、376ぺージ 「 LDAP サーバーを設定する」を参照してください。 


|操作ノ (ネルから LDAP を使用する 

LDAP の設定を行うと、下記の機能でファクス番号や E メールアドレスを検索できます。 

. ファクス送信（詳しくは、分ユーザーズガイド基本編を参照してください。） 

_インターネットファクス（詳しくは、487ぺージ「インターネットファクスを使用する」を参照してください。） 
. スキヤン to E メール（詳しくは、鐵ユーザーズガイドパソコン活用編を参照してください。） 

ファクス番号や E メールアドレスを入力する準備ができたら、次の手順に従って操作してください。 

• MFC - 8520 DN の場合 


多 


< ▲ >を押す 


ダイヤルボタンで探したし、名前の頭文字を入力する 

"€ 3 •©“- 

參検索する文字は最大15文字まで入力できます。 

•文字の入力方法については、 I ユーザーズガイド応用編「文字を入力する」を参照してください。 



<0 K > を押す 

• 検索の結果が液晶ディスプレイに表示されます。 

•検索できなかった場合は、 【デー タが見つかりません】と表示されます。 

夕 

< ▲ >または< ▼ >を押して送信先の名前を題尺する 

詳細な情報を表示させたい場合は、名前を選択した後に <►> を押してください。 


<0 K > を押す 

送信先のファクス番号と E メールアドレスの両方が表示された場合は、どちらかを選択して <0 K > を押してくだ 
さい。 
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第 5 章 LDAP サーパーを使用する 




相手先の表示を確認して < スタート > を押す 


• MFC - 8950 DW の場合 


y 

多 


S. を押す 


液晶ディスプレイに表示されてし、るテンキー、またはダイヤ J レポタンで探したし、名前の頭文字 
を入力する 


“€ 3 •©“- 

•検索する文字は最大15文字まで入力できます。 

•文字の入力方法については、#ユーザーズガイド応用編「文字を入力する」を参照してください。 



[0 K ] を押す 

• 検索の結果が液晶ディスプレイに表示されます。 

•検索された場合は、検索結果と示されます。 

.検索できなかった場合は、【検索結果がありません】と表示されます。 

夕 

【▲】または【▼】を押して送信先の名前を選択する 

詳細な情報を表示させたい場合は、名前を選択した後に【詳細】を押してください。 


送信先のファクス番号と E メールアドレスの両方が表示された場合は、どちらかを選択して 
[0 K ] を押す 

スキャン to E メール送信の場合は、 【0K】 を押して手順 7 に進みます。 


【ファクス送信】を押す 


<スタート > を押す 


|l€D-©i| - 

•本製品は、 LDAPV3 をサポートしています。 

參 LDAP サーパーと通信するためには、 Kerberos 認証、またはシンプル認証の使用を推奨します。 

• Kerberos 認証においては、時計設定、または SNTP プロトコル（ネットワークタイムサーパー）の設定をしなければな 
りません。 

• SSL/TLS には対応していません。 

•より詳しい情報については、サポートサイト（プラザーソリューションセンター (http://solutions.brother.co.jp/)) 
をご覧ください。 
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si インターネットファクスを使用する 


インターネツトフアクス櫬能とは 


インターネットファクスは、インターネットを使ってファクスメッセージを送受信する機能です。本製品からインターネッ 
トファクスでメッセージを送信するときは、 TIFF - F 形式の添付ファイルとして E メール （ MIME 形式）で送信されます。 
コンピューターを使って受信する場合、 TIFF - F 形式が閲覧可能なビューヮーを使用してください。 

MFC -852 〇 DN をお使いの場合は、ファームウェア（本体ソフトウェア）をダウンロードし、更新してください。 

サボートサイト（プラザーソリューシヨンセンター） http :// solutions . brother . co . jp / 



"€ 3 *©"- 

• Windows ® XP/Windows Vista ®/ Windows ® 7で「インターネット接続ファイアウォール」を有効にしていて、イン 
ターネットファクスが使用できないときは、ポート54926と137を開けて通信可能にする必要があります。 

參 TIFF - F 形式について 

ファクス間でやり取りされる標準的な画像形式 ( TIFF ) です。画像処理ソフトなどで使用されている TIFF ファイルと比 
較すると、圧縮形式やページ情報を持っている（複数の画像が1つのファイルになっている）などの点で異なっていま 
す。したがって、複数枚のファクスを受信しても H 固のファイルに変換できます。 

•インターネットファクス機能で送受信できるものはモノクロ、 TIFF - F 形式のファイルのみです。 
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第 6 章インターネットファクスを使用する 


|受信した E メールやファクスを転送する 

受信した E メール、またはファクスを他の E メールアドレス、またはファクス機器に転送することができます。 

詳しくは、。91ページ「受信したインターネットファクスを転送する」を参照してください。 

|リレー配信する 

インターネットファクスで受信したファクスメッセージを、通常の電話回線を使用して他のファクス機器へ転送（再送信） 
することができます。長距離間の通信をインターネット回線で行い、近距離間の通信を電話回線で行うことにより、通信費 
を節約することができます。 

詳しくは、491ページ「リレー配信する」を参照してください。 





■インターネットフアクス送受信は、一般的な電話を使用したファクス通信と下記の点が異なります。 


• 受信者の場所、 LAN の構造やネットワークの混み具合によりエラーメールが返されるときに、通常より時間がかかる 
ことがあります（通常は20〜30秒)。 

• 重要機密などの情報の送信については、インターネットを通じたファクスメッセージのやり取りよりも一般電話回線 
を使用したファクス通信をおすすめします。 

• 受信側のメールシステムが MIME 形式に対応していない場合は、インターネットファクスメッセージを受信できません。 

その場合、サーパーメッセージの返信もないことがあります。 

• 送信原稿のサイズが大きすぎる場合は、通信が正常に終了しないことがあります。 

• 受信したメールのフオントやフォントサイズを変更することはできません。 
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第 6 章インターネットファクスを使用する 


インターネツトフアクスを使うには 


インターネットフアクスをご使用いただく前に、本製品のネットワークおよびメールサーバーの設定をしておく必要があり 
ます。 


• IP アドレスを設定します。（ネットワークプリンターとして使用されていれば、設定済みです。） 

• E メールアドレスを設定します。 

• SMTP 、 POP 3 サーパーアドレス、ポート番号、認証方法、暗号イ№3¢、サーパー証明書の検証を設定します。 

• アカウント名および八°スワードを設定します。 

これらの設定は、ウェブブラウザー設定（478ページ「インターネットファクスを設定する」参照)、操作パネル（341ペー 
ジ 「 E メール/インターネットファクスの設定」参照)、リモートセットアップ、または BRAdmin Professional から設定す 
ることができます。 

設定がわからない場合は、ネットワーク管理者にお問い合わせください。 

■インターネットファクスを送信する_ 

インターネットファクスを送信する前に 


インターネットファクスを送信する前に、必要に応じて下記の項目を設定します。 


• タイトル 
• サイズ制限 

. 受信確認要求（詳しくは、497ぺージ「メール送信設定」を参照してください。） 

インターネットファクスを送信する 


インターネットファクスの送信方法は、通常のファクス送信の操作と同様です。（ファクス送信については、0ユーザーズ 
ガイド基本編を参照してください。） 

本製品から E メールアドレスを手動で入力する、または本製品の電話帳（ワンタッチ/短縮/ヴループダイヤル）に送信先の E 
メールアドレスを登録してある場合は、コンピューターを使わず本製品で原稿を読み取って直接送信することができます。 
電話帳の作成については、^ユーザーズガイド応用編「電話帳の登録と編集」を参照してください。解像度を変更したい 
場合は、【ファクス画質】で設定を変更してから、電話帳で送信先を選択し、<スタート>を押します。 

•送信先の E メールアドレスを手動で入力する場合 

① MFC - 8520 DN の場合はくシフト〉と<1>を、 MFC - 8950 DW の場合は【ファクス】 - I * を押すと E メールアド 
レス入力画面に切り替わります。 

② E メールアドレスを入力し、 <0 K > または 【0 K 】 を押します。 

③ く スター ト>を押します。 

(文字の入力方法については、ユーザーズガイド応用編「文字を入力する」を参照してください。） 

•本製品の電話帳は、ウェブブラウザー設定、またはリモートセツトアップからでも登録することができます。 


原稿を読み取ると、本製品は自動的に SMTP サーバーへ接続して指定された送信先に送信します。送信をキャンセルしたい 
場合は、<停止/終了>を押してください。 

- 

E メールサーパーによっては送受信できる E メールのサイズに制限があり、送信する E メール（原稿）のサイズが大きすぎ 
る場合、通信が正常に終了しないことがあります。本製品の【サイズ制限】を【オン】に設定しておくと、 1 MB を超える 
サイズの E メールを送信したときに【メモリがいっぱいです】と表示され 、 E メールの送信が中止され、エラーレポートが 
出力されます。この場合、ページを分割して送信するなど、1通の E メールを1 MB 以下にする必要があります。 
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第 6 章インターネットファクスを使用する 


|e メール/インターネットファクスを受信する 

インターネットファクスを受信する前に 


インターネットファクスを受信する前に、必要に応じて下記の項目を設定します。 

• 自動受信 
. ポーリング間隔 
. ヘッダー印刷 
• エフーメ _ ル肖腺 

• 受信確認（詳しくは、497ぺージ「メール受信設定」を参照してください。） 

インターネットファクスを受信する 


インターネットファクスを受信する方法は2通りの方法があります。 

• 自動で定期的に受信する 
• 手動で確認する 

本製品は定期的に POP 3 サーバーにアクセスし、自動的にメールチェックを行います。（ポーリンヴ設定を行った場合、その 
間隔でメールの確認を行います。） 

また、手動でメールチェックを行うこともできます。その場合は、操作パネルで<1> + <スタート> ( MFC - 8950 DW の場 
合）またはくシフト〉+くスタート〉 （ MFC - 8520 DN の場合）を押します。 

インターネットファクスを受信した場合は、液晶ディスプレイに【受信中】と表示され、受信が完了すると受信したメール 
の数が表示されます。 

メール確認の結果、 POP 3 サーパーにメールが存在しない場合や、印刷待ちの受信されたデータがない場合は、【メールはあ 
りませんでした】と2秒間表示されます。 

•インターネットファクスを受信したときに記録紙トレイに記録紙がセットされていない場合は、受信されたデータは本 
製品内のメモリに保存されます。記録紙トレイに記録紙を補充することで、保存されたデータが自動的に印刷されます。 

•インターネットファクスが正常に受信できなかった場合は、下記のよろなエラーレポートが印刷されます。 

• 受信されたメールがテキスト形式でない、添付ファイルが TIFF - F 形式でない場合： 

「添付ファイルのフォーマットは使用できません。ファイル名： XXXX 」 

• 受信されたメールのファイルサイズが大きすぎる場合： 

「ファイルサイズが大きすぎます」 

參エラーメール削除機能を【オン】に設定している場合は、これらのメールはサーバーから削除されます。 


コンピューターでインターネットファクスを受信する 


コンピューターでインターネットファクスを受信した場合、受信されたデータは、インターネットファクスで受信したこと 
を示すタイトル表示のメールに添付されます。 

インターネットファクスの送信先コンピューターが Windows ® XP、Windows Server ® 2003/2008 、 Windows Vista ® 
Windows ® 7 以外の OS をお使いの場合は、 TIFF - F 形式が閲覧可能なソフトウエアをインストールする必要があります。 
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第 6 章インターネットファクスを使用する 


インターネツトフアクスのその他の機能 


|受信したインターネットファクスを転送する 

受信した E メールやファクスを他の E メールアドレスやファクス機器へ転送することができます。 

受信したメッセージをコンピューターやインターネットファクスへ E メールとして転送することができます。また、通常の 
電話回線を通じて転送することもできます。 

本製品のウェブブラウザー設定、または操作パネルを使用して転送の設定ができます。 

ファクス転送の詳細については、#ユーザーズガイド応用編を参照してください。 

U レー配信する 

インターネットファクス（インターネット回線）で受信したファクスメッセージを、通常の電話回線を使用して他のファク 
ス機器に再送信することができます。これをリレー配信機能と呼びます。 

U レー配信する前に 


リレー配信をする前に、下記の項目をウェブブラウザー設定、操作パネル、またはリモートセットアップから設定してください。 

•リ レー 許可 

【リレー許可】を【オン】にしてください。 

•許可ドメイン 

本製品を経由して転送が可能なドメイン名を登録します。登録されていないドメイン名からのインターネットファクスは転送 
できません。 

參ドメイン名は信頼できるものを登録してください。 

參ドメイン名は10件まで登録できます。 

參ドメイン名とは、 E メールアドレスの”@"より後ろの部分です。 E メールアドレスが” TOKYOFAX @ brother . co . jp " の場 
合、ドメイン名は 11 brother . co . jp 11 となります。 


• U レー配信レポート 
U レー配信の方法 


本製品のリレー配信の方法には下記の2種類の方法があります。 

•本製品からファクスメッセージをインターネットファクス（インターネット回線）で他の機器 
に送り、そこから通常の電話回線で他のファクス機器に送信させる場合 

392ページ「本製品から送り、他の製品に中継させる場合」 

•本製品がインターネットファクス（インターネット回線）で受信したファクスメッセージを他 
のファクス機器に通常の電話回線で送信する場合 

395ページ「インターネットフアクスで受信した文書を本製品から他のファクス機器に送信する場合」 
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|本製品から送り、他の製品に中継させる場合 

例えば出張先のアメリカの本製品（アドレスは FAX @ brother . com ) から、東京支社にあるインターネットファクス機能を 
持つ他の製品（アドレスは TOKYOFAX @ brother . co . jp ) を経由して、東京の取引先の通常のファクス機にファクス送信す 
る場合のリレー配信方法を説明します。 

その際、東京支社の他の製品には、あらかじめリレー配信データの発信元として、アメリカの本製品のドメイン名“ brother . com ” 
を、許可ドメインとして登録しておく必要があります。登録がない場合はリレー配信できません。 


アメリカの本製品 東京支社の他の製品 東京の取引先 

FAX@brother.com TOKYOFAX@brother.co.jp 03-XXXX-XXXX 



複数の送信先にファクス送信させることもできます。その場合は、東京支社の他の製品が、アメリカの本製品から発信し 
た指示に従い複数の送信先に送信できる機能を持っていることが必要です。最大複数送信数は、#ユーザーズガイド応 
用編「同じ原稿を数力所に送信する〔同報送信〕」をご確認ください。 



経由する東京支社の他の製品がインターネットファクス機能を持つている必要があります。 


送信先（宛先）入力の形式を確認する 


あらかじめ、経由する東京支社の他製品がどのような使用環境にあるのかを確認してください。 pop 受信サーバーが構築さ 
れている場合と構築されていない場合では、本製品の送信宛先入力の形式が異なります。 

• POP 受信サーバーが構築されているとき 

比較的、大規模なオフィスなどで、 POP 受信サーバーが構築されている環境の他製品に中継させる場合は、本製品の E メールア 
ドレス入力画面で下記のように入力し、送信します。 

TOKYOFAX @ brother . co . jp ( fax #03 XXXXXXXX ) 


1 

経由する他の製品の 

1 

最終送信先の 

E メール アドレス 

ファクス番号 

(東京支社） 

(東京の取弓1先) 


() 内に中継指示を示す " fax #" を必ず入れる 

• POP 受信サーバーが構築されていないとき 

比較的、小規模なオフィスなどで、 POP 受信サーバーが構築されていない環境の他の製品に中継させる場合は、本製品の E メー 
ルアドレス入力画面で下記のように入力し、送信します。 


fax = 03 XXXXXXXX @ brother . co.jp 
L II I L ] 


中継指示を示す 
“ fax 二”を入れる 


経由する他の製品の 
ドメイン 
(東京支社） 


最終送信先のファクス番号 
(東京の取引先） 
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第 6 章インターネットファクスを使用する 


本製品から送信する 


複数のリレー配信先がある場合も、下記の手順に従ってください。 

• MFC - 8520 DN の場合 

y 

<ファクス > を押し、原稿をセツトする 


1台目のリレー配信先を含めたメールアドレスを入力する 

• • ， TOKYOFAX @ brother . co . jp ( fax #03 XXXXXXXX )" と入力します。 

• 本製 S の電話帳に_しておくこともできます。 


<0 K > を押す 


次のリレー酉出言先を含めたメールアドレスを入力する 

• ， ' TOKYOFAX @ brother . co . jp ( fax #045 XXXXXXX )" と入力します。 

• 本製 S の電話帳にしておくこともできます。 


3台目以降は、手 j 噴3、4をくり返す 


<スタート > を押して送する 

• MFC - 8950 DW の場合 

少 

【フアクス】を J 甲し、原稿をセツトする 


【◄】または【►】を押して【同報送信】を選択する 

匯接入力】 —№1 を押す 

^ E メ ールアドレス入力画面に切り替わります。 


液晶ディスプレイに表示されてし〗るテンキー、またはダイヤルポタンを使用して E メールアド 
レスを入力し、 [0 K ] を押す 

•例） POP 受信サーパーが織されているとき 



TOKYOFAX @ brother . co . jp ( fax #03 XXXXXXXX ) 

• 1台のみに送信する場合は、手順6に進みます。 

•文字の入力方法については、緣ユーザーズガイド応用編「文字を入力する」を参照してください。 

複数のリレー配信先を入力するには手順3〜手順4を繰り返して 、 E メールアドレスを入力する 

^ 例） POP 受信サーバーが構築されているとき 

TOKYOFAX @ brother . co.jp ( fax # 045 XXXXXXX ) 



すべての送信先を入力したら、 [0 K ] を押す 
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第 6 章インターネットファクスを使用する 




<スタート > を押して送信する 


•入力する E メールアドレスの形式は、東京支社の他の製品が使用されている環境により異なります。 

詳しくは、392ページ「送信先（宛先）入力の形式を確認する」を参照してください。 

參頻繁にリレー配信機能を使用する場合は、決まった E メールアドレスの形式で電話帳に登録しておくこともできます。登 
録してある場合は、手順3で【電話帳】を押し、電話帳から送信先を選択して [0 K ] を押してください。 
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I インターネットファクスで受信した文書を本製品から他のファクス機器に送 
信する場合 

例えば、アメリカの発信元（アドレスは FAX @ brother . com ) からインターネットファクス文書を東京本社にある本製品（ア 
ドレスは TOKYOFAX @ brother . co . jp ) で受信し、東京の取引先の通常のファクス機にファクス送信する場合のリレー配信 
方法を説明します。 

その際、東京本社の本製品には、あらかじめリレー配信データの発信元としてアメリカの発信元のドメイン名 •' brother . com " 
を、許可ドメインとして登録しておく必要があります。登録がない場合はリレー配信できません。 

また、【リレー許可】を【オン】にしてください。設定が【オフ】になっていると、本製品はリレー配信を行いません。 


アメリカの発信元 東京本社の本製品 東京の取引先 

FAX@brother.com TOKYOFAX@brother.co.jp 03-XXXX-XXXX 



|l€D-©H - 

本製品から最大48台の送信先にファクス送信させることができます。その場合は、アメリカの発信元の製品に複数の送信 
先を指定して送信できる機能（同報送信機能）がある必要があります。 

複数送信先入力については、各ファクス機器の取扱説明書でご確認ください。 


送信先（宛先）入力の形式を確認する 


本製品を中継点としてリレー配信を行ラ場合は、あらかじめ、本製品の使用環境をアメリカの発信元に知らせておく必要が 
あります。本製品の使用環境で POP 受信サーバーが構築されている場合と構築されていない場合では、送信宛先入力の形式 
が異なります。 

• POP 受信サーバーが構築されているとき 

アメリカの発信元は、本製品に対して下記のような E メールアドレス形式で送信します。 


TOKYOFAX @ brother . co . jp ( fax #03 XXXXXXXX ) 


1 

経由する本製品の 

1 

最終送信先の 

E メール アドレス 

ファクス番号 

(東京本社） 

(東京の取弓1先) 


() 内に中継指示を示す “ fax #” を必ず入れる 

• POP 受信サーバーが構築されていないとき 

アメリカの発信元は、本製品に対して下記のような E メールアドレス形式で送信します。 


fax 二 03 XXXXXXXX @ brother . co.jp 


I 

中継指示を示す 

1 

経由する本製品の 

fax =” を入れる 

ドメイン 


(東京本社） 


最終送信先のファクス番号 
(東京の取引先） 
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第 6 章インターネットファクスを使用する 


|コンピューターからリレー配信を行う 

お持ちのコンピューターがら東京にある本製品に E メールを送信し、リレー配信機能を使用することもできます。リレー配 
信先のファクス番号を入力する方法は、お使いのメールソフトにより異なります。 



また、ソフトウェアやそのパージョンによっては、配信先のファクス番号を含んだ E メールアドレスの送信/同報に対応して 
いない場合があります。 


• Outlook ヒ xpress 

• Netscape Communicator 4 .x 以降 

• Eudora Ver 4 .x 以降 
• 〇 utlook 97 以降 

上記のメールソフトについては、送信先アドレスの欄やアドレス帳のメンパー作成時のアドレス欄に下記のように入力して 
ください。 

例） POP 受信サーバーが構築されているとき 

TOKYOFAX @ brother . co.jp ( fax # 〇 3 XXXXXXXX ) 

(メールソフトによっては上記の通りに入力して Enter キーを押すと << fax # Q 3 XXXXXXXX >, と表示されることがあり 
ますが、正しく送信できます。） 

リレー配信機能はネットワーク PC ファクスからも使用できます。 （ Windows ® のみ） 

"€ 3 •©“- 

• メールソフトに入力する E メールアドレスの形式は、東京にある本製品の使用環境により異なります。 

詳しくは、二92ぺージ「送信先（宛先）入力の形式を確認する」を参照してください。 


參「丁.37」規格でサポートしているイメージフオーマツトは、 RFC - 2301記載のモノクロ TIFF-F Profile S のみです。 
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第 6 章インターネットファクスを使用する 


確認メールについて 

インターネットファクス、または E メールを送信したとき、受信した相手機から受信確認メッセージを受け取ったり、本製 
品がインターネットファクス、または E メールを受信したことを送信者に通知するように設定することができます。 

これらの設定は、【メール送信設定】と【メール受信設定】で行います。 

メール送信設定 


【メール送信設定】の【受信確認要求】を【オン】、または【オフ】にします。【オン】に設定した場合、送信する文書に情 
報を追加して送信します。その情報を MDN (受信確認リクエスト）と呼び、受信した相手機から受信確認メッセージを受け 
取ることができます。受信側の機器が MDN に対応しており、その設定が有効になっている必要があります。 

"€ 3 *©"- 

MDN (受信確認通知） 

SMTP (Simple Mail Transfer Protocol ) 送信機能を使用してインターネットファクス、または E メールメッセージが相 
手機に受信されると、 MDN は相手機に対して受信確認を要求します。 

相手機のユーザーは、受信した E メールメッセージのデータを使用して、インターネットファクス、または E メールの内容 
を読んだり、出力したりすることができます。 

相手機のユーザーが、受信したインターネット ファクス、 または E メールの内容を読んだり、出力したりするために E メー 
ルメッセージを開くと、相手機は送信元に受信確認を送付します。 


メール受信設定 


本製品がインターネットファクス、または E メールを受信したことを送信者に通知するように設定することができます。【メー 
ル 受信設定】 の 【受信確認】を設定します。この設定には下記の3通りがあります。 

. 【オン】：受信したすべてのインターネットファクス、または E メールに対して送信元に受信確認を送付します。 

送信元が受信確認を受け取ると、下記のメッセージが出力されます。 

「成功： （ PC のメールアドレス）から受信しました。 < XXXX>J 
( rxxxxj は送信元のメールアドレスです） 

.[ MDN ] : MDN (受信確認リクエスト）機能を使用して送付されてきたインターネットファクスの送信元に対してのみ受信確 
認を送付します。 

. 【オフ】：受信確認の送付を行いません。 

確認メールを確実に機能させるために、下記の設定を必ず行つてください。 

• 送信の場合 

【メール送信設定】の【受信確認要求】を【オン】に設定する 

【メール受信設定】の【ヘッダー印刷】を【全て】、または【ヘッダーのみ】に設定する 
• 受信の場合 

【メール受信設定】の【受信確認】を【オン】に設定する 


|エラー メールについて 

インターネットファクス送信時にエラーが発生した場合、メール サーバー からエラーメッセージが送信され、本製品でエラー 
メッセージが出力されます。また、インターネットファクス受信時にエラーが発生した場合も、同様に出力されます。 

(例：「添付ファイルのフォーマットは使用できません。ファイル名： XXXXJ ) 

エラーメールを確実に受け取るためには、必ず【メール受信設定】の【ヘッダー印刷】を【全て】、または【ヘッダーのみ】 
に設定してください。 
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セキュリティ機能 



コンピューターをネットワークに接続していると、悪意のある第三者によって不正にネットワークにアクセスされてデータ 
や機密情報が読み取られてしまろなどの危険性があります。 

本製品は、最新のネットワークセキュリティおよび暗号化プロトコルを使用して、機器への不正アクセスを防止する機能を 
搭載しています。 

この章では、本製品がサポートしているセキュリティプロトコルやその設定方法について説明します。 

以下のセキュリティ管理をすることができます。 

• SSL / TLS を使って、本製品のセキュリティを管理する 

詳しくは、二100ページ「ウェブブラウザー設定を使って安全に管理する」を参照してください。 

• SNMPV 3 プロトコルを使って、本製品のセキュリティを管理する 

詳しくは、3100ぺージ「ウェブブラウザー設定を使って安全に管理する丄または3110ぺージ 「BRAdmin Professional を 
使って安全に管理する （ Windows ® のみ)」を参照してください。 

• SSL/TLS ( IPPS ) を使って、文書を安全に印刷する 

詳しくは、3102ページ ripps を使って文書を安全に印 su する」を参照してください。 

• 安全に E メールを送受信する 

詳しくは、3103ぺージ「安全な E メールの送受信」を参照してください。 

• IEEE 802. lx 認証方式を使う 

詳しくは、3107ぺージ 「 IEEE 802 . lx 認証方式を使用する」を参照してください。 

• BRAdmin Professional を使って、本製品を安全に管理する 

詳しくは、二110ページ 「BRAdmin Professional を使って安全に管理する （ Windows ® のみ)」を参照してください。 

•本製品を安全に管理するために、証明書を使う 

詳しくは、=>111ページ「証明書を使って安全に管理する」を参照してください。 

• 複数の証明書を管理する 

詳しくは、4123ページ「複数の証明書を管理する」を参照してください。 

- 

• Telnet FTP 、 TFTP プ□トコルを無効にしてください。これらのプロトコルを使って機器にアクセスすることは、セ 
キュリティ上安全ではありません。プロトコルの設定方法については、二99ページ「プロトコルを設定する」を参照し 
てください。 

• FTP プロトコルが使用できない場合は、スキャン to FTP 機能は使用できません。 
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第 7 章セキュリティ機能 


プロトコルを設定する 


ウェブブラウザー設定を使って、各プロトコルおよびセキュリティ方法を有効、または無効にできます。 

- 

參 Windows ® の場合は Windows ® Internet Explorer ® 7.0/8.0または Firefox 3. 6以降、 Macintosh の場合は Safari 4.0/ 
5.0 以降をおすすめします。 

•どのウェブブラウザーの場合も、 JavaScript および Cookie を有効にして使用してください。 

•上記以外のウェブブラウザーを使用する場合は、 HTTP 1.0 と HTTP 1.1 に互換性があるかを確認してください。 

•ウェブブラウザー設定を使用するには、本製品の IP アドレスが必要です。 


1 ウェブブラウザーを起動する 


〇 ウェブブラウザーのアドレス入力欄に http :// XXXXX / を入力する 

_ / [ XXXXX ] はご使用になるプリンターの IP アドレスです。 

例）本製品の IP アドレスが1 92. 1 68. 1 .2 の場合 
ブラウザーに http ：// 192.16 8. 1 .2/ を入力します。 

••€ 3 *©“- 

hosts ファイルを編集した場合や 、 DNS (ドメインネームシステム）を使用している場合は、 IP アドレスで 
はなく、本製品に割り当てた名前を入力します。本製品は、 TCP / IP および NetBIOS をサポートしているた 
め、本製品の NetBIOS 名を入力することもできます。 

NetBIOS 名は、ネットワーク設定リストに表示されます。ネットワーク設定リストの印刷方法については、 
づ46ページ「ネットワーク設定リストの出力」を参照してください。 

お買い上げ時の NetBIOS 名は、ノード名（有線 LAN の場合は “ BRNxxxxxxxxxxxx ”、 無線! _ AN の場合は 
“ BRWxxxxxxxxxxxx ”） と同じです。 

( fxxxxxxxxxxxxj は MAC アドレス（イーサネットアドレス）の12桁です〇) 



本製品のウェブページから[ネットワーク]タブを®尺する 

パスワードを設定している場合は、パスワードを入力して□グインしてください。 


[ネットワーク]—[プロトコル]をクリックする 


必要に応じてプロトコルの設定を変更する 


設定を変更した場合は、 [0 K ] をクリックする 

[ YES ] をクリックしてください。再起動後、設定が変更されます。 
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ネットワークプリンターを安全に管理する 


ネットワークプリンターを安全に管理するには、セキュリティプロトコルと合わせて、以下の管理ソフトウェアを使用する 
必要があります。 

• ウェガラウザー離 
• BRAdmin Professional =>110ぺージ 

|ウェブブラウザー設定^使って安全に管理する 

ネットワークプリンターを安全に管理するためには、 HTTPS と SNMPV 3 の使用をおすすめします。 

• Windows ® の場合は Windows ® Internet Explorer ® 7.0/8.0または Firefox 3.6 以降、 Macintosh の場合は Safari 4.0/ 
5.0 以降をおすすめします。 

參どのウェブブラウザーの場合も、 JavaScript および Cookie を有効にして使用してください。 

•上記以外のウェブブラウザーを使用する場合は、 HTTP 1.0 と HTTP 1.1 に互換性があるかを確認してください。 

參ウェブブラウザー設定を使用するには、本製品の IP アドレスが必要です。 


,<| ウェブブラウザーを起動する 

1 




ウェブブラウザーのアドレス入力欄に https://XXXXX/ を入力する 

" http " の後ろに” s " を付け、 https :// と入力してください。 

[ XXXXX ] は、 IP アドレス、ホスト名、ドメイン名などの証明書に割り当てた コモン ネームを入力します。証明書 
に コモン ネームを割り当てる方法については、11ぺージ「証明書を使って安全に管理する」を参照してください。 


例） https ://1 92.168 .1.2 / (rXXXXXJ が本製品の IP アドレスである場合） 

ll€3-©i| - 

hosts ファイルを編集した場合や 、 DNS (ドメインネームシステム）を使用している場合は、 IP アドレスで 
はなく、本製品に割り当てた名前を入力します。本製品は、 TCP / IP および NetBIOS をサポートしているた 
め、本製品の NetBIOS 名を入力することもできます。 

NetBIOS 名は、ネットワーク設定リストに表示されます。ネットワーク設定リストの印刷方法については、 
346ページ「ネットワーク設定リストの出力」を参照してください。 

お買い上げ時の NetBIOS 名は、ノード名（有線 LAN の場合は “ BRNxxxxxxxxxxxx ”、 無線 LAN の場合は 
“ BRWxxxxxxxxxxxx ”） と同じです。 

( fxxxxxxxxxxxxj は MAC アドレス（イーサネツトアドレス）の12桁です〇) 




HTTPS を使って本製品にアクセスする 

HTTPS プロトコルを使用するときは、 SNMPV 3 を合わせて使用することをおすすめします。 SNMPV 3 を使用する 
場合は以降の手順に従つてください。 


:- 

SNMP 設定は BRAdmin Professional でも変更できます 0 


m 品のウェブページから[ネットワーク]タブを題尺する 

パ スワー ドを設定している場合は、パ スワー ドを入力して□ヴインしてください。 
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g [ネットワーク]—[プロトコル]をクリックする 


必ず SNMP 設定を有効にし、 SNMP の 
[詳細設定]をクリックする 

右の画面から SNMP 設定を設定できます。 


SNMP 動作モードは次の3種類です。 

• SNMPv 3 read-write access 

このモードでは、 SNMP プロトコルのパージョン3が使用されます。安全に本製品を eg する場合は、このモードを選択してください。 

- 

[ SNMPv 3 read-write access ] を使用する場合は、次の点に注意してください。 

• プリントサーパーは 、 BRAdmin Professional , またはウェブブラウザー設定でのみ管理できます。 

• SSL 通信 （ HTTPS ) の使用をおすすめします。 

• BRAdmin Professional 以外では、 SNMPv 1/ v 2 c を使用するすべてのアプリケーションが制限されます。 

SNMPvl A /2 c で動作するアプリケーションを使用するには、 [ SNMPv 3 read-write access and v 1/ v 2 c read-only 
access ]、 または [SNMP v 1/ v 2 c read-write access ] を使用してください。 


• SNMPv 3 read-write access and vl / v 2 c read-only access 

このモードでは、 SNMP プロトコルのパージョン 3 の読み書きと、パージョン1および 2 C の読み取りが使用されます。 

— 

[ SNMPv 3 read-write access and vl / v 2 c read-only access ] を使用する場合は、パージョン1および 2 c の読み取リア 
クセスではパスワード認証ができないため 、 BRAdmin Light などのプラザーアプリケーションが正しく動作しません。す 
ベてのプラザーアプリケーションを使用する場合は 、 [SNMP v 1/ v 2 c read-write access ] を使用してください。 


# SNMP vl / v 2 c read-write access 

このモードでは、 SNMP プロトコルのパージョン 1 および 2 c が使用されます。すべてのプラザーアプリケーションが使用できま 
す。ただし、ユーザーが認証されず、データが暗号化されないため、安全ではありません。 

••€3•©•翁- 

詳細については、ウェブブラウザー設定の SNMP 設定のヘルプ @ を参照してください。 


SNMP ③ 


状態 有効 

SNMP 動作モード 

® SNMP v1/v2c read-write access 
O SNMPv3 read-wrlte access and v1/V2c read-only access 
O SNMPv3 read-wrlte access 

SNMP v1/v2c モード設定 

0 旧バージョンの BRAdmin^ 用 L 、たネットワーク管理を有効 

I キャンセル ] IOK] 
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IPPS を使って文書を安全に印刷する 


文書を暗号化し、インターネットを経由して安全に印刷するには、 IPPS プロトコルを利用します。 



IPPS を使用した通信では、本製品への不正アクセスを防止することはできません。 


IPPS は、 Windows ® XP、Windows Server ® 2003/2008 、 Windows Vista ®、 Windows ® 7 で利用できます。 


| 別の URL を指定する 

URL 欄には、下記の入力が可能です。 

https://Common_Name/ipp 

推奨 URL です。 

https://Common_Name/ipp/port 1 

HPJetdirec 佣の URL です。 


https://Common_Name/ 

URL の詳細を忘れた場合は、上記のテキストだけでも本製品に受け付けられ、データが処理されます。 

" http " の後ろに n s H を付け、 https :// と入力してください。 

[ Common _ Name ] (コモンネーム）は、 IP アドレス、ホスト名、ドメイン名などの証明書に割り当てたコモンネームを入力 
します。証明書にコモンネームを割り当てる方法については、”111ページ「証明書を使って安全に管理する」を参照して 
ください。 

例） https :// 192.16 8.1.2/ (「コモンネー厶」が本製品の IP アドレスである場合） 

https :// BRNxxxxxxxxxxxx / (「コモンネーム」が本製品のホスト名である場合） 
fxxxxxxxxxxxxj は MAC アドレス（イーサネツトアドレス）の12桁です 0 
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安全な E メールの送受信 


ユーザー認証を必要とする SMTP サーバーを経由して、 E メールを送信するには 、 「POP before SMTP 」 / 「 SMTP - AUTH 」 
の認証方法を使用する必要があります 。 「POP before SMTP 」 / 「 SMTP - AUTH 」 の認証方法は、無許可のユーザーがメー 
ルサーバーに不正にアクセスすることを防ぎます。また E メールを安全な経路で送信、受信するには、 SSL / TLS 通信方式を 
使用する必要があります。 SSL / TLS 通信方式は、 E メールデータが第三者に不正に読み取られることを防ぎます。 

これらの設定はウェブブラウザー設定で設定することができます。詳細については、ウェブブラウザー設定の P 0 P 3 /SMTP 
設定のヘルプ @ を参照してください。 

設定後にテストメールを送信し、 E メール設定が正しいことを確認してください。 

- 

• E メールの送信は、 E メール通達機能、 E メールレポート、インターネットファクス送信機能を使用する場合に行われます。 

• E メールの受信は、インターネツトフアクス受信機能を使用する場合に行われます。 


E メール通達機能について 

E メール通達機能では、あらかじめ登録しておいたネットワーク管理者に、本製品の状態やトラプルが起きたときにその内 
容を E メールでお知らせすることができます。 

例えば、トナー切れや紙づまりが起きたときなどに、登録しておいたメールアドレスにお知らせメールが届きます。 

E メール通達機能を利用するには、メールアドレスと SMTP サーバーの設定が必要です。使用している環境に応じて設定し 
てください。 

- 

春 P 0 P 3/ SMTP 認証の設定を E メールサーパーのいずれかに合わせる必要があります。使用前の設定については、ネット 
ワーク管理者、またはインターネットサービスプ□パイダーにお問い合わせください。 E メール通達機能は、ウェブプ 
ラウザー設定から本製品にアクセスし、[エラー通達]から設定してください。 

• SSL / TLS 通信を使って E メールを送受信するためには、 SSL / TLS 通信に対応している E メールサーバーが必要です。 
SMTP over SSL / TLS 、 または POP 3 over SSL / TLS を正しく設定する必要があります。 


[ウェブブラウザー設定を使って設定する 


ゴ ウェブブラウザーを起動する 

1 


〇 ウェブブラウザーのアドレス入力欄に http :// XXXXX / を入力する 

_ [xxxxx] はご使用になる本製品の IP アドレスです。 

例）本製品の IP アドレスが1 92.168.1.2 の場合 

ブラゥザーに http :// 192.168 .1.2 /を入力します。 

— 

hosts ファイルを編集した場合や 、 DNS (ドメインネームシステム）を使用している場合は、 IP アドレスで 
はなく、本製品に割り当てた名前を入力します。本製品は、 TCP / IP および NetBIOS をサポートしているた 
め、本製品の NetBIOS 名を入力することもできます。 

NetBIOS 名は、ネットワーク設定リストに表示されます。ネットワーク設定リストの印刷方法については、 
”46ページ「ネットワーク設定リストの出力」を参照してください。 

お買い上げ時の NetBIOS 名は、ノード名（有線 LAN の場合は “ BRNxxxxxxxxxxxx ”、 無線 LAN の場合は 
“ BRWxxxxxxxxxxxx ”） と同じです。 

( fxxxxxxxxxxxxj は MAC アドレス（イーサネットアドレス）の12桁です〇) 
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本製品のウェブページから[ネットワーク]タブを題尺する 

パスワードを設定している場合は、パスワードを入力して□グインしてください。 

夕 

[ネットワーク]—[プ□トコル]をクリックする 


[ POP 3/ SMTP ] を必ず有効にし、 [1 群 ffl 設定]をクリックする 




P 0 P 3 /SMTP の設定を変更する 


P0P3/SMTP ③ 


状態 

有効 

送信メールサーバー （ SMTP ) 

10.0 .0.0 

SMTP ボート 

125 | 

送信メールサーバー (SMTP |認証方 

® なし 

式 

O SMTP-AUTH 


O POP before SMTP 

SMTP - AUTH アカウント名 

1 1 

SMTP - AUTH アカウントパスワード 


パスヮード設定 

1 1 

パスワード 確認 

1 1 

SMTP over SSLTLS 



O SSL 


□ サーバー証明害を検証 

ブリンターの E メールアドレス 

bm» 00000000 <xx@example .com 

受信メールサーパー （ POP 3) 

10.0 .0.0 

POP 3 ボート 

Ml 

アカウント名（ユーザー名） 

1 1 

パスヮート- 


パスヮード 確認 

1 1 

1 1 


□ APOP^ 使用 

POP 3 over SSLTLS 



O SSL 


□ サ ~ パー HE 明害を検証 

分割メッセージタイムアウト 

|12〇 |分 

インターネットファクス 

caSF 明 害 


E メール通達1 メンテナンス 情報 1 


エラー 通達 



[ キャンセル丨 [ok I 


參詳細については、ウェブブラウザー設定の P0P3/SMTP 設定のヘルプ 〇 を参照してください。 
•設定後にテストメールを送信し、 E メール設定が正しいことを確認してください。 


8 


設定を変更した場合は、 [0 K ] をクリックする 

[E メー ル送信/受信設定テスト]画面が表示されます。 


現在の設定をテストしたし、場合は、画面上の指示に従う 
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|ユーザー 認証を使用して E メールを 送信する 

本製品は、ユーザー認証を必要とする SMTP サーパーを経由して、 E メールを送信するための 「POP before SMTP 丄また 
は 「 SMTP - AUTH 」 認証方法をサポートしています。ウェブブラウザー設定、または BRAdmin Professional を使用して設 
定することができます。 

[ P 0 P 3/ SMTP ] 画面で、以下の設定をします。詳しくは、4103ぺージ「ウェブブラウザー設定を使って設定する」を参 
照してください。 

送信メールサーバー （ SMTP ) 認証方式を設定する 


送信メールサーパー （ SMTP ) 認証方式を、ご利用の E メールサーバーで要求される認証方式に設定する必要があります。ご 
利用の E メールサーパーで要求される認証方式については、ネットワーク管理者、またはインターネットサービスプ□パイ 
ダーにお問い合わせください。 

SMTP 認証方式を有効にするには、[送信メールサーバー （ SMTP ) 認証方式]の [ SMTP - AU 丁 H ] にチェックを入れる必 
要があります。 

- 

•ウェブブラウザー設定で SMTP ポート番号も変更できます。これは、ご使用の ISP (インターネットサービスプ□パイ 
ダー）が 「Outbound Port 25 Blocking ( OP 25 B )」 サービスを実施している場合に便利です。 

• SMTP ポート番号を ISP が SMTP サーバーで使用している特有の番号（例：ポート 587) に変更することで、 SMTP サー 
パー経由で E メ ールを送信できるようになります。 

•「POP before SMTP 」 と 「 SMTP - AUTH 」 の両方を使える場合は、[送信メールサーバー （ SMTP ) 認証方式]の 
[ SMTP - AUTH ] を選択することをおすすめします。 

•[送信メールザーパー （ SMTP ) 認証方式]を [POP before SMTP ] に設定すると、受信メールサーバー （ POP 3) の 
設定が必要となります。また、 [ AP 0 P を使用]をチェックして、 AP 0 P 方式を使用することもできます。 
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| SSL / TLS を使用して E メールを送受信する 

本製品は、 SSL / TLS 通信を必要とする SMTP サーパーを経由して E メールを送受信するための SSL / TLS 通信方式をサポート 
しています。 

SSL / TLS 方法は、正しく設定する必要があります。 

[ P 0 P 3/ SMTP ] 画面で、以下の設定をします。詳しくは、4103ページ「ウェブブラウザー設定を使って設定する」を参 
照してください。 

サーバー証明書の検証について 


• [SMTP over SSL / TLS ] 、または [ POP 3 over SSL / TLS ] の [ SSL ] 、または [ TLS ] を選 
択した場合は、[サーバー証明書を検証]に自動的にチェックが入ります。 

. サーパー証明書を検証する前に、証明機関 （ CA ) 発行の CA 証明書をインポートする必要があります。 CA 証明書について 
は、ネットヮーク管理者にお問い合わせください。証明書のインポートについては、3121ぺージ 「 S 正明書と秘密鍵をイン 
ポート/エクスポートする」を参照してください。 

• サーパー証明書検証の必要のなし竭合は、[サーパー証明書を検証]のチェックを外してください。 

ポート番号について 


• [ SSL ]、 または [ TLS ] を選択した場合、プロトコルに合わせた [ SMTP ポート]、または [ POP 3 
ポート]の番号が変わります。手動でポート番号を変えたい場合は 、 [SMTP over SSL / TLS ] 、 
または [ POP 3 over SSL / TLS ] でいずれかを選択してからポート番号を入力してください。 

• E メールサーバーに合わせた POP 3/ SMTP 通信方法に設定しなければなりません 。 E メールサー 
パーの設定については、ネットワーク管理者、またはインターネットサービスプ□パイダーにお問 
い合わせください。 

安全な Web メールサービスには次の設定が必要です。 

( SMTP ) 

• [ SM 丁 P ポート]は、[587]を選択してください。 

• [送信メールサーパー ( SMTP ) 認証方式]は、 [ SMTP - AUTH ] を選択してください。 

• [ SM 丁 P over SSL / TLS ] は、 [ TLS ] を選択してください。 

( POP 3) 

• [ POP 3 ポート]は、[995]を蔚尺してください。 

• [ POP 3 over SSL / TLS ] は、 [ SSL ] を選択してください。 
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IEEE 802.1 x 認証方式を使用する 


本製品は、有線、または無線 LAN ( MFC - 8950 DW のみ）で EEE 802.1 x 認証方式を使用することができます。 

EEE 802.1 x 認証を使用するためには、証明機関 （ CA ) 発行の証明書をインストールする必要があります。 

CA 証明書のインポートが必要な場合は、ネットワーク管理者、またはインターネットサービスプ□パイダーにお問い合わせ 
ください。証明書のインストールについては、二111ページ「証明書を使って安全に管理する」を参照してください。 

|ウェブブラウザー設定を使って EEE 802.1 x 認証を設定する 

ウェブブラウザー設定を使用して、有線、または無線 LAN の EEE 802.1 x 認証を設定します。次の手順に従ってください。 
ウェプブラウザー設定の他にも下記の方法で EEE 802.1 X 認証を設定することができます。 

• 有線 LAN の場合 

• 巳 RAdmin Professional 

• 無線 LAN の場合 （ MFC - 8950 DW のみ） 

• 操作パネルから手動で無線 LANI 陡をする 
• プラザーインストーラーを使用する 
• 巳 RAdmin Professional 

- 

參 EAP - TLS 認証を使って本製品を設定する場合は、設定する前に証明書をインストールする必要があります。 

複数の証明書を使用している場合は、使用する証明書をメモしておいてください。証明書のインストールについては、 
二120ページ「証明書をインストールする」を参照してください。 

參サーパー証明書を検証する前に、サーバー証明書を認証している証明機関 （ CA ) 発行の CA 証明書をインポートする必 
要があります。証明機関 （ CA ) 発行の証明書については、システム管理者にお問い合わせください。証明書のインポー 
卜については、二121ページ「証明書と秘密鍵をインポート/エクスポートする」を参照してください。 

參証明書についての詳細は、二111ページ「証明書を使って安全に管理する」を参照してください。 


ィ I ウェブブラウザーを起動する 

1 


〇 ウェブブラウザーのアドレス入力欄に http :// XXXXX / を入力する 

_ [xxxxx] はご使用になる本製品の IP アドレスです。 

例）本製品の IP アドレスが1 92. 1 68. 1 .2 の場合 

ブラウザーに http :// 1 92. 1 68. 1 .2/ を入力します。 

- 

hosts ファイルを編集した場合や 、 DNS (ドメインネームシステム）を使用している場合は、 IP アドレス 
ではなく、本製品に割り当てた名前（例： Shared _ Printer ) を入力します。また、本製品は、 TCP / IP およ 
び NetBI 〇 S をサポートしているため IP アドレスではなく、本製品の NetBIOS 名を入力することもできます。 
NetBIOS 名は、ネットワーク設定リストに表示されます。ネットワーク設定リストの印刷方法については、 
”46ページ「ネットワーク設定リストの出力」を参照してください。 

お買い上げ時の NetBIOS 名は、ノード名（有線 LAN の場合は “ BRNxxxxxxxxxxxx ”、 無線 LAN の場合は 
“ BRWxxxxxxxxxxxx ”） と同じです。 

( fxxxxxxxxxxxxj は MAC アドレス（イーサネツトアドレス）の12桁です〇) 


， 本製品のウェブページから[ネットワーク]タブを題尺する 

^ パスワードを設定している場合は、パスワードを入力して□ヴインしてください。 
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M 有線 LAN は mm - [有線802 . lx 認証]をクリックする 

無線 LAN は L 無線]—[無線（エンタープライズ)]をクリックする 




IEEE 802. lx 認 I 正の設定をする 

•有線 LAN で IEEE 802 . lx を使用する場合は、有線 
802 . lx 設定画面で有線802 . lx 状態の[有効]を 
選択してください。 

• IEEE 802 . lx 認証と内部認証を設定します。 

認証方式（:内部認証）の詳細については、3139 
ぺージ「ネットワーク知識編」を参照してくださ 
い。 

“€3*©"- 

參[認証方式](右記画面の※ 1) 

[認証方式]で [ EAP - TLS ] を選択した場 
合は、[ウライアント証明書]のプルダウン 
メニューから検証するためにインポートさ 
れている証明書を選択する必要があります。 
[ EAP - FAS 丁]、 [ PEAP ]、[ EAP - TTLS ]、 
[ EAP - TLS ] 認証方式を選択した場合は、 
[サーバー証明書の検証]のプルダウンメ 
ニューから検証方法を選択してください。す 
でに本製品にインポートされているサー 
パー証明書を認証している証明機関 （ CA ) 
発行の CA 証明書によリサーパー証明書を検 
証することができます。 

參[サーパー証明書の検証](右記画面の※ 2) 

信頼できるサーパー証明書の場合は、[サー 
パー証明書の検証]のプルダウンメニュー 
で[検証しない]を選択してください。こ 
の場合は、サーパー証明書の検証はされま 
せん。 

サーパー証明書の証明機関 （ CA ) における信 
頼性を確認したい場合は、[サーノ、し証明書の 
検証]のプルダウンメニューでサーバー証明 
書を認証している証明機関 ( CA ) 発行の [CA 
証明書]を選択してください。 

サーバー証明書の証明機関 ( CA ) における 
信頼性に加えてコモンネーム％を確認した 
い場合は、[サーパー証明書の検証]のプル 
ダウンメニューで [ CA 証明書+サーバー ID ] 
を選択してください。 


有線 802 . lx 認証 




有 »802.1 K 〇 有効® 無効 

Q 認証方式 [EAP-MD5 y] J 


ユーザー ID 
パスワート _ 

パスワード猫 
パスワード掘 S 


HsiTal 



[ キヤンセル ]IOK j 


無線（エンタープライズ } 




ステ'-タス 


SSID (ネットヮ-ク名） 

SETUP 


卿方式 

オーブン システム 


BS 号化方式 

な 


動作モード 



チャンネル 

0 


信号 強度 



接綾モード 

|イン:75ストラ好ャー v| 


SSID (ネットワーク名） 

|SETUP 

画 

チャンネル 



[ 認証方式 

EAP-TLS v ) - 


暗号化方式 

1 TKIP v] 



a - tf-iD 


方イアント証明害 


feL. V 


サーバー証明害の検証 


「嘯しな'I、V 


証明害 


[ 干-ヤン 12 ル I [ok] 


※l 


※と 


※l 


※と 


※コモンネームの確認は、サ _ パー証明書 
のコモンネームとサーバー ID を比較しま 
す0 

サーバー証明書のコモンネームとサー 
バー ID については、ネットワーク管理者 
しお問い合わせください。 
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設定が完了したら、 [0 K ] をクリックする 

• 有線 LAN の場合、設定が終わると IEEE 802. lx をサポートしたネットワークに本製品が接続されます。数分後に 
ネットワーク設定リストを出力して、リスト内のく Wired IEEE 802.1 x > の Status の項目で、以下の IEEE 802 .lx 
の設定状態を確認してください。 

• Success 

有線 LAN の IEEE 802.1 x 機能が有効であり、かつ認証に成功している状態 

• Failed 

有線 LAN の IEEE 802.1 x 機能が有効であり、かつ認証に失敗している状態 
•Off 

有線 LAN の IEEE 802.1 x 機能が無効になっている状態 
詳しくは、346ページ「ネットワーク設定リストの出力」を参照してください。 

•無線 LAN の場合、設定が終わると自動的に WLAN レポート（無線 LAN レポート）が出力されます。無線 LAN の 
IEEE 802 . lx の状態を確認してください。 

詳しくは、447ぺージ「無線 LAN レポートの出力 （ MFC - 8950 DW のみ)」を参照してください。 
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BRAdmin Professional を使って安全に管理する （ Windows ⑧のみ ) 


BRAdmin Professional を使って本製品を安全に管理するには、次の点に従ってください。 

• BRAdmin Professional は、最新パージョンをご使用されることをおすすめします。 

BRAdmin Professional は、サポートサイト（プラザーソリユーションセンター （ http :// solutions . brother . co . jp /)) がらダウ 
ンロードできます。旧バージョンの BRAdmin Professional を使ってプラザー機器を管理すると、ユーザー認証においてセキユ 
リティ上安全ではありません。 

• 旧バージョン※ 1 の BRAdmin からアクセスすることを避けたい場合は、ウェブブラウザ ー 設定を使って[プロト コル] 画面の 
SNMP の[詳細設定]で、旧パージョン％ 1 の BRAdmin からのアクセスを無効に設定する必要があります。一10◦ベージ「ウェ 
ププラウザー設定を使って安全に管理する」を参照してください。 

• BRAdmin Professional とウェブブラウザー設定を同時にお使いになる場合は、 HTTPS プロトコルでウェブブラウザー設定を 
お使いください。400ぺージ「ウェブブラウザー設定を使って安全に管理する」を参照してください。 

• 従来のプリントサーパー※ 2 と本製品のプリントサーパーガ混在したグループを BRAdmin Professional で管理している場合は、 
グループごとに異なるパスワードを使うことをおすすめします。これによって本製品が安全に管理されます。 


※1 Ver .2.80 以前の BRAdmin Professional 、 Ver . 1 .1 ◦以前の Macintosh 用 BRAdmin Light 
※之 NC -200 〇 シリーズ、 NC -21 〇 Op 、 NC -3100 h 、 NC -310 〇 s 、 NC -4100 h 、 NC -51 〇〇 h 、 NC -5200 h 、 NC -6100 h 、 
NC - 6200 h 、 NC -630 〇 h 、 NC - 6400 h 、 NC -80 〇 0、 NC -100 h 、 NC -110 h 、 NC -120 w 、 NC -130 h 、 NC -14 〇 w 、 
NC - 8100 h 、 NC - 9100 h 、 NC - 7100 w 、 NC -7200 w 、 NC -2200 w 
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証明書を使って安全に管理する 


本製品では、以下の安全に管理するための複数のセキュリティ証明書、認証方式、セキュリティ通信方式に対応しています。 
. SSL / TLS 通信 
.EEE 802 . lx 認証方式 

• SMTP / POP 3 のための SSL 通信 

本製品は、以下の証明書に対応しています。 

• プレインストール証明書 

本製品には、あらかじめインストールされている証明書があります。証明書を作成とインストールをすることなく、この証明 
書を使用して簡単に SSL / TLS 通信を行うことができます。 

• 自己署名証明書を使用する 

本製品自ら証明書を発行します。証明機関 （ CA ) から証明書を取得することなく、この証明書を用いて、簡単に SSL / TLS 通信 
を行うことができます。二114ぺージ「自己署名証明書を作成する」を参照してください。 

• 証明機関 （ CA ) 発行の証明書を使用する 

すでに証明機関 （ CA ) 発行の証明書を持っている場合、またはその他の信頼された証明機関 （ CA ) が発行した証明書を使用 
したい場合は、次の2つのインストール方法があります。 

• 本製品から CSR (証明書署名要求）を送信するには、419ページ 「 CSR を作成してインストールする」を参照してください。 
• 証明書と秘麵をインポートするには、二121ぺージ「証明書と秘密鍵をインポート/エクスポートする」を参照してください。 

• CA 証明書 

特定した証明機関 （ CA ) の秘密鍵を所有する CA 証明書を使用する場合は、証明機関 （ CA ) から CA 証明書をインポートし、事 
前に設定する必要があります。 

• SSL / TLS 通信を行う場合は、あらかじめシステム管理者にお問い合わせいただくことをおすすめします。 

•本製品は、自己署名証明書と証明機関 （ CA ) が発行した証明書を合わせて4つまで格納することができます。また 、 CA 
証明書を4つまで格納することができます。 

•本製品を工場出荷時の設定にリセットすると、インストールした証明書と秘密鍵は削除されます。本製品をリセットし 
た後も、同じ証明書と秘密鍵を使用したい場合は、リセットする前にエクスポートしておいてください。3122ページ 
「証明書と秘密鍵をエクスポートする」を参照してください。 
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p 正明書設定画面を表示する 

証明書機能は、ウェブブラウザー設定のみで設定できます。ウェププラウザー設定を使用して証明書設定画面を表示する場 
合は、次の手順に従ってください。 


ウェブブラウザーを起動する 

1 




- 

hosts ファイルを編集した場合や 、 DNS (ドメインネームシステム）を使用している場合は、 IP アドレスで 
はなく、本製品に割り当てた名前を入力します。本製品は、 TCP / IP および NetBIOS をサポートしているた 
め、本製品の NetBIOS 名を入力することもできます。 

NetBIOS 名は、ネットワーク設定リストに表示されます。ネットワーク設定リストの印刷方法については、 
”46ページ「ネットワーク設定リストの出力」を参照してください。 

お買い上げ時の NetBIOS 名は、ノード名（有線 LAN の場合は “ BRNxxxxxxxxxxxx ”、 無線 LAN の場合は 
“ BRWxxxxxxxxxxxx ”） と同じです。 

( fxxxxxxxxxxxxj は MAC アドレス（イーサネツトアドレス）の12桁です〇) 


ウェブブラウザーのアドレス入力欄に http :// XXXXX / を入力する 

[ XXXXX ] はご使用になる本製品の IP アドレスです。 

例）本製品の IP アドレスが1 92.168.1.2 の場合 

ブラウザーに http ://1 92.168 .1.2 /を入力します。 




本製品のウェブページから[ネットワーク]タブを®尺する 

パスワードを設定している場合は、パスワードを入力して□ヴインしてください。 


[セキユリテイ]—[証明書]をクリック 
する 

右の画面がら証明書を設定できます。 


証明書 @ 

証明書一覧 

証明害名 発行元 有効期限 

自己署名証明害の作成 

CSR の作成 

証明害のインストール 

証明害と秘密鍵のインボート 


參リンクされていないグレー表示の機能は、利用できません。 

•詳細については、ウェブブラウザー設定の証明書設定ページのヘルプ @ を参照してください。 
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Ji 正明書の作成とインストールの流れ 


自己署名証明書 または 




ウエブブラウザー設定を使用して 
自己署名証明書を作成 
^114ぺージ 



コンピューターに自己署名証明書をインス I -ール 

15ページ 



証明書の作成とインストールが完了 


証明機関 （ CA ) 発行の証明書 




ウエブブラウザー設定を使用して 

CSR (証明書署名要求書）を作成 
=>119ページ 



ウエブブラウザー設定を使用して本製品に 
証明機関 （ CA ) から発行された証明書をインストール 
4120ぺージ 



コンピューターに証明書をインス1ル 
づ120ページ 




証明書の作成とインストールが完了 
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I 自己署名証明書を作成する 




[証明書]画面の[自 as 名証明書の作成] 
をクリックする 


証明書 


証明書一覧 

証明著名 発行元 

f 自己署名証明害の作成 ■ 

CSR の作成 


有効期限 r : 期限切れ） 


証明害と秘密鐽のインボート 




〇 コモンネームと有効期限を入力して、 

[0 K ] をクリックする 


自己署名 a 明書の作成 




コモンネーム 

BRNXtOOOOOOOOOW 

( FQDN 、 IP アドレス、志 t は、ホスト名を入力） 

有効期限 

12016 |/|〇7 |/|〇1 |23：59：59 UTC 

( YYYY / MM / DD ) 


公開鍵アルゴリズム I RSA (2048 bit ) 


メッセージダイジェストアルゴリズム ISHA 256 vl 


[ キヤンセル 




— 

•コモンネームは、64パイト以下にしてください。 SSL / TLS 通信を経由して本製品にアクセスする際に用 
いる IP アドレス、ノード名、ドメイン名などの識別子を入力します。お買い上げ時はノード名が設定さ 
れています。 

• IPPS または HTTPS プロトコルを使用している場合に、自己署名証明書に用いたコモンネームと異なる名 
前を URL に入力すると警告画面が表示されます。 

•公開鍵アルゴリズム（初期設定 ： RSA (2048 bit )) とメッセージダイジェストアルゴリズム（初期設定： 
SHA 256) を選択できます。 




自己署名証明書の作成が終了すると、自己署名証明書が本製品のメモリに保存される 

SSL / TLS 通信を行うには、ご使用のコンピューターにも自己署名証明書をインストールする必要があります。次の 
㈡ >115ページ「自己署名証明書をコンピューターにインストールする」に進んでください。 
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自己署名証明書をコンピューターにインストールする 

以下の手順は、 Windows ® Internet Explorer ® を例にしています。他のウェブブラウザーを使用している場合は、各ウェ 
プブラウザーのヘルプに従ってください。 


少 


ウェブブラウザーを起動する 

Windows Vista ®、 Windows ® 7 、 Windows Server ® 200 8 を 

ご使用の場合は、 @ メニューから[すべてのプ□ヴラム]を 
クリックし 、 [Internet Explorer ] を右クリックし[管理者と 
して実行]をクリックしてください。 


0 Internet Explorer 
Uri Windows Defender/' 
强 Windows DVD メ ー.(;, 
@ Windows FAX とスキ 
电 Windows Live Messe 
& Windows Media Cent 
|D| Windows Media Play 
Windows Update 
E Windows アドレス榼 | 
liil Windows カレンダー 
Jjj] Windows フォトギヤ 
圍 Windows ミーテイン 
■ Windows ムービー メ 
5) Windows メール 
#既定のプ□クラム 
お Extras とアップ クレー ド 
S ァク•リ 
▲ ゲーム 
Jt スタートァップ 
M メンテナンス 



音理者として実行 (A), 


ノアイノ L/CU 場所定関 1 ^ 

[スタート]メニューにアイコンを追加 (I) 
クイック起動に追加 
以前のパー V ヨンの復元 (V) 

送る ( N ) 



既定のプログラム 


〜レブとサボート 


検索の開始 




- 

[ユーザーアカウント制御]画面が表示された場合 

Windows Vista ® は、[続行]をクリックしてください。または管理者アカウントのパスワードを入力して 
[ OK ] をクリックしてください。 Windows ®7 は、[はい]をクリックしてください。または管理者アカウン 
卜のパスワードを入力して[はい]をクリックしてください。 




ウェブブラウザーのアドレス入力欄に https :// XXXXX / を入力する 

“ http ” の後ろに“ s ” を付け、 https 7/ と入力してください。 

[ XXXXX ] は、 IP アドレス、ホスト名、ドメイン名などの証明書に割り当てたコモンネームを入力します。証明書に 
コモンネームを割り当てる方法については、^111ページ「証明書を使って安全に管理する」を参照してください。 


[このサイトの閲覧を続行する（推奨されませ 
5 ん)。 ] をクリックする 


声)： r i “ と / V , 1 u ( 


• f 卜 55;:W ソ 


VrUKS S 索 © 表摘 l ； A0W 'J-iKp A ルブ 《 
A ■* 1 5Pfl 省 I ラ -: ナ £ ゲ-ジョン 


• . -,S--;XP! . ：i~A.<a - 




こ© Wfeb サ仆の乜キユリテ禮明害(こは問 Si® 味す • 

この tl •イト_示され iti 朗舌 B、 信箱さ:証明勝谢 '5 発行され6も®あ® ttW 

拽ュリテ i 怔明® M 越こ i つて、許！ K や、據 t® コンビ; L— №5サづ 1 H；； 送 1i さ情報6盗 fl 取 SSI1W' 示 ® され 


このペー:申明 151• 、この Vtob サ仆 ®ME*S 行し咖ヒ ㈣ 奨ほす • 

O 触ページを！ Ate. 

( @こ (Dtt 仆の雌械行す5纖 されません)。） 

% 詳_報 


ベー :;*'*; SSWUi 
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(9 


[言正明書のエラー]をクリックし、[ I 正明書の表示] 
をクリックする 



险般]タブで[証明書のインストール]を 
クリックする 


証明甞 


t ぬ ma _ p 月®パス 


ii 明者の锸輅 

こ® CA ルート E 明胃 tt 信*！されていません。信_を有効にす Sttt 
この li 明者を信たルート〇明裡团のストア IZ インストールしてくだ 
さい。 


B ® 


発行先： BRN 482989 

発行者： BRN 482989 

有幼期囿2000/01/01から2012/03/10 

| 〔 II 明畲 ( JH ンスト-ル①]こ:]. 

r ok 




[次へ]をクリックする 



[証明書をすべて次のストアに配置する]を 
選択し、[参照...]をクリックする 


E 明軎のインポー 


〇明#ストア 



震 P 月番スト7( J、 _1明害が保音され5システム上の银域です。 


Windows に証明軎ストァを自動的 [iiM 択させ5か、 BE 明害の埔所を指定 tS こ fctf で‘きます。 
n ilf 昍圭 m»SiirS づいて白 «i 的 〖rilf 昍逢、ストア$遥折す 2>(U〉 

( ©晒舒柯職 ra 顧爾 J 

I I f #gs.(R)-l] 


[ < 戻 S® 〕匚 ^A(N)> ) | キやン fel レ j 
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[信頼されたルート証明機関]を題尺し、 
[0 K ] をクリックする 



[； 欠へ]をクリックする 



E 明番®イン术一 


〇明窖ストア 



賺正明窖ストアは、 K 明害が保音？れ5システム上の領域です。 


Windows に IP 月害ストアを自助6勺に jg 択させるか、 K 明害の垠所を指定 tS ことがで•きます。 

O K 明番の種頌(こ基づいて、自助的に H 明番ストアを逞択 tS(U> 

® 証明害をすべぐ/欠のストアに S 己匿す5(£〉 

星正明#ストア 

I 信*!? ] if mm ： } 


I <戾る@ ||次へ ( N >> 


to 


[^7] をクリックする 



117 




















































第 7 章セキュリティ機能 


フィンガープリント（拇印プリント）が 
正しければ、[はい]をクリックする 



フィンガープリント（拇印プリント）は、ネットワーク設定リストで印刷されます。ネットワーク設定リス 
卜の印刷方法については、446ぺージ「ネットワーク設定リストの出力」を参照してください。 



[0 K ] をクリックする 



自己署名証明書がコンピューターにインストールされ、 SSL / TLS 通信が可能になる 

ID [0 K ] をクリックして、開いている画面を閉じてください。 
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^ CSR を作成してインストールする 

CSR を作成する 


少 


[証明書]画面の [ CSR の作成]をクリックする 




コモンネームと組織などの情^を入力して、 [0 K ] をクリックする 

_ 

• CSR を作成する前に、証明機関 （ CA ) 発行のルート証明書を、お使いのコンピューターにインストール 
することをおすすめします。 

♦コモンネームは、64パイト以下にしてください。 SSL / TLS 通信を経由して本製品にアクセスする際に用 
いる IP アドレス、ノード名、ドメイン名などの識別子を入力します。お買い上げ時の設定として、ノー 
ド名が表示されます。コモンネームは必須入力項目です。 


參自己署名証明書に用いたコモンネームと異なる名前を URL に入力すると、警告画面が表示されます。 


•組織、部署、市、県/州の長さは、64パイト以下にしてください。 
參国は、二文字からなる ISO 3166国コードを使用してください。 




CSR の内容が表示されたら[保存]をクリックし、 CSR ファイルをコンピューターに保存する 




CSR が作成される 

••€ 3 *©"- 

• CSR を証明機関 （ CA ) に送信する方法については、証明機関 （ CA ) の方針に従ってください。 

• Windows Server ® 2003/2008の「エンタープライズのルート CA 」 をご使用の場合は、証明書の作成 
時に[証明書テンプレート]の [ Web サーバー]を選択することをおすすめします。 

IEEE 802 . lx 認証方式の EAP - TLS 認証のために証明書を作成する場合は、[証明書テンプレート]の[ユー 
ザー]を選択することをおすすめします。 


•詳細については、サボートサイト（プラザーソリユーシヨンセンター ( http :// solutions . brother . co . jp /)) 
を参照してください。 
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証明書をインス!-ールする 


証明機関 （ CA ) から証明書を受け取ったら、以下の手順に従って本製品にインストールしてください。 



本製品の CSR で発行された証明書以外はインストールできません。 



[証明書]画面の[証明書のインストール]をクリックする 


証明機関 ( CA ) が発行した証明書のファイルを指定し、 [0 K ] をクリックする 


言正明書が本製品にインストールされる 

SSL / TLS 通信を行うには、ご使用のコンピューターにも証明機関 （ CA ) 発行のルート証明書をインストー 
ルする必要があります。インストールについては、ネットワーク管理者にお問い合わせください。 
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^証明書と秘密鍵をインポート/エクスポートする 

証明書と秘密鍵をインポ ー トする 


少 

[証明書]画面の[証明書と秘密鍵のインポート]をクリックする 


インポートしたいファイルを指定する 


ファイルが暗号 i 匕されてし、る場合は、パスワードを入力し、 [0 K ] をクリックする 

夕 

証明書と秘密鍵が本製品にインポートされる 

SSL / TLS 通信を行うには、ご使用のコンピューターにも証明機関 （ CA ) 発行のルート証明書をインストー 
ルする必要があります。インストールについては、ネットワーク管理者にお問い合わせください。 
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証明書と秘密鍵をエクスポートする 




[証明書]画面の[ェクスポート]をク 
リックする 


証明書 ③ 

証明書一覧 

証明害名 発行元 有効期限 r : 期限切れ I 

BRN ) 000000000 0 <X BRNXXX )0000000« 20 XX / XX/XX 表示肖 1 脸エクスポート 

自己署名証明害の作成 

CSR の作成 

証明害と秘密鍵のインボート 




ファイルを暗号化したい場合は、パス 
ワードを入力する 


証明書と秘密鍵のエクスポート 



証明害名 

BRN ) 000000000 (XX 


パスヮート， 



パスワード設定 

1 

^1 

パスヮード 確認 

[ 

1 

1戻る| |キャンセル| [ ok ] 



パスワードが空白のままだと、暗号化されません。 




5鶴 S のため、再度パスワードを入力し、 [ OK ] をクリックする 


[保存]をクリックし、ファイルを保存し 
たい場所を指定する 





証明書と秘密鍵がコンピューターにエクスポートされる 

II&SMI - 

エクスポートしたファイルをインポートすることもできます。 
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複数の証明書を管理する 


インストールされた複数の証明書は、ウェブブラウザー設定により管理することができます。証明書をインストールした後 
に、証明書設定画面からインストールされた証明書を確認することができます。また、証明書の内容を確認、削除、エクス 
ポートすることもできます。 

証明書設定画面については、二112ページ「証明書設定画面を表示する」を参照してください。 

本製品は、自己署名証明書と証明機関 （ CA ) が発行した証明書を合わせて4つまで格納することができます。 HTTPS/IPPS 
プロトコル 、 IEEE 802 . lx 認証方式、または電子署名付 PDF を使用するときに格納された証明書を使用することができます。 
また、4つの CA 証明書を格納することができます 。 IEEE 802 . lx 認証方式と SSL for SMTP / P 0 P 3 を使用するときに格納さ 
れた証明書を使用することができます。 

例えば証明書の有効期限切れのよろに、証明書を入れ替える必要が出た場合に備え、自己署名証明書と証明機関 （ CA ) 発行 
の証明書の格納領域にそれぞれ予備を設けておくことをおすすめします。 

証明書を入れ替える場合は、新しい証明書を設けておいた予備領域へ格納して設定を行い、動作に問題のないことを確認し 
てから不要となった証明書を削除してください。これによって、誤って必要な証明書を削除してしまうことを防ぐことがで 
きます。 

"CD"©" - 

• HTTPS / IPPS プロトコル 、 EEE 802 . lx 認証方式、または電子署名付 PDF を使用する場合は、使用する証明書を選択し 
てください。 

•電子署名付 PDR こついては、^ユーザーズガイドパソコン活用編「スキャナーとして使う」を参照してください。 
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CA 証明書をインポート/エクスポートする 

CA 証明書をインポートする 





y 

本製品のウェブページから[ネットワーク]タブを選択し、 
をクリックする 

[セキユリテイ] 

- [ CA 証明書] 


[ CA 証明書のインポート]をクリックする 




インポートしたい CA 証明書を題尺し、 [0 K ] をクリックする 

CA 証明書が本製品にインポートされます。 


CA 証明書をエクスポートする 






本製品のウェブページから[ネットワーク]タブを選択し、 
をクリックする 

[セキユリテイ] 

- [ CA 証明書] 


エクスポートしたい CA 証明書を選択し、[エクスポート] 

をクリックする 



[0 K ] をクリックする 

CA 証明書がコンピューターにエクスポートされます。 



















困〕たときは（トラプル删法) 



この章では、ネットワークに関してトラプルが発生したときの対応方法について説明しています。 

該当する問題のページをご覧ください。 

問題が解決しない場合は、サポートサイト（プラザーソリューションセンター ( http :// solutions . brother . co . jp /)) を参照 
してください。 

• 無線 LAN アクセスポイントに接続できない （ MFC -8950 DW のみ）一126ぺージ 
•インストール時、ネットワーク上に本製品が見つがらない1127ぺージ 
• 印刷/スキャンできない一128ぺージ 
• ネットワーク機器に問題ないが調べるには一129ぺージ 
• ネットワークの設定がうまくいかないときは ㈡ >131ページ 
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卜に接続できない 


無線 LAN に接続できない場合は、以下の点をご確認ください。それでも接続ができない場合は、#かんたん設置ガイドを 
参照してください。 


無線 LAN アクセスポイントと本製品が離れすぎていませんか？間に障害物がありませんか？ 

本製品を見通しの良い場所へ移動させたり、無線 LAN アクセスポイントに近づけてください。 

セットアップ時は 1 m 以内に近づけてください。 

近くに無線 LAN に影響を及ぼすものはありませんか？ 

本製品の近くに、他の無線 LAN アクセスポイントやコンピューター、 Bluetooth 対応機器、電子レンジ、デジタルコードレス電 
話がある場合は離してください。 

以下の場合は、お使いのブロードパンドルーターなどのメーカーにお問い合わせください。 

無線 LAN アクセスポイントが正常に動作していますか？ 

アクセスポイントに無線 LAN 接続されたコンピューターなどから、インターネットに接続できるかお試しください。 

接続できない場合は、無線 LAN アクセスポイントか正常に動作していない可能性があります。 

アクセス制限を設定していませんか？ 

本製品の MAC アドレスを無線 LAN アクセスポイントに登録して、通信を許可してください。 

本製品の MAC アドレスを調べるには、441ぺージ 「 MAC アドレス」を参照してください。 


SSID を表示させない設定にしていませんか？ 

無線 LAN アクセスポイントのステルス （ SSID の隠べい）機能を使用しているときは、本製品が SSID を自動的に見つけることは 
できません。本製品の操作パネルから、新しい SSID を入力してください。詳しくは、323ぺージ「操作パネルからウィザード 
形式で設定する」を参照してください。 

ネットワークキーやパスワードの設定は正しいですか？ 

大文字、小文字は区別されます。認証されないときは、パスワードが圊違っていないが確認してください。 

近くで別の無線機器を使用していませんか？ 

マンションやアパートなど、同じ集合住宅内ですでに別の無線機器が導入されているときは、干渉を避けるため、相手の無線 
機器が使用しているチャンネル番号から 5 ch 離して設定してください。 
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インストール時、ネットワーク上に本製品が見つからない 



■以下の画面が表示されたときは、記載内容を確認し、有線 LAN の場合は[はい]をクリック、無線 LAN の場合は 
[0 K ] -[最新の情報に更新]の順にクリックして再度検索を行います。 

有線 LAN の場合 無線 LAN の場合 （ MFC -8950 DW のみ） 



■それでも検索されない場合、有線 LAN のときは、[いいえ]をクリックし、表示される画面の指示に従って、 IP アドレ 
スなどを入力してください。無線 LAN ( MFC -8950 DW ) のときは、[〇 K ] をクリックし、前の画面に戻り、[無線設 
定]をクリックして無線の設定を行ってください。 


以下の項目を確認してください。 

A お使いのコンピューターから本製品までの}^機器が正常に稼動しているか確認する 

4129ページ「ネットワーク機器に問題ないか調べるには」 


セキュリティソフトによってブロックされていないか確認する 

3130ページ「セキュリティソフトウェアについて」 


設定しているネットワーク情報 （ IP アドレス）に誤りがないか確認する 

=^131ぺージ「ネットワークの設定がうまくいがないときは」 
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印刷/スキヤンできない 


以下の項目を確認してください。 


y 

お使いのコンピューターから本製品までの擬売ケーブルや擬売機器が正常に動作しているか 
確認する 

二129ページ「ネットワーク機器に問題ないが調べるには」 

次 

セキュリティソフトによってブロックされていないか確認する 

3130ページ「セキュリティソフトウェアについて」 


設定しているネットワーク情報 （ IP アドレス）に誤りがなし、かを確認する 

3131ぺージ「ネットワークの設定がうまくいがないときは」 

夕 

ルーターやスイッチングノ V ブの電源を入れなおす 

頻繁に接続しなおしたり、接続している製品の IP アドレスを繰り返し変更した直後には、 IP アドレス設定に間違い 
がなくても正常に動作しない可能性があります。ルーターやハプ ( HUB ) の電源を入れなおしてください。 


古い印刷ジョブを削除する 

印刷に失敗した古いデータが残っていると印刷できない場合があります。プリンターフォルダー内のプリン 
夕ーアイコンをダプルクリックし、[プリンタ]メニューから[すべてのドキュメントの取り消し]を行って 
ください。 

プリンターフォルダーの表示方法 
• Windows Vista ® の場合 

•— [コントロールパネル]—[ハードウェアとサウンド]-[プリンタ]の順にクリックします。 

. Windows ® 7の場合 

[コント □- ルパネル]—[デパイスとプリンターの表示]の順にクリックします。 

. Windows ® XP の場合 

[スタート]—[コントロールパネル]-[プリンタとその他のハードウェア]—[プリンタと FAX ] の順にク 
リックします。 


•問題が解決できなかった場合は、一度ドライパーとソフトウェアをアンインストールして、 令 かんたん設置ガイド 
に従って、再度インストールすることをおすすめします。 

♦アンインストールの方法 （ Windows ® の場合） 

[スタート]メニューから、[すべてのプ□グラム]— [ Brother ] — [ MFC-XXXX LAN ] を選び、[アンインストー 
ル]をクリックします。画面の指示に従ってアンインストールをしてください。 
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ットワーク櫬器に問題ないか調べるには 


お使いのコンピューターから本製品までの接続機器が正常に稼動しているか、以下の点を確認してください。 

本製品の電源は入っていますか？ 

電源を入れて、印刷できる状態であることを確認します。エラーが出ている場合は、$ユーザーズガイド基本編の「困った 
ときには」を参照してエラーを解除してください。 

有線 LAN の場合 

接続したルーターやハプ （ HUB ) のランプは点灯/点滅していますか？ 



ハブ （ HUB ) またはルーターなどの LAN ポートにコンピューターと本製品が 
正しく接続されている？ 

• 接続されていなしゝ場合(法正しく接続しなおしてください。 

•ストレートケープル以外1汰使用しないでください。 

• 他のケープルで接続しなおしてください。 


ルーター/ハブ （ HUB ) のリンクランプが点灯/点滅している？ 

一般的に、ルーター/ハプ （ HUB ) には接続状態を示すリンクランプがあり、点灯/点滅で接続状態を確認 
できます。 

点灯/点滅していない場合には 
• 他の LAN ポートに接続しなおす 
• 他の LAN ケープルに差し換える 
ことで改善されるかお試しください。 

それでも点灯/点滅しない場合は、ハプ （ HUB ) または、ルーターのメーカーにご相談ください。 







第 8 章困ったときは（トラプル対処方法) 


|セキュリティソフトウェアについて 


インスIル 

市販のセキュリティソフトでパーソナルファイアウォール機能が有効に設定されていると、インストール中にセキュリティの 
許可を促す画面が表示されることがあります。この場合は許可をしてください。 



セキュリティ許可を促す画面で、拒否をするとインストールが完了できないことがあります。この場合は、一時的にセキュ 
リテイソフトを停止し、ドライパーのインストールをやり直してください。 


印刷機能をご利用になるとき 

インストール完了後、 EP 刷やその他の機能をご利用になるときに、セキュリティ許可を促す画面が表示されることがあります。 
この場合も許可してください。 

拒否をした場合、セキュリティの解除方法については、お使いのセキュリティソフトの取扱説明書をご確認いただくか、また 
はセキュリティソフト提供元にお問い合わせください。 

本機のネットワーク機能をご利用になるとき 

以下の機能をごネ」用いただく場合は、セキュリティソフトのファイアウォール設定を行う必要があります。 

• ネットワークプリント （ Windows ® のみ） 

• ネットワークスキヤン 

•ネットワーク PC ファクス受信 （ Windows ® のみ） 

• リモートセットアップ （ Windows ® のみ） 

• 巳 RAdmin Light ( Windows ® のみ） 

それぞれのセキュリティソフトの設定で、下記のポート番号を追加してください。 

ポート番号の追加方法は、お使いのセキュリティソフトの取扱説明書をご確認いただくが、またはセキュリティソフト提供元 
にお問い合わせください。 


機能 

名称％ 

ポート 番号 

プロトコル 
( TCP / UDP ) 

ネットワークプリント 

例 ） Brother NetPrint 

161、 137 
( Windows ® のみ） 

UDP 

ネットワークスキヤン 

例 ） Brother NetScan 

161、137、54925 

UDP 

ネットワーク 

PC ファクス受信 

例 ） Brother PC-FAX RX 

161、137、54926 
( Windows ® のみ） 

UDP 

リモートセットアップ 

例 ) Brother Remote Setup 

161、137、54922 
( Windows ® のみ） 

UDP 

BRAdmin Light 

例 ） Brother BRAdmin Light 

161 ( Windows ® のみ） 

UDP 


※：名称は任意です。 

















第 8 章困ったときは（トラプル対処方法) 


ネットワークの設定がうまくいかないときは 


設定しているネットワーク情報 （ ip アドレスおよびサブネットマスク）に誤りがないかどうかを確認します。 

お使いのコンピューターと本製品の ip アドレスおよびサブネットマスクを以下の手順で確認します。 

Windows ® の場合は、「ネットワークプリンター診断修復ツール」が用意されています。はじめに、このツールを使って自動 
で修復できるかどうかお試しください。 

Macintosh の場合は、お使いのコンピューターと本製品の IP アドレスおよびサブネットマスクを確認し、手動で再設定を 
行ってください。再設定については、411ページ「ネットワークの設定」をご覧ください。 

|「ネットワークプリンター診断修復ツール」を使用する （Windows® のみ） 

「ネットワークプリンター診断修復ツール」でネットワークプリンターを診断し、その結果を表示、場合によっては問題を自 
動で修復します。 

參 Windows ® XP/XP Professional x 64 Edition/Windows Vista ®/ Windows ® 7 を使用している場合は、管理者権限で 
ネットワークに□ヴインしてください。 

參本製品の電源を入れ、コンピューターとネットワーク接続した状態で、以下の手順を実行してください。 


Windows ® XP は、 

[スタート]メニューから[すべてのプ□グラム]—[アクセサリ]—[エクスプローラ]を 
クリックし、[マイコンピュータ]をクリックする 
Windows Vista ® は、 

みメニューから[コンピュータ]をクリックする 
Windows ® 7は、 

玲 メニューから[コンピューター]をクリックする 

[□一カルディスク ( C :)] — [Program Files (Program Files ( x 86))] - [ Browny 02] 
— [ Brother ] を選び、 [ BrotherNetTool . exe ] をダブルクリックする 

- 

Windows Vista ® の場合、[ユーザーアカウント制御]画面が表示されたら、[続行]をクリックしてください。 
Windows ® 7の場合は、[はい]をクリックしてください。 





画面の指示に従い、診断修復を行う 

ネットワークプリンター診断修復ツールを使用しても改善しない場合は、ネットワーク管理者へお問い合わせくだ 
さい 0 


“€ 3 *©"- 

ステータスモニターを使用して、ネットワークプリンター診断修復ツールを自動的に起動させることがで 
きます。以下の手順に従って設定してください。 

① ステータスモニターを表示させて右クリックします。 

② [オプション]—[詳細設定]—[診断]タブをクリックします。 

③ [接続状態を常に監視する]のチェックボックスにチェックを入れ、 [0 K ] をクリックします。 

ステータスモニターの表示方法については、^7ユーザーズガイドパソコン活用編を参照してください。 
ただし、ネットワークプリンター診断修復ツールを使用して自動修復を行った場合、ネットワーク管理者 
が設定した固定の IP アドレスが自動的に変更される場合があるのでおすすめしません。 
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1. コンピューターのネットワーク情報を調べる 

Windows ® の場合 



[スタート]メニューから[すべてのプログラム]—[アクセサリ]を選び、[コマンドプ 
□ンプト]をクリックする 



fipconfigj と入力し、 Enter キーを押す 



[IP Add 「 ess ( IP アドレス)]と [Subnet Mask (サブネットマスク)]の行を確認し、値をする 


例）画面は Windows ® XP です。 

Windows Vista ® の場合は、 IPv 4 Address 
IPv 6 Address の両方が表示されます。 



ここを調べる 


( A ) コンピューター側記入欄 


IP Address 
( IP アドレス） 





Subnet Mask 
(サブネットマスク） 







[SubnetMask (サブネットマスク)]の値を確認する 


Subnet Mask 
(サブネットマスク） 

255. 

255. 

255. 

0 


上記のように [255.255.255.0] であることを確認してください。 
[255.255.255.0] 以外の場合は、ネットワーク管理者にお問い合わせください。 


5 fexiU と入力し、 Enter キーを押して終了する 
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Macintosh の場合 




画面左上のアップルメニューをクリックする 




[システム環境設定]—[ネットワーク]をクリックする 




[詳細]- [ TCP / IP ] をクリックする 


夕 


[ IPv 4 アドレス]と[サブネットマスク]を確認し、値を記入する 
( A ) コンピューター側記入欄 


IPv 4 アドレス 





サブネットマスク 








[サブネットマスク]の値を確認する 


サブネットマスク 

255. 

255. 

255. 

0 


上記のように [255.255.255.0] であることを確認してください。 
[255.255.255.0] 以外の場合は、ネットワーク管理者にお問い合わせください。 
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[2. 本製品のネットワーク情報を調べる 


y 

多 


ネットワーク設定リストを印刷する 

446ぺージ「ネットワーク設定リストの出力」 


「 IPAddress ( IP アドレス)」と 「 SubnetMask (サブネットマスク)」の行を確認し、値を言ひする 



( B ) 本製品側記入欄 


IP Address 
( IP アドレス） 





Subnet Mask 
(サブネットマスク） 
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|3.コンピューターの IP アドレスと本製品の IP アドレスを比較する 

3132ページ「1.コンピューターのネットワーク情報を調べる」で書き留めた （ A ) の値と、4134ページ「2.本製品のネッ 
トワーク情報を調べる」で書き留めた （ B ) の値を比較します。 

( A ) コンピューター側 


IP Address 
( IP アドレス） 

XXX . 

XXX . 

XXX . 


( B ) 本製品側 


IP Address 
( IP アドレス） 

XXX . 

XXX . 

XXX . 


( A ) と （ B ) の太枠の部分が同じであることを確認する 

例）サブネットマスクの値が [255.255.255.0] の場合 

( A ) コンピューター側 


IP Address 
( IP アドレス） 

192. 

168. 

123. 


( B ) 本製品側 



IP Address 
( IP アドレス） 

192. 

168. 

123. 



手順1の表の灰色部分の値が、 （ A ) と （ B ) で異なることを確認する 


手順1の表の灰色部分の値が、2〜254の範囲内であることを確認する 
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[4. 本製品の IP アドレス取得方法を確認する 

3134ページ「2.本製品のネットワーク情報を調べる」で印刷したネットワーク設定リストの 、 「Boot Method 」 の項目を 
確認します。 



•「Boot Method 」 が 「 AUTO 」 の場合 

本製品をコンピユーターと同じルーターやハプに接続し、本製品の電源を入れなおしてください。それでも改善されない場合 
は、以下の 『「Boot Method 」 が 「 STATIC 」 の場合』を参照して手動で設定してください。 

•「Boot Method 」 が 「 STATIC 」 の場合 

本製品の IP アドレスを以下のように設定してください。 


IP Address 
( IP アドレス） 

XXX . 

XXX . 

XXX . 


太枠内 

3132ぺージ「1.コンピューターのネットワーク情報を調べる」の （ A ) と同じ値を設定してください。 

上記表の灰色部分 

ネットワークに参加しているすべての機器と異なる、2〜254の値を設定してください。 

この場合、他の機器と同じ IP アドレスにならないように、200〜250の範囲内で IP アドレスを選択することをおすすめします。 
(例えば、本製品の IP アドレスを192.168.123250に割り当てます。） 

詳しくは、お使いのルーターの取扱説明書をご確認いただくか、またはルーター提供元にお問い合わせください。 

Il€3-©M - 

本製品の IP アドレス設定方法は、311ページ「ネットワーク設定方法」、。37ぺージ 「 TCP / IP の設定」を参照してください。 
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|5.ドライバーの再インストールをする 

現在の設定を有効にするために、ドライパーのインストールを行います。すでにインストールが完了している場合は、アン 
インストールが必要です。 

M€3-©i| - 

Macintosh の場合は、アンインストールは不要です。 


アンインス!ル方法 

[スタート]メニューから、[すべてのプ□ヴラム]- [ Brother ] - [ MFC-XXXX LAN ] を選び、[アンインストール]を 
クリツクします。 

後の操作は画面の指示に従ってください。 
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! ll ネットワーク接続とプロトコルについて 


ネットワークの接続方法について 

_ 4 


接続方法は、各コンピューターから直接本製品と通信して印刷する方法（ピアツーピア）と、本製品に接続されているコン 
ピューターを経由して印刷する方法（ネットワーク共有）があります。 

|有線 LAN 接続 

ピアツーピア接続 


ピアツ—ピア 接続では、各コンピューターが本製品と直接データを送受信します。ファイルの送受信を操作するサーパーや 
プリントサーパーなどは必要ありません。 

各コンピューターにプリンターポートの設定をします。 



• コンピューター2、3台程度の小規模なネットワーク環境では、ネットワーク共有 E _ よりも簡単に設定できるピアツーピア印刷を 
おすすめします。ネットワーク共有印刷については、4140ぺージ「ネットワーク共有」を参照してください。 

• 各コンピューターに TCP / IP プロトコルの設定を行います。 

• 本製品にち IP アドレスを設定する必要があります。 

• ルーターがある場合、ルーターの先からも利用可能です。（ゲートウエイの設定が必要） 
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ネットワーク共有 


ネットワーク共有では、各コンピューターが本製品とデータを送受信するには、サーパーまたはプリントサーパーを経由す 
る必要があります。このサーパーまたはプリントサーパーで、すべての印刷作業を制御します。 

本製品に直接接続されているコンピューターにのみプリンターポートを設定し、そのコンピューターを経由して他のコン 
ピューターも本製品を共有できます。ただし、本製品に接続されているコンピューターの電源が入っていないと、他のコン 
ピューターは本製品を使用できません。 


Windows® 



• 大規模なネットワーク環境では、ネットワーク共有 EPS 鴨境をおすすめします。 

• サーパーまたはプリントサーパーは、 TCP / IPEP 刷プ□トコルを麵してください。 

• サーパーまたはプリントサーパーには、本製品に適した IP アドレスを設定する必要があります。 

• サーパーまたはプリントサーパーを USB またはパラレルインターフ I イスを経由して接続することもできます。 
• サーバーまたはプリントサーパーは、プリンタードライパーがインストール済みであることが必要です。 

. Windows ® のみ設定可能です。 


- 

ネットワーク共有の設定方法については、 Windows ® オペレーティンヴシステムの共有プリンターに関する説明やヘルプ 
を参照してください。 
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プロトコルについて 


匿 丁〇口^プロトコルと機能について 

プ□トコルとは、ネットワーク上で各機器間のデータ通信をするための標準ルールです。プロトコルによりネットワーク接 
続された各機器にアクセスすることができます。 

本製品のプリントサーパーは、 TCP/IP (Transmission Control Protocol/Internet Protocol ) をサポートしています。 
TCP / IP プロトコルは、インターネットやメールなどの通信に使用される世界的な標準プロトコルです。 

丁 CP / IP プ□トコルは、 Windows ® Windows Server®、Mac OS X や Linux ® など、ほぼすベてのオペレーテインヴシステ 
ムで使用することができます。 

本製品は、次の TCP / IP プロトコルに対応しています。 

• HTTP または HTTPS (ウェブブラウザー設定）を使用して、プロトコルの設定をすることができます。 

詳しくは、399ページ「プロトコルを設定する」を参照してください。 

參本製品がサポートしているプロトコルについては、3152ページ「ネットワークの仕様」を参照してください。 

參本製品がサポートしているセキュリティプロトコルについては、二150ページ「セキュリティプロトコル」を参照して 
ください。 


• DHCP / 巳00 TP/RARP 

DHCP 、 B 00 TP 、 または RARP プ□トコルを使用して、 IP アドレスを自動的に取得することができます。 

- 

DHCP 、 B 00 TP 、 または RARP プロトコルを使用する場合は、ネットワーク管理者にお問い合わせください。 


• APIPA 

本製品の IP アドレスを手動（操作パネル、または巳 RAdmin Light を使用して)、または自動 （ DHCP 、 B 00 TP 、 または RARP 
サーバーを使用して）で割り当てていない場合は 、 APIPA (AUTO IP ) により自動的に IP アドレスを割り当てることができま 
す。このとき、 IP アドレスは169.254 .1.0 〜169.254 .254.255 の範囲で割り当てられます。 

• ARP 

TCP / IP ネットワークにおいて、 IP アドレスの情報から MAC アドレスを調べて通知するプロトコルです。 

• DNS クライアント 

本製品は 、 DNS (ドメインネームシステム）クライアント機能をサポートしています。 

この機能によリ本製品は、サーバー自体の DNS 名で他の機器と通信することができます。 

• NetBIOS name resolution 

ネットワークの基本的な入出カシステムの名前解決です。ネットワーク接続間の通信に NetBIOS 名を使用し、他の機器の IP ア 
ドレスを取得することができます。 

• WINS 

Windows ®^! 境で、ネームサーバーを呼び出すためのサービスです。サービスを実行するにはサーパーが必要です。 

• LRP/LPD 

TCP / IP ネツトワーク上で通常用いられている印刷プロトコルです。 


• SMTP クライアント 

簡易メール転送プロトコル ( SMTP ) ウライアントは、インターネット、またはイントラネットを経由して E メールを送信する 
ために用いられます。 

# Custom Raw Port / Port 9100 

LPR / LPD と同様に TCP / IP ネットワーク上で通常用いられる印刷プロトコルです。 
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• IPP 

インターネット印刷プロトコル （ IPP パージョン 1.0) を使用すると、インターネットを経由してアクセスできるプリンターへ 
文書を直接送信し、 EP 刷することができます。 

- 

IPPS プロトコルについては、3150ページ「セキュリティプロトコル」を参照してください。 


• mDNS 

DNS サーパーが存在しないような小規模な□—カルエリアネットワーク環境においても、クライアントコンピューターがネッ 
トワーク上に存在する機器を名前で検索して利用できるようにする機能です 。 Apple Mac OS X の簡易ネットワーク設定機能な 
どで使われています。 

• TELNET 

クライアントコンピューターから TCP / IP ネットワーク上のリモートネットワーク機器を制御することができるプロトコルです。 

• SNMP 

簡易ネットワーク管理プロトコル （ SNMP ) は、丁 CP / IP ネットワーク内のコンピューター、プリンター、端末を含めたネット 
ワーク機器の管理に用いられます。 

本製品のプリントサーパーは、 SNMPvl 、 SNMPV 2 C および SNMPV 3 をサポートしています。 

SNMP \/3 プロトコルについては、3150ぺージ「セキュリティプロトコル」を参照してください。 


• LLMNR 

リンク□ーカルマルチキャスト名前解決 （ LLMNR ) プ□トコルは、ネットワークに DNS (ドメインネームシステム）がないと 
きに近隣のコンピューターの名前を解決します。 LLMNR レスポンダー機能は 、 Windows Vista ® Windows ® 7などの LLMNR 
センダ機能を有するコンピューターを使用する場合に IPv 4、 IP \/6 両方の環境で有効です。 

• Web Services 

Windows Vista ® Windows ® 7 の場合は 、 Web Services プロトコルを使用してプリンタードライパーやスキャナードライパー 
をインストールできます。 詳しくは、3148ぺージ 「Web Services を使用する (Windows Vista ® Windows ® 7)」を参照し 
てください。また 、 Web Services では、ご使用のコンピューターから本製品の現在のステータスを確認することができます。 

• HTTP 

ウェブサーパーとウェブブラウザー間でデータを送受信するのに使用される通信プ□トコルです。 

HTTPS プロトコルについては、3150ぺージ「セキュリティプロトコル」を参照してください。 


• FTP (スキヤン to FTP ) 

モノクロ、またはカラーでスキヤンした文章データファイルを、ネットワーク、またはインターネット上の FTP サーバーへ転 
送するプロトコルです。 

• SNTP 

TCP / IP ネットワーク上でコンピューターの時刻を同期させるプロトコルです。ウェブブラウザー設定を使って SNTP を設定す 
ることができます。詳しくは、465ぺージ 「 SNTP プロトコルを設定する」を参照してください。 

• CIFS 

Windows ® 上で、ファイルやプリンターを共有するために使用される標準的なプロトコルです。 

• LDAP 

LDAP サーパーからファクス番号や E メールアドレスを検索することができるプロトコルです。 

• IPv6 

IPv 6 は、次世代のインターネットプロトコルです。 IPv 6 の詳しい情報は、次の URL にアクセスし、ご使用の製品のぺージを参 
照してください。 

サボートサイト（プラザーソリユーシヨンセンター） ( http :// solutions . brother . co . jp /) 
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ネットワークの設定について 


■ P アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイについて 


使用するコンピューターと同じ TCP / IP 環境のネットワーク上に本製品が接続されている場合は、 IP アドレスとサブネットマ 
スクを設定します。コンピュ_夕_と本製品の間にル_夕_が接続されている場合は、「ゲートウェイ」のアドレスも設定す 
る必要があります。 

IP アドレスとは 

IP アドレスとは、ネットワークに接続している各機器の住所に当たるものです。 

IP アドレスは、◦〜255までの数字を「.（ピリオド)」で区切って「192.168.1.3」のように表現します。 

例）□—カルエリアネットワークでは、通常は最後の下線部の数字（ホストアドレス部）を変更します。 

•192.168.1.1 

•192.168.1.2 

•192.168.1.3 

プリントサーバーに IP アドレスを割り当てる 


ネットワーク上で DHCP 、 B 〇〇 TP 、 RARP などの IP アドレス配布サーパーを利用している場合は、 IP アドレス配布サーバー 
から自動的に IP アドレスが割り当てられます。 

li€D-©o| - 

□一カルエリアネットワークの場合、ルーターに DHCP サーバーが設置されていることがあります。 


DHCP 、 BOOTP 、 RARP で IP アドレスを設定する方法については以下を参照してください。 

• ji 5 4 ぺージ 「 DHCP を使用して IP アドレスを設定する」 

• ㈡ >155ぺージ 「 B 〇〇 TP を使用して IP アドレスを設定する」 

• ji 5 4 ぺージ 「 RARP を使用して IP アドレスを設定する」 

ネットワーク上で DHCP 、 BOOTP 、 RARP などの IP アドレス配布サーバーを利用していない場合は、 APIPA 機能により、 
169.254.1.0 〜 169.254.254.255 の範囲の IP アドレスが自動的に割り当てられます。 APIPA については、ブ>155ぺージ 「APIPA 
を使用して IP アドレスを設定する」を参照してください。 

|サブネットマスクとは 

サブネットマスクは、ネットワークを複数の物理ネットワークに分割するのに使用します。 

サブネットマスクはクラスごとに固定されています。 

クラス A 255. 000. 000. 000 
クラス B 255. 255. 000. 000 
クラス C 255. 255. 255. 000 

ルーターの取扱説明書によっては、192.168 .1.1 / 255.255.255.0 のことを、192.168 .1.1/24 と表記している場合がありま 
す。255.255 .255.0 を2進数に換算すると、先頭から1が24個並びます。724"とは、このことを指します。 24 bit 以外のマス 
ク値を設定することも可能ですが、 IP 管理が複雑になりますので、マスク値は 24 bit でご利用することをおすすめします。な 
お、□—カルエリアネツトワークで利用する IP アドレスのことをプライペート IP アドレスと呼び、こちらもクラスが分かれて 
います。 


クラス A 01 0. 000. 000 . 000〜01 0. 255. 255. 255 
クラス巳172.016.000.000〜172.031 .255. 255 
クラス C 192. 168. 000. 00〇〜1 92. 1 68. 255. 255 


■ゲートウェイ（ルーター ） とは 

ルーターはネットワークとネットワークを中継する装置です。異なるネットワーク間の中継地点で送信されるデータを正し 
く目的の場所に届ける働きをしています。このルーターが持つ IP アドレスをゲートウェイのアドレスとして設定します。ルー 
ターの IP アドレスはネットワーク管理者に問い合わせるか、ルーターの取扱説明書をご覧ください。 
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IEEE 802.1 x 認証方式について 


EEE 802 . lx 認証方式は、有線 LAN および無線 LAN で、認証（許可）された機器以外がネットワークへアクセスできないよ 
うに制限する IEEE の認証規格です。 

本製品（サプリカント）はアクセスポイント（オーセンティケータ）を通じて、 RAD 旧 S サーパー（認証サーパー）に認証 
要求を送信します。認証要求が RADIUS サーパーで検証された後に、ネットワークにアクセスすることができるようになります。 

[認証方式 

• LEAP (無線 LAN のみ） 

Cisco LEAP (ライトウェイト拡張認識プロトコル）は 、 Cisco Systems 社により開発された拡張認証プロトコル （ EAP ) です。 
認証用にユーザー ID とパスワードを使用します。 

• EAP-FAST 

EAP - FAST は 、 Cisco Systems 社により!!発された拡張認証プ□トコル （ EAP ) です。 

認証用にユーザー ID とパスワードを使用します。また、対称鍵アルゴリズムを使用して、認証プ□セスのトンネル化を実現す 
る拡張認証プロトコル （ EAP ) です。 

本製品は下記の内部認証をサポートしています。 

• EAP - FAST/NONE 

• EAP - FAST / MS - CHAPV 2 

• EAP - FAST/GTC 


• EAP - MD 5 (有線 LAN のみ） 

EAP - MD 5 は、認証用にユーザー ID とパスワードを使用します。パスワードはチヤレンジ&レスポンス方式で暗号化されて送 
信されます。 


• PEAP 

PEAP は、 Microsoft 社 、 Cisco Systems 社、 RSA セキュリティ社により開発された拡張認証プロトコル （ EAP ) です。 SSL / 
TLS 暗号化技術によって、クライアントと認証サーパー間に暗号化した通信経路を形成し、ユーザー ID とパスワードを送信します。 
PEAP は、認証サーパーとクライアントで相互認証を行っています。 

本製品は下記の内部認証をサポートしています。 

• PEAP / MS - CHAPV 2 
. PEAP/GTC 


• EAP-TTLS 

EAP - TTLS は、ファンク•ソフトウェア社、 CertiCOT 社によって開発された拡張認証プロトコル （ EAP ) です。 SSL と同じ暗 
号化技術によって、クライアントと認証サーパー間に暗号化した通信経路を形成し、ユーザー ID とパスワードを送信します。 
EAP - TTLS は、認証サーパーとクライアントで相互認証を行っています。 

本製品は下記の内部認証をサポートしています。 

• EAP - TTLS/CHAP 

• EAP - TTLS / MS-CHAP 

• EAP - TTLS / MS - CHAPV 2 

• EAP - TTLS/PAP 

• EAP-TLS 

EAP - TLS は、クライアントと認証サーパーの双方でデジタル証明書による認証を行います。 







無線 LAN の用語と概念 


ネットワークを指定する 


| SSID とチヤンネル 

無線 LAN の接続先を指定するには SSID とチャンネルを設定する必要があります。 

• SSID 

それぞれの無線 LAN では、独自のネットワーク名を持っています。そのネットワーク名は SSID 、 または ESSID と呼ばれます。 
SSID は最大32文字までの英数字を使用し、アクセスポイントに割り当てられます。 SSID は無線 LAN アクセスポイントのネッ 
トワーク機器に割り当てられていますので、接続する予定のネットワークの無線 LAN アクセスポイントのネットワーク機器と 
同じ SSID を設定してください。通常は、 SSID の情報を含むパケット（ビーコンとも呼ばれます）が無線 LAN アクセスポイント 
がら発信されます。 

お使いの無線 LAN アクセスポイントのネットワーク機器のパケット（ピーコン）を受信すると、近くにある電波強度が強い無 
線 LAN を識別することができます。 


• チャンネル 


無線 LAN では通信のためにチヤンネルが使われます。それぞれのチヤンネルはすでに決められた異なる周波数帯域を持つてお 
り、14種類のチヤンネルを使用することができます。 


セキュリティ用 



■認証方式と暗号化について_ 

ほとんどの無線 LAN は、いくつかのセキュリティ設定を使用し ます。 セキュリティ設定に関する設定には、認証方式（ネッ 
トワークにアクセスをしようとしている機器にアクセス権があるかどうかを判断する方法）と暗号化方式 （データを 暗号化 
することにより第3者により データの 傍受を防ぐ方法）の設定が あります。 本製品を無線 LAN に確実に接続するためには、こ 
れ6の設定を正しく行う必要が あります。 本製品がサボートする認証方式および暗号化方式については、二152 ページ 「ネッ 
トワークの仕様」を参照してください。 

|パーソナル（無線 LAN ) モードでの認証方式と暗号化について 

パーソナルモードとは、例えば、個人宅や SOHO などの小規模な無線 LAN で 、 EEE 802 . lx 認証方式をサボートしていない 
モードです。 

EEE 802 . lx 認証方式をサボートしている無線 LAN で本製品を使用する場合は、3147ぺージ「エンタープライズ（無線 
LAN ) モードでの認証方式と暗号化について」を参照してください。 

認証方式 


• オープンシステム 

認証を行わず、すべてのアクセスを許可します。 

•共有 キー 

あらかじめ秘密のネットワークキーを設定しておいて、同じキーを使用している機器にのみアクセスを許可します。 
本製品では共有キーとして WEP キーを使用しています。 
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• WPA - PSK / WPA 2 -PSK 

WPA - PSK / WPA 2- PSK は、 Wi - Fi ® が提唱する事前共有キーを使用した認証方式です。 WPA - PSK の TKIP , または WPA - 
PSK . WPA 2- PSK の AES の暗号キーを使用して、本製品をアウセスポイントに接続します。 

WPA - PSK / WPA 2- PSK による認証を使用する場合には、接続する相手の機器も WPA - PSK / WPA 2- PSK に対応している必要が 
あります。 

WPA 2- PSK 方式は、 WPA - PSK 方式よりセキュリテイの高い認証方式になつています。 

暗号化方式 


• なし 

暗号化を行いません。 

• WEP 

共通の暗号キーを設定してデータを暗号化し、送受信を行います。 

• TKIP 

一定時間ごと、ま;/■こは一定バケツト量ごとに暗号キーが更新されるため、 WEP キーによる暗号化よりも高いセキユリティになつ 
ています。 

• AES 

Wi - Fi ® T •承認された TKIP より強力な暗号イ b * 式です。 

- 

IEEE 802.1 In 認証規格は、 WEP および TKIP をサポートしていません。ネツトワーク環境で EEE 802.11 n 認証規格をご 
利用の場合は、暗号化方式で AES を選択することをお奨めします。 


暗号化キー（ネットワークキー） 

• WEP 暗号化方式（オープンシステム/共有キー） 

WEP 暗号化キーは次の規定に従い、 64 bit または 128 bit キーに対応する値を ASCII 文字か16進数フォーマットで入力します。 

• 64 (40) bit ASCII 文字：半角5文字で入力します。 

例） " Hello " (大文字と小文字は区別されます) 

• 64 (40) bit 16進数：10桁の16進数で半角入力します。 

例） "71 f 2234 aba " 

.128 (104) bit ASCII 文字：半角13文字で入力します。 

例） " Wirelesscomms " (大文字と小文字は区別されます） 

.128 (104) 时16_:26桁の16_て*¥角入力します。 

例）''71 f 2234 ab 56 cd 7096541 2 aa 3 ba " 

• TKIP/AES 暗号化方式 （ WPA - PSK / WPA - PSK ) 

PSK (事前共有キー）を ASCII 文字/半角8〜63文字以内で入力します。 









第 11 章無線 LAN の用語と概念 


|エンタープライズ（無線 LAN ) モードでの認証方式と暗号化について 

エンタープライズモードとは、例えば、大規模な企業などの大規模な無線 LAN で 、 IEEE 802.1 x 認証方式をサポートしてい 
るモードです。 

IEEE 802 . lx 認証方式をサポートしている無線 LAN で本製品を使用する場合は、次の認証方式と暗号化方式を使用すること 
ができます。 

認証方式 


• LEAP 

LEAP については、一144ページ 「 IEEE 802.1 x 認証方式について」を参照してください。 

• EAP-FAST 

EAP - FAST については、 ㈡ >144ぺージ 「 IEEE 802 . lx 認証方式について」を参照してください。 

• PEAP 

PEAP については、づ144ページ 「IEEE 802.1 x 認証方式について」を参照してください。 

• EAP-TTLS 

EAP - TTLS については、 ㈡ >144ぺージ 「 IEEE 802.1 x 認証方式について」を参照してください。 

• EAP-TLS 

EAP - TLS については、 ㈡ >144ぺージ 「 IEEE 802 . lx 認証方式について」を参照してください。 

暗号化方式 

• TKIP 

TKIP については、3145ぺージ「パーソナル（無線 LAN ) モードでの認証方式と暗号化について」を参照してください。 

• AES 

AES については、ブ>145ぺージ「パーソナル（無線 LAN ) モードでの認証方式と暗号化について」を参照してください。 

• CKIP 

Cisco Systems 社によって開発された、 LEAP 認証とともに使用される暗号化方式です。 


ユーザー ID とパスワード 


次の認証方式では、64文字以内のユーザー ID と32文字以内のパスワードを入力する必要があります。 

• l_EAP 

• EAP-FAST 

• PEAP 

• EAP-TTLS 

• EAP-TLS (ユーザー ID のみ） 
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Windows ® でネットワークを設定する 


ネットワークプリンター設定の種類 


次の機能を使って、ネットワークの設定（プリンタードライバーやスキャナードライバーのインストール）をすることがで 
きます。 

• Web Services (Windows Vista ®、 Windows ® 7) 

• Vertical Pairing ( Windows ® 7 のみ） 

M€D-©H - 

“ホストコンピューターと本製品が同じサブネット上にあるか”、または“ルーターが2つのデパイス間で正しくデータの 
やり取りができるように設定されているか”のどちらかを確認してください。 


Web Services を使用する （Windows Vista ®、 Windows ® 7) 


Web Services によって[ネットワークデパイス]画面で本製品の情報を閲覧することができます。また、ドライパーをイン 
ストールすることができます。 

••€3•©•翁- 

• Web Services を使用する前に、本製品の IP アドレスの設定をしてください。 

• Windows Server ® 2008では 、 Print Service をインストールしてください 0 



本製品に付属のドライバー&ソフトウェア CD-ROM をコンピューターの CD-ROM ドライブ 
にセットする 

スキャナーのみを使用する場合は、手順3に進みます。 


CD-ROM 内のフォルダーから [ install ] - [ driver ] - [ gdi ] - [32] または [64] の順 
に開き [ DPInstexe ] をダブルクリックする 

- 

[ユーザーアカウント制御]画面が表示された場合 、 Windows Vista ® のときは[許可]をクリックしてく 
ださい。 Windows ® 7のときは、[はい]をクリックしてください。 




Windows Vista ® は、& メニューから[ネットワーク]をクリックする 

Windows ® 7は、(^メニューから[コント□ールパネル]をクリックする 

• Windows Vista ® の場合は、手順5に進みます。 

• Windows ® 7の場合は、手順4に進みます。 

夕 

[ネットワークとインターネット]をクリックし、[ネットワークのコンピューターとデバイス 
の表示]をクリックする 


本製品の Web Services 名のプリンターアイコンが表示されたら、アイコンを右クリックする 

||€3-©1!- 

本製品の Web Services 名は、本製品のモデル名と MAC アドレス（イーサネットアドレス）です。 

例 ） Brother MFC-XXXX [ xxxxxxxxxxxx ] 

(「 MFC - XXXX 」 はモデル名、 [ xxxxxxxxxxxx ] は MAC アドレス（イーサネットアドレス）の12桁です） 




ドライバーをインストールする場合は、プルダウンメニューから[インストール]を選択する 
インストール済みのドライバーを削除する場合は、プルダウンメニューから[アンインストー 
ル] を胃尺する 

M 品の情報を閲覧する場合は、プルダウンメニューから[プロパティ]を題尺する 

[プ□パティ]を選択すると、[ネットワークデパイス]画面で本製品の情報を閲覧することができます。 
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第 12 章 Windows® でネ、ソトワークを設定する 


Vertical Pairing を使用する （Windows® 7のみ) 


Windows ® Vertical Pairing は 、 Vertical Pairing をサポートしている無線機器を WPS の PIN 方式と Web Services の特徴を 
使って、インフラストラクチャーネットワークに接続するための機能です。 

この機能を利用することで本製品の無線 LAN 設定からプリンタードライパーのインストールまで一連の手順で行うことがで 
きます。 

次の手順に従ってください。 

•Web Services を利用するには、ウェブブラウザー設定から本製品の[ネットワーク]-[プロトコル]で Web Services 
のチェックボックスにチェックが入っているかを確認してください。入ってない場合は、チェックボックスにチェック 
を入れてください。 

本製品の Web Services の初期設定は、チェックが入っています。 

參 Web Services の設定は、ウェブブラウザー設定、または BRAdmin Professional で変更することができます。 

參お使いのアクセスポイント、またはルーターに Windows ® 7の互換性ロゴが組み込まれているかを確認してください。 

參お使いのコンピューターに Windows ® の互換性ロゴが組み込まれているかを確認してください。詳しくは、コンピュー 
ターの製造元にお問い合わせください。 

參外付けの拡張カード（ネットワークカード）を使用して無線 LAN 設定をしている場合は、拡張力ード（ネットワーク 
カード）に Windows ® の互換性ロゴが組み込まれているかを確認してください。詳しくは、拡張力ード（ネットワーク 
カード）の製造元にお問い合わせください。 


參 Windows ® のコンピューターをレジストラーとして使用するには、前もって Windows ® のコンピューターに無線ネット 
ワークプ□ファイルを登録してください。 

詳しくは、無線 LAN アクセスポイント、またはルーターの取扱説明書を参照してください。 



少 

電源コードが差し込まれていることを 5© 忍し、本製品の電源スイッチを ON にする 


WPS の PIN 方式で本製品の無線 LAN 接続設定する 

詳しくは、 j 30ぺージ 「WPS ( Wi-Fi Protected Setup ) の PIN 方式を使用する」を参照してください。 


〇メニューから[デパイスとプリンター]をクリックする 


夕 

[デバイスの追加]をクリックする 



本製品を選択し、 t ； 欠へ]をクリックする 



本製品のディスプレイ部に表示された PIN を入力し[次へ] 

をクリックする 


M するインフラストラクチヤーのネットワークを題尺し、[次へ]をクリックする 

無線 LAN 接続とプリンタードライパーのインストールに成功すると、[デパイスとプリンター]のダイア□ヴに本 
製品が表示されます。 















セキュリティの用語と概念 


セキュリティの特長 


I セキュリティ用語 

• 証明機関 （ CA) 

電子的な身分証明書 （ X .509 証明書）を発行し、証明書内の公開鍵などのデータと、その所有者の結び付きを保証する機関です。 

• CSR ( 証明書署名要求） 

証明書の発行を申請するために、証明機関 （ CA ) に送信するメッセージです。 CSR には、申請者を識別する情報、申請者が作 
成した公開鍵、申請者のデジタル署名が含まれます。 

• 証明書 

公開鍵と本人を結び付ける情報です。証明書を用いて、個人に所属する公開鍵を確認することができます。形式は、 X .509 規格 
で定義されています。 

• CA 証明書 

CA 証明書は、証明機関 （ CA ) 自体を証明して、その秘密鍵を所有する証明書です。 

• デジタル署名 

データの受信者がデータの正当性を確認するための情報です。暗号アルゴリズムで計算される値で、データオブジェクトに付 
加されます。 

• 公開鍵暗号システム 

秘密鍵と公開鍵で一対の鍵になります。暗号化するための公開鍵と復号化するための秘密鍵に、それぞれ異なるキーを用いる 
暗号方法です。 

• 共有鍵暗号システム 

暗号化するための公開鍵と復号化するための秘密鍵に、同じキーを用いる暗号方法です。 


|セキュリティプロトコル 

- 

ウェブブラウザー設定を使用してプロトコルの設定をすることができます。詳しくは、二99ぺージ「プ□トコルを設定す 
る」を参照してください。 


• SSL (Secure Socket Layer) /TLS (Transport Layer Security) 

これらのセキュリティ通信プロトコルは、データを暗号化して、セキュリティを強化します。 

• HTTPS 

ハイパーテキスト転送プロトコル ( HTTP ) で SSL を用いるインターネットプロトコルです。 

• IPPS 

インターネット印刷プロトコル （ IPP パージョン1 .0) で SSL を用いる印刷プロトコルです。 

• SNMPV3 

ネットワーク機器を安全に管理するため、ユーザー認証とデータの暗号化を行います。 












第 13 章セキュリティの用語と概念 


| E メール送受信のセキュリティ方法 

••€ 3 *©"- 

ウェブブラウザー設定を使用してセキュリティ方法の設定をすることができます。詳しくは、03ページ「安全な E メー 
ルの送受信」を参照して<ださい。 


• POP before SMTP (PbS) 

クライアントから E メールを送信する際のユーザー認証方法です。クライアントは、 E メールを送信する前に POP 3 サーパーに 
アクセスすることによって、 SMTP サーパーを使用する許可を得ます。 

• SMTP-AUTH (SMTP 認証） 

クライアントから E メールを送信する際のユーザー認証方法です。 SMTP-AUTH は、 SMTP (インターネット E メール送信プロ 
トコル）を拡張し、送信者の身元を確認する認証方法を取り入れたものです。 

• APOP 

AP 0 P は、 POP 3 (インターネット E メール受信プロトコル）を拡張し、クライアントが E メールを受信するときに用いるパス 
ワードを暗号化する認証方法を取り入れたものです。 

• SMTP over SS し 

SMTP over SSL は、 SSL を使用して暗号化した E メールを送信することができます。 

• POP over SSL 

POP over SSL は、 SSL を使用して暗号化した E メールを受信することができます。 
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:^|| 付録 


ネットワークの仕様 


I 対応プロトコルとセキュリティの特長 


項目 

内容 

ネットワ_クタイプ 

ィーサネット 

1 OBase-T/1 00 巳 ase-TX 、 1 OOOBase-T* 1 


ワイヤレス * 2 

IEEE 802.1 lb/g/n ( インフラストラクチヤモード） 

IEEE 802.1 lb ( アドホックモード） 

ネットワークの 
プロトコル 

IPv4 

ARP 、 RARP 、 巳 OOTP 、 DHCP、APIPA (Auto IP )、 

WINS/NetBIOS name resolution、DNS Resolver 、 mDNS 、 

LLMNR responder 、 LPR/LPD、Custom Raw Port/Port 91 00 、 
P0P3& 4 、 IPP/IPPS、FTP Client and Server、LDAP Client % 4 、 
TELNET Server 、 SNMPvl/v2c/v3 、 HTTP/HTTPS Server 、 

TFTP Client and Server、SMTP Client 、 ICMP 、 

Web Services (Print/Scan)、SNTP Client、CIFS Client 


IPv6* 3 

NDP 、 RA、DNS Resolver 、 mDNS、LLMNR responder 、 

LPR/LPD、Custom Raw Port/Port 91 00 、 IPP/IPPS 、 

FTP Client and Server、LDAP Client% 4 、TELNET Server 、 

SNMPvl/v2c/v3 、 HTTP/HT 丁 PS Server 、 

TFTP Client and Server' P0P3& 4 、SMTP Client' ICMPv6 、 

Web Services (Print/Scan)、SNTP Client、CIFS Client 

ネットワークの 
セキュリティ 

有線 LAN 

SSL/TLS (IPPS 、 HTTPS )、 SNMP v3 s 

802.lx (EAP-MD5 、 EAP-FAS 丁、 PEAP 、 EAP-TLS 、 EAP-TTLS )、 
Kerberos 


無線 LAN 紋 

WEP 64/128bit 、 WPA-PSK (TKIP/AES) 、 WPA2-PSK (AES )、 
SSL/TLS (IPPS 、 HTTPS )、 SNMP v3. 

802.lx (LEAP 、 EAP-FAS 丁、 PEAP 、 EAP-TLS 、 EAP-TTLS )、 
Kerberos 

E メー)レ送受信のセキユリティ 

POP before SMTP 、 SMTP-AUTH 、 APOP 、 

SSL/TLS (SMTP 、 POP) 

ワイヤレス証明書 582 

Wi-Fi Certification Mark License (WPA™/WPA2™ - Enterprise 、 
Personal) 、 Wi-Fi Protected Setup (WPS) Identifier Mark License 、 

A 〇 SS Logo 、 Wi-Fi CERTIFIED Wi-Fi Direct™ 


※11000 Base-T は MFC - 8950 DW のみ 
^2 MFC - 8950 DW のみ 


※巳 IPv 6 プ□トコルの詳細は、サボートサイト（プラザーソリューションセンター （ http :// solutions . brother . co . jp /)) を 
参照してください。 

※ヰ MFC - 8520 DN をお使いの場合は、ファームウェア（本体ソフトウェア）をダウン□ー ドし、更新すると、これらのプ 
□トコルが有効になります。 

サボートサイト（プラザ ーソリュー ションセンター （ http :// solutions . brother . co . jp /)) 


















第 14 章付録 


サービスを使用する 


本製品のプリントサーパーへ印刷を行うコンピューターからアクセスすることのできるリソースをサービスと呼びます。本 
製品のプリントサーパーには、次の定義済みサービスが用意されています。本製品のプリントサーパーのリモートコンソー 
ルで SHOW SERVICE コマンドを実行すると、使用可能なサービスのリストが表示されます。 

. サービスとその定義方法の詳細については、コンピューターのコマンド_プロンプトの HELP を参照してください。 

• 本製品に内蔵されているサービス名 


サービス名 （例） 

説明 

BINARY—P1 

TC P/1P バイナリおよび L AT サービス 

TEXT.Pl 

TCP/IP テキストサービス 
(LF の後に CR を追加） 

PCL_P1 

PCL サービス 

(PJL 互換プリンターなら PCL モードへ切り換えて印刷する） 

BRNxxxxxxxxxxxx^* 1 

NetWare サービスと NetBIOS サービス 
(下位互換のため TCP/IP と LAT が使用可能） 

BRNxxxxxxxxxxxx^* 1 —AT 

Macintosh の PostScript® サービス 

P0STSCRIPT_P1 

PostScript® サービス 

(PJL 互換プリンターなら PostScript® モードへ切り換えて印刷する） 


※1 [ xxxxxxxxxxxx ] は MAC アドレス（イーサネットアドレス）です。 
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第 14 章付録 


IP アドレスの設定方法（上級者ユーザー、ネットワーク管理者向け) 


DHCP を使用して IP アドレスを設定する 

DHCP は、 IP アドレス自動割り当て機能の1つです。ネットワーク上に DHCP サーバーがある場合は、その DHCP サーパーか 
6本製品に自動的に IP アドレスなどが割り当てられます。 

- 

DHCP または APIPA 機能を使用しない場合は、自動的に IP アドレスを取得しないように、操作パネル 、 BRAdmin Light 、 
リモートセットアップ、またはウェブブラウザー設定を使用して、 IP の設定方法を手動 ( Static (固定)）に設定してください。 


RARP を使用して IP アドレスを設定する 

あらかじめ本製品の IP 取得方法を 「 RARP 」 に設定しておく必要があります。 

ホストコンピューターで Reverse ARP ( RARP ) 機能を使用し、本製品の IP アドレスを設定することができます。 

以下のエントリ例と同じような行を追加入力して、 / etc / ethers ファイルを編集してください（ファイルが存在しない場合 
は、新しいファイルを作成します)。 


例） 00:80:77:31:01:07 BRN00 8077310107 

00 ゼ〇:フフ:巳 1:01:07 は本製品の MAC アドレス（イーサネットアドレス）、 BRN00 8077310107 は本製品のノード名です。 
お使いの製品の設定に合わせて入力してください。（ノード名は、 /etc/hosts ファイル内の名前と同じでなければなりません。） 
rarp デーモンが実行されていない場合は、実行します。 

使用環境により、コマンドは 「 a 「 pd 、 rarpd-a 、 in.rarpd-a などになります。詳細情報については、 man「arpd と入力する 
か、システムのマニュアルを参照してください。 Berkeley UNIX ペース環境で rarp デー モンを確認するには、以下のコマン 
ドを入力してください。 


ps -ax | grep -v 吕 rep | grep rarpd 


AT&T UNIX ペース環境では、以下のコマンドを入力してください。 


ps -ef | grep -v grep I grep rarpd 


本製品の電源スイッチを ON にすると、 rarp デーモンから IP アドレスが割り当てられます。 
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第 14 章付録 


BOOTP を使用して IP アドレスを設定する 

あらかじめ本製品の IP 取得方法を 「 BOOTP 」 に設定しておく必要があります。 

巳00 TP は、 RARP とは別の方法で IP アドレスを取得する方法です。 IP アドレスのほか、サブネットマスクやゲートウェイア 
ドレスも取得します。 

巳00 TP を使用して IP アドレスを設定するには、ホストコンピューターに B 00 TP がインストールされ、実行されている必要 
があります。ホスト上の/ etc / services ファイルに B 00 TP がリアルサービスとして記述されていなければなりません 。 man 
bootpd と入力するか、システムのマニュアルを参照してください。 

通常、 B 00 TP は/ etc / inetd . conf ファイルを使用して起動されますので、このファイルの bootp エントリの行頭にある#を 
削除して、この行を有効にしておく必要があります。 

一般的な/ etc / inetd . conf フアイル内の bootp エントリを以下に示します。 


#bootp dgram udp wait /usr/etc/bootpd bootpd -i 

M€D-©:i| - 

• BOOTP サーバーの設置については B 〇〇 TP の説明書を参照してください。 

•システムによって、このエントリには 「 bootp 」 ではなく 「 bootps 」 が使用されている場合があります。 


巳 00 TP を有効にするには、エディターを使用して行頭の#を削除します。井がない場合は、 B 00 TP はすでに有効になって 
います。 

次に、設定ファイル（通常は/ etc / bootptab ) を編集し、ネットワークインターフェイスの名前、ネットワークの種類 
( Ethernet の場合は1)、 MAC アドレス（イーサネットアドレス）、 IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイを入力し 
ます。ただし、この記述フォーマットは標準化されていないため、システムのマニュアルを参照してください。 

一般的な/ etc / bootptab エントリの例を、以下に示します。（無線 LAN の場合は、 「 BRN 」 の部分を 「 BRW 」 にします。） 

BRN00 8077310107100:80:77:31:01:07192.1 89.207.3 

および 

BRN00 80773101 07:ht=ethe 「 net:ha=0080773 10107: ¥ ip= 1 92.1 89.207 .3: 


巳00 TP ホストソフトウェアの中には、ダウン□ー ドするファイル名が設定ファイル内に含まれていないと、 B 00 TP リクエ 
ストに応答しないものがあります。そのような場合は、ホスト上に null ファイルを作成し、このファイルの名前とパスを設 
定ファイル内で指定します。 

RARP での設定の場合と同じように、本製品の電源スイッチを 0 N にすると、 B 00 TP サーバーから IP アドレスが割り当て6 
れます。 


APIPA を使用して IP アドレスを設定する 

DHCP サーパーが利用できない場合は、本製品の IP アドレス自動設定機能 （ APIPA ) によって IP アドレスとサブネットマス 
クを自動的に割り当てます。本製品の IP アドレスを169.254 .1.0 〜169.254 .254.255 の範囲、サブネットマスクは 
255.255.0.0、ゲートウェイアドレスは0.0 .0.0 に、自動的に設定します。 

初期設定では、 APIPA は使用可能に設定されています。 AP 1 PA を使用しない場合は、操作パネル 、 BRAdmin Light 、 また 
はウェブブラウザー設定を使用して、 APIPA を使用不可の設定にしてください。 
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ARP を使用して IP アドレスを設定する 

BRAdmin Light およびネットワーク上で DHCP サーパーが利用できない場合は、 ARP コマンドを使用して、 IP アドレスを設 
定することができます。 ARP コマンドは UNIX システムと同様に、 TCP / IP プロトコルがインストールされている Windows ® 
システムでも使用することができます。 

ARP を使用するためには、コマンドブロントで以下のコマンドを入力してください。 


arp -s ipaddress ethernetaddress 
ping ipaddress 

ethernetaddress にはプリントサーパーの MAC アドレス（イーサネットアドレス）を、 ipaddress には IP アドレスを入力します。 

• Windows ® システムの入力例 

Windows ® システムでは、 MAC アドレスの文字間に-(ハイフン）が必要です。 

arp -s 1 92.1 68.1.2 00 -80-77-3 1 -0 1 -07 
ping 192.168 .1.2 

• UNIX/Linux システムの入力例 

一般的に UNIX と Linux システムでは、 MAC アドレスの文字園に：（コロン）が必要です。 


arp -s 192.168 .1.2 00:80:77:31 ： 01 ： 07 
ping 192.168 .1.2 

- 

參 arp - s コマンドを使用するには、同じイーサネットセグメント上（ルーターがプリントサーパーとオペレーションシス 
テムの間に存在しない状態）で使用してください。 

參ルーターがある場合は、 B 00 TP 、 またはその他の方法を使用しても IP アドレスを入力することができます。 

參ネットワーク管理者が、 BOOTP 、 DHCP 、 または RARP を使用して IP アドレスを割り当てるためにシステムを設定し 
ている場合、本製品のプリントサーパーは、これらの IP アドレス配布サーパーのいずれかより IP アドレスを受け取るこ 
とができます。 

このような場合は、 ARP コマンドを使用する必要はありません。 

參 ARP コマンドは一度しか使用できません。 

一度 ARP コマンドを使用して本製品のプリントサーパーに IP アドレスを割り当てるとセキュリティの理由により 、 ARP 
コマンドを使用しての IP アドレスの変更ができなくなります。 IP アドレスを変更する場合は、ウェブブラウザー設定、 
TELNET 、 またはプリントサーパーをお買い上げ時の設定に戻してください。（お買い上げ時の設定に戻すと、再度 ARP 
コマンドを使用することができます。） 
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| telnet 端末を使用して IP アドレスを設定する 

TELNET コマンドを使用して IP アドレスを変更することができます。 

すでに本製品のプリントサーパーに IP アドレスが設定されている場合は、 TELNET を使用して IP アドレスを変更するのが効 
果的な方法です。 

システムプロンプトのコマンドプロンプトに TELNET く command line 〉 （く command line 〉 にはプリントサーパーの IP ア 
ドレスを入力）を入力します。 

システムに接続したら、#を表示させるためにキーボードの Enter キー、または Return キーを押し、パスワードの access を 
入力します。 

ユーザー名入力の表示がされたら、ユーザー名を入力します。 

Local 〉 が表示されたら 、 SET IP ADDRESS ipaddress ( ipaddress にはプリントサーパーに割り当てたい IP アドレスを入 
力）を入力します。 

( IP アドレスについては、ネットワーク管理者にお問い合わせください。） 

例） Local> SET IP ADDRESS 192.1 68.21.3 

次にサブネットマスクを設定する必要があります。 

SET IP SUBNET subnet mask (subnet mask にはプリントサーパーに割り当てたいサブネットマスクを入力）を入力し 
ます。 

(サブネットマスクについては、ネットワーク管理者にお問い合わせください。） 


例） Local> SET IP SUBNET 255.255 .255.0 


マスク値が足りない場合は、次のサプネットマスク初期値のいずれかを使用します。 

クラス A 255. 000. 000. 000 
クラス B 255. 255. 000. 000 
クラス C 255. 255. 255. 000 

IP アドレスの最も左の3桁のヴループで、ネットワークのタイプを確認することができます。 

クラス A でのヴループ値の範囲は、1〜127です。 

例） 13.27 .7.1 

クラス巳でのヴループ値の範囲は、128〜191です。 

例） 128.10 .1.30 

クラス C でのヴループ値の範囲は、192〜255です。 

例） 192.168 .1.4 

ゲートウェイ（ルーター）がある場合は、そのアドレスを入力します。 

SET IP ROUTER routeraddress ( routeraddress にはプリントサーパーに割り当てたいゲートウェイの IP アドレスを入力） 
を入力します。 


例） Local〉SET IP ROUTER 192.168.1.4 


IP アドレスの取得方法を static にするために 、 SET IP METHOD STATIC を入力します。 

入力した IP アドレスを確認するためには 、 SHOW IP を入力します。 

EXIT 、 またはキーボードの Ctrl キーと D キーを押すと、 TELNET 端末によるリモート設定が終了します。 
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